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概要

				オンサイト、クラウド、またはハイブリッドクラウドのお客様が管理する環境にて、OpenShift Container Platform で Fuse Online をインストール、管理、および操作する情報および手順。
			






前書き




			Fuse Online をオンサイトで OpenShift Container Platform (OCP) にインストールし、操作することができます。Fuse Online がオンサイトで稼働している場合、Fuse Online が OpenShift Dedicated で稼働しているときに提供される機能以外に追加機能を使用できます。
		

			オンサイトという用語はお客様が管理する環境を意味します。Red Hat は OpenShift 環境を管理しません。お客様が管理する環境には、オンプレミス、クラウド、またはハイブリッドクラウドがあります。
		

			詳細は以下のトピックを参照してください。
		
	
					1章OCP 4.x での Fuse Online のインストール
				
	
					2章OCP 3.11 での Fuse Online のインストール
				
	
					3章Fuse Online 環境の設定変更
				
	
					4章OCP 上の Fuse Online の管理
				
	
					5章Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントの呼び出し方法
				
	
					6章外部ツールを使用した CI/CD の Fuse Online インテグレーションのエクスポート/インポート
				
	
					7章Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントの参照情報
				
	
					8章Fuse Online ユーザーインターフェイスのカスタマイズ
				



多様性を受け入れるオープンソースの強化




			Red Hat では、コード、ドキュメント、Web プロパティーにおける配慮に欠ける用語の置き換えに取り組んでいます。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリスト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、Red Hat CTO である Chris Wright のメッセージ をご覧ください。
		

第1章 OCP 4.x での Fuse Online のインストール




			Fuse Online は、コアインテグレーション機能をサービスとして提供する、柔軟かつカスタマイズ可能なオープンソースプラットフォームです。
		

			Fuse Online の各インストールは、Fuse Online インスタンス (または環境) と呼ばれます。OpenShift プロジェクトには、必ず 1 つの Fuse Online インスタンスがあります。各 Fuse Online インスタンスには独自の URL があります。単一の OpenShift クラスターに、複数の Fuse Online インスタンスが存在することがあります。
		

			Operator Hub からオペレーターをインストールするための適切なパーミッションを持っている場合は、OpenShift 開発者ユーザーとして Fuse Online をインストールできます。デフォルトの Fuse Online インスタンスまたはカスタマイズされた Fuse Online インスタンスをインストールできます。カスタマイズされた Fuse Online インスタンスの場合、デフォルトのカスタムリソースを編集する必要があります。
		
重要

				Fuse Online インストールプロセスでは、コンテナーイメージの Red Hat エコシステムカタログである registry.redhat.io にアクセスする必要があります。
			


			Fuse Online のインストールに関する詳細は、以下を参照してください。
		
	
					「OCP 4.x に Fuse Online をインストールするのに必要な手順の概要」
				
	
					「制限された環境での Fuse Online のインストールに関する考慮事項 (OCP 4.6 以降)」
				
	
					「Fuse Online のインストール前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集する必要がある場合」
				
	
					「Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明」
				
	
					「Jaeger 監視用の Fuse Online の設定」
				
	
					「コンテナーイメージの registry.redhat.io を使用した認証」
				
	
					「Fuse Online のインストール」
				


OCP 4.x に Fuse Online をインストールするのに必要な手順の概要




				OCP 4.x に Fuse Online をインストールするための主なステップは次のとおりです。
			
	
						Red Hat コンテナーイメージへの認証を設定する OpenShift シークレットを生成します。
					
	
						OperatorHub からクラスターのプロジェクト (namespace) に Fuse Online Operator をインストールします。
					
	
						任意で、コネクションおよびインテグレーションの定義を永続化するために外部データベースを含める場合は、OpenShift シークレットを作成します。
					
	
						Fuse Online インスタンスを OpenShift 4.x プロジェクトに追加します。
					

						任意で、カスタムリソースを編集して、1 つ以上のアドオン機能を有効にしたり、1 つ以上のカスタム設定を実装したりします。
					

	
						必要に応じて、他の開発者ユーザーに Fuse Online Web コンソールにアクセスできるようにパーミッションを付与します。
					


制限された環境での Fuse Online のインストールに関する考慮事項 (OCP 4.6 以降)




					制限された環境に FuseOnline をインストールする前に、次のタスクを完了する必要があります。
				
前提条件
	
							制限された環境での OpenShift クラスターで、クラスター管理者アクセス権がある。
						


手順
	
							プライベートネットワークで利用可能な場所に、すべての Fuse Online イメージをミラーリングします。制限された環境での OpenShift Operator のイメージのインストールに関する詳細は、OpenShift ドキュメントの ネットワークが制限された環境での Operator Lifecycle Manager の使用 セクションを参照してください。
						
	
							Fuse リポジトリーの内容を使用してカスタム Maven リポジトリーを設定します。詳細については、Red Hat ソリューションの How to create an offline Maven repository for Fuse 7 を参照してください。
						
	
							Fuse Online をインストールする前に、Fuse Online カスタムリソースを編集します。maven:mirror 設定を使用して、統合をビルドする際に、Maven アーティファクトにアクセスするために指定された単一の Maven リポジトリーのみを参照するように Fuse Online に指示します。
						

							次の例では、https://customRepo をオフラインリポジトリーの URL に置き換えます。
						
components:
  server:
    features:
      maven:
        mirror: https://customRepo

	
							HTTPS_PROXY、HTTP_PROXY、および NO_PROXY 環境変数を syndesis-oauthproxy  に設定します。これらの環境値は、Fuse Online のインストール時またはその後に設定できます。
						

							Fuse Online をインストールした後、syndesis/app で環境値を設定するには、以下を行います。
						
	
									次のコマンドを使用して、プロキシー/クラスターから値を取得します。
								
myhttpProxy=$(oc get proxy/cluster -ojsonpath='{.status.httpProxy}')

myhttpsProxy=$(oc get proxy/cluster -ojsonpath='{.status.httpsProxy}')

mynoProxy=$(oc get proxy/cluster -ojsonpath='{.status.noProxy}')

	
									次の oc patch コマンドを使用して値を設定します。
								
oc patch syndesis/app --type=merge -p "{\"spec\": {\"components\": {\"oauth\": {\"environment\": {\"HTTPS_PROXY\": \""${myhttpsProxy}"\", \"HTTP_PROXY\": \"${myhttpProxy}\", \"NO_PROXY\": \"${mynoProxy}\"}}}}}"

									このコマンドは、次の確認を返します。
								
syndesis.syndesis.io/app patched

									syndesis-oauthproxy デプロイメントを変更したため、OpenShift は syndesis-oauthproxy-1-deploy Pod を再作成します。
								




	
							デフォルトでは、todo サンプルアプリケーションは無効になっています (Fuse Online カスタムリソースでは、addon:todo:enabled 値は false に設定されています)。制限された環境に Fuse Online をインストールした後に、任意で https://github.com/syndesisio/todo-example から todo サンプルアプリケーションをダウンロードできます。Readme ファイルの手順に従い、リポジトリー URL をプライベートネットワークで利用可能な場所に変更します。
						




Fuse Online のインストール前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集する必要がある場合




				Fuse Online のインストールには、設定可能な Fuse Online 環境アドオン機能およびパラメーター設定のデフォルトを指定するデフォルトカスタムリソースが含まれています。
			

				インストール後の Fuse Online 環境が以下に該当する場合は、Fuse Online をインストールする前に、デフォルトのカスタムリソースを編集する必要があります。
			
	
						Fuse Online コンソールにアクセスできる OpenShift ルートのために指定する URL を使用する場合。デフォルトでは、インストールプロセスによってこのルートが算出されます。
					
	
						外部データベースを使用して、コネクションおよびインテグレーション定義を保存する場合。デフォルトでは、内部データベースが使用されます。
					
	
						コネクションやインテグレーション定義の永続化に使用できる内部ストレージの容量を増やす場合。ほとんどの Fuse Online 環境では、デフォルトの 1Gi で十分対応できます。
					



				上記のいずれかが該当する場合に Fuse Online 環境を設定するには、Fuse Online のインストール時にカスタムリソースを編集する必要があります。つまり、インストール後に Fuse Online 環境の設定を変更して、上記を実装することはできません。また、上記の設定を適用して Fuse Online 環境をインストールした場合、その設定を変更することはできません。
			

Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明




				インストール前のみに指定できるカスタムリソース属性の他に、インストール前または後に変更できるカスタムリソース属性が複数あります。
			

				表 1 には、設定可能なカスタムリソース設定の簡単な説明が記載されています。また、インストールの前または後、あるいは両方で変更可能であるかどうかを示しています。適切に Fuse Online を設定するには、以下の表の情報を活用して、インストール前にカスタムリソースをどのように変更する必要があるのか、またはインストール後にカスタムリソースをどのように変更するのかを見極める必要があります。その後、該当する手順にしたがいます。
			

				OCP 4.x の場合:
			
	
						Fuse Online インスタンスの OpenShift 4.x プロジェクトへの追加
					
	
						Fuse Online の設定変更に関する一般的な手順
					



				OCP 3.11 の場合:
			
	
						Fuse Online をインストールする前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集
					
	
						Fuse Online の設定変更に関する一般的な手順
					


表1.1 設定可能なカスタムリソース設定
	機能/設定	設定可能なタイミング	仕様
	 
								強化されたアクティビティー追跡
 
 強化されたアクティビティー追跡の追加情報はこの表の後に記載されています。
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								addons:
   jaeger:
     enabled: true
     clientOnly: false
     operatorOnly: false
							

							 
								強化されたアクティビティー追跡はデフォルトで有効になっています。Jaeger 設定をカスタマイズする場合は、clientOnly または operatorOnly を true に設定します。
							

							 
	 
								外部データベース

 外部データベースの使用に関する追加情報はこの表の後に記載されています。
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								spec:
   components:
     database:
       externalDbURL: postgresql://custom-postgres:5432
       user: db-user-name
       name: db-name

 custom-postgres:5432 を PostgreSQL データベースのホスト名およびポートに置き換えます。
db-user-name をそのデータベースにアクセス可能なユーザーアカウントの名前に置き換えます。
db-name をデータベースの名前に置き換えます。
							

							 
	 
								コネクションおよびインテグレーションの 内部ストレージ容量。

外部データベースも指定する場合は無視されます。

内部ストレージの増加に関する追加情報はこの表の後に記載されています。
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								spec:
   components:
     database:
       resources:
         volumeCapacity: 1Gi
         volumeName: my-volume

 1Gi を必要なストレージ容量に置き換えます。デフォルトは 1Gi です。

my-volume を内部ストレージに使用するボリュームの名前に置き換えます。このパラメーターは任意です。
							

							 
	 
								Fuse Online コンソールにアクセスするための OpenShift ルート
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								spec:
   routeHostname: project.route.com

 project.route.com を Fuse Online コンソールにアクセスできる OpenShift ルートに置き換えます。
例: north-project.6a63.fuse-online.openshiftapps.com
							

							 
	 
								Memory および CPU

 1 つ以上のコンポーネントが使用できるデフォルトのメモリー容量を増やします。
							

							 
								各コンポーネントによって独自のメモリー要件が定義されるため、各 Pod には割り当てられるメモリー容量の制限があります。制限および要求設定の詳細は、OpenShift ドキュメントの Configuring cluster memory to meet container memory and risk requirements セクションを参照してください。
							

							 
								server コンポーネントの CPU リソースを指定することもできます。
							

							 
								database コンポーネントはコネクションおよびインテグレーションの定義を格納する内部データベースです。
							

							 
								meta コンポーネントはサーバーがロードするコネクターなどのビジネスロジックを提供します。
							

							 
								prometheus コンポーネントは、Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントおよび Fuse Online インテグレーションを監視します。
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								components:
   server:
     resources:
       limit:
         memory: "1024Mi"
         cpu: "800m"
       request:
         memory: "512Mi"
         cpu: "500m"
   meta:
     resources:
       limit:
         memory: "750Mi"
       request:
         memory: "300Mi"
   database:
     resources:
       limit:
         memory: "300Mi"
       request:
         memory: "300Mi"
   prometheus:
     resources:
       limit:
         memory: "750Mi"
       request:
         memory: "750Mi"

							

							 
	 
								3scale の検出

 Red Hat 3scale による検出を可能にするため、Fuse Online API プロバイダーインテグレーションの API を公開します。

詳細: 3scale で API の検出を有効化する Fuse Online の設定
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         managementUrlFor3scale: https://url-for-3scale

 3scale ユーザーインターフェイスの URL を指定します。
							

							 
	 
								バックアップ

 追加の設定ステップは Fuse Online 環境のバックアップ を参照。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								spec:
   backup:
     schedule: interval

 interval を希望するバックアップの間隔に置き換えます。間隔 および 事前定義のスケジュール には cron ユーティリティーの形式を使用します。間隔の前に @ 記号を指定しないでください。
							

							 
	 
								ノードのアフィニティー と 許容 (Toleration)

							

							 
								Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントおよびインテグレーション Pod のクラスター内のノードへの配置を決定します。
							

							 
								ノードのアフィニティーを使用すると、配置先のノードのグループに対して Fuse Online Pod のアフィニティーを指定できます。
							

							 
								許容 (Toleration) を使用すると、Fuse Online Pod が実行されるノードを制御し、他のワークロードがそれらのノードを使用しないようにすることができます。
							

							 
								Fuse Online Pod の設定 も参照してください。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								注記: Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントのデプロイメントには infraScheduling を使用します。Fuse Online インテグレーションのデプロイメントでは、infraScheduling を integrationScheduling に置き換えます。
							

							 
								spec:
   infraScheduling:
     tolerations:
       key: value
       operator: value
       effect: value

spec:
   infraScheduling:
     affinity:
       nodeAffinity:
         preferredDuringSchedulingIgnoredDuringExecution:
           weight:
           preference:
             matchExpressions:
               key: value
               operator: value
               values:
                 value1,
                 value2

							

							 
	 
								インテグレーションの制限

 稼働中のインテグレーションの最大数を指定します。デフォルトは 0 で、稼働中のインテグレーションの数を制限しません。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         integrationLimit: 0
							

							 
	 
								データベースコネクションプール
							

							 
								サーバーコネクションプール設定を調整して、データベースへのコネクションを管理できます。
							

							 
								データベースプール設定の追加情報は、この表の後に記載されています。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
   server:
     connectionPool:
       connectionTimeout: 30000
       idleTimeout: 600000
       leakDetectionThreshold: 0
       maxLifetime: 1800000
       maximumPoolSize: 10
       minimumIdle: 10
							

							 
	 
								Java オプション
							

							 
								syndesis-server コンポーネントおよび syndesis-meta コンポーネントの Java オプションを指定できます。
							

							 
								Java オプションに応じて、コンポーネントに異なる値を指定できます。たとえば、JVM 関連のパラメーターは syndesis-meta よりも多くのコンピューターリソースを必要とするため、syndesis-server のみに設定できます。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:+   server:
     javaOptions:
       -option_name=my_value   meta:
     javaOptions:
       -option_name=my_value
							

							 
								-option_name を Java オプション名に置き換えます。Java オプションの接頭辞 (-D、-X、または -XX) を指定することができます。
							

							 
								my_value を、オプションの値に置き換えます。
							

							 
								HTTP プロキシーを設定する場合 (例): components:+   server:
     javaOptions:
       -Dhttp.proxyHost=10.0.0.100 -Dhttp.proxyPort=8800   meta:
     javaOptions:
       -Dhttp.proxyHost=10.0.0.100 -Dhttp.proxyPort=8800`
							

							 
	 
								Maven 引数

 Fuse Online インテグレーションをビルドするときに使用する追加の Maven オプションを指定します。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         maven:
           additionalArguments:
             "typeA=stringA typeB=stringB"

 For example:
          additionalArguments:
             "-Dhttp.proxy=my_proxy -DpropA=valueA"
							

							 
	 
								Maven Mirror
 
インテグレーションをビルドするときに Fuse Online が Maven アーティファクトにアクセスするために使用する単一リポジトリーを指定できます。Fuse Online がデフォルトでアクセスする Maven リポジトリーを無視します。このオプションは通常、制限された環境に FuseOnline をインストールするときに使用されます。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         maven:
           mirror: https://customRepo
 
 Replace `https://customRepo をレポジトリーの URL に置き換えます。
							

							 
	 
								Maven リポジトリー
 
 Fuse Online がデフォルトでアクセスする Maven リポジトリーの他に、Fuse Online 環境がアクセスする必要のある外部 Maven リポジトリーを指定します。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         mavenRepositories:
           customRepo1: https://customRepo1
           customRepo2: https://customRepo2

 Replace customRepo をリポジトリーの名前に置き換えます。
各リポジトリーに URL を指定します。
							

							 
	 
								監視

 Prometheus を使用した OCP での Fuse Online インテグレーションの監視 も参照してください。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								addons:
   ops:
     enabled: true
							

							 
	 
								パブリック REST API

 追加の設定ステップは 外部ツールによって使用される Fuse Online パブリック REST API の公開 を参照。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								addons:
   publicApi:
     enabled: true
     routeHostname: public-syndesis.192.168.64.63.nip.io

 routeHostname を Fuse Online REST API エンドポイントを呼び出すためのパブリックアドレスに設定します。クラスターのセットアップにより、指定する必要のあるパブリックアドレスが決定されます。この例では、ルートのホスト名は minishift クラスターに対して有効です。
							

							 
	 
								ToDo アドオン
 テスト用のサンプルインテグレーションアプリケーション、AMQ ブローカー、およびサンプル PostgreSQL データベースとサンプルデータベースコネクターを提供します。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								spec:
   addons:
     todo:
       enabled: false 
 制限された環境で Fuse Online をインストールするには、インストールの前に todo アドオンが false (デフォルト) に設定されていることを確認する必要があります。Fuse Online のインストール後に、任意で https://github.com/syndesisio/todo-example から ToDo アプリケーションをダウンロードできます。Readme ファイルの手順に従い、リポジトリー URL をプライベートネットワークで利用可能な場所に変更します。
							

							 
								Adding sample data to a Fuse Online environment running on OCP も参照してください。
							

							 
	 
								監査
							

							 
								コネクター、接続、インテグレーションに加えられた基本的な変更を表示します。
							

							 
								Auditing Fuse Online components も参照してください。
							

							 
								注記: これは テクノロジープレビューの機能です。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
   server:
     features:
       auditing: true
							

							 



アドオン機能と設定
	
						強化されたアクティビティー追跡
					

						Fuse Online のインストール時に、Jaeger を使用したアクティビティー追跡はデフォルトで有効になっています。(OperatorHub またはコマンドラインスクリプトを使用して) Fuse Online をインストールする場合、OperatorHub の存在を検出し、OperatorHub のサブスクリプション機能を使用して Jaeger をインストールします。OperatorHub が利用できないという制限された状況では、Fuse Online は独自のインストール機能を使用して Jaeger をインストールします。任意で、Jaeger 監視用の Fuse Online の設定 のセクションで説明されているように、Fuse Online をインストールする前に Jaeger 設定をカスタマイズできます。
					

	
						コネクションおよびインテグレーションを永続化するための外部データベース
					

						Fuse Online のデフォルトインストールは、コネクションおよびインテグレーション定義を永続化するために Fuse Online によって使用される内部 PostgreSQL データベースを提供します。代わりに、OpenShift がデフォルトで提供する PostgreSQL テンプレートの 1 つなど、外部 PostgreSQL データベースを使用することを選択できます。
					

	
						内部ストレージ容量
					

						ほとんどの Fuse Online 環境では、デフォルトの 1Gi で十分対応できます。Red Hat テクニカルサポートが推奨する場合のみ、新しい Fuse Online インストールのこの設定を増強することが想定されます。これは、稼働している別の Fuse Online 環境で Fuse Online のサーバーエラーが発生し、Red Hat テクニカルサポートが、デフォルトよりも容量が大きいデータベースボリュームで Fuse Online 環境をインストールする必要があると判断した場合です。
					

						Fuse Online がすでに稼働している OpenShift プロジェクトで Fuse Online の内部ストレージ容量を増やすには、最初に Fuse Online をアンインストールする必要があります。OCP プロジェクトからの Fuse Online のアンインストール を参照してください。
					

	
						データベースコネクションプールの設定
					

						以下の syndesis-server データベース接続プールプロパティーを設定できます。
					
	
								connectionTimeout - syndesis-server がプールからのコネクションを待機する最大時間 (ミリ秒単位)。許可される最小コネクションタイムアウトは 250 ミリ秒です。デフォルトは 30000 (30 秒) です。
							
	
								idleTimeout - コネクションが削除されるまで、プールでアイドル状態にすることができる最大時間 (ミリ秒単位)。0 の値は、アイドルコネクションがプールから削除されないことを意味します。許可される最小値は 10000 (10 秒) です。デフォルトは 600000 (10 分) です。
							
	
								leakDetectionThreshold - コネクションリークの可能性を示すメッセージがログに記録される前に、コネクションがプール外にある時間 (ミリ秒単位)。0 を値として指定すると、リーク検出が無効になります。リーク検出の有効化で許容される最小値は 2000 (2 秒) です。デフォルトは 0 です。
							
	
								maxLifetime - プール内のコネクションの最大有効期間 (ミリ秒単位)。許可される最小値は 30000 (30 秒) です。デフォルトは 1800000 (30 分) です。
							
	
								maximumPoolSize - アイドルコネクションと使用中のコネクションの両方を含む、プールが到達できる最大サイズ。デフォルトは 10 です。
							
	
								minimumIdle - プールに保持されるアイドルコネクションの最小数。デフォルト値は maximumPoolSize です。
							






Jaeger 監視用の Fuse Online の設定




				Jaeger は、分散サービス間のトランザクションをトレースするためのオープンソースソフトウェアです。これは、複雑なマイクロサービス環境の監視およびトラブルシューティングで特に役立ちます。
			

				OperatorHub またはコマンドラインスクリプトを使用して Fuse Online をインストールする場合、Fuse Online インストールは OperatorHub の存在を検出し、OperatorHub のサブスクリプション機能を使用して Jaeger をインストールします。OperatorHub が利用できないという制限された状況では、Fuse Online は独自のインストール機能を使用して Jaeger をインストールします。
			

				デフォルトの Fuse Online 環境では、必要な Jaeger コンポーネントがすべて設定されます。任意で、Fuse Online カスタムリソースを編集して、クライアントのみ/非依存のサーバー設定、またはハイブリッド Jaeger クライアントおよび Jaeger Operator 設定を指定できます。
			
デフォルトの Jaeger 設定

					基本的な追加設定なしの設定には、すべての Jaeger コンポーネントが含まれます。Jaeger の監視機能を試して、Jaeger の動作について学ぶことができます。デフォルト設定では、メモリーのみの制限されたバックエンドストレージ機能を提供します。
				

				デフォルトの Jaeger 設定で Fuse Online をインストールすると、以下のような結果になります。
			
	
						Fuse Online コンポーネントには Jaeger 通信 URL があります。
					
	
						Jaeger Operator がインストールされます。
					
	
						Jaeger カスタムリソースは、アクティビティー監視のデフォルト設定で設定されます。
					



				デフォルトの Jaeger 設定を使用した Fuse Online インストールには、以下の syndesis カスタムリソース仕様があります。
			
apiVersion: syndesis.io/v1beta2
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  addons:
    jaeger:
      enabled: true

				clientOnly および operatorOnly が指定されていない場合 (デフォルトで false に設定されている場合)、Fuse Online は提供される Jaeger バックエンドだけでなく、Jaeger サーバー設定によって提供されるデフォルトのメモリーのみのストレージも使用します。
			
クライアントのみ/非依存のサーバー設定

					クライアントのみ/非依存のサーバー設定では、Fuse Online と外部に設定された Jaeger バックエンドとの間の通信用にクライアント URL コネクションのみが設定されます。Jaeger バックエンドのすべての要素は外部にあり、Fuse Online 環境および syndesis-operator には依存しません。これには、Jaeger Operator および Jaeger カスタムリソースが含まれます。
				

				クライアントのみの Jaeger 設定をインストールするには、以下のように Fuse Online をインストールする前にカスタムリソースを編集します。
			
	
						clientOnly を true に設定して、Jaeger エージェント機能 を追加します。
					
	
						queryUri を、個別にインストールされた Jaeger バックエンドの query コンポーネント の URI に設定します。
					
	
						collectorUri を、個別にインストールされた Jaeger バックエンドの collector コンポーネント の URI に設定します。
					



				以下に例を示します。
			
apiVersion: syndesis.io/v1beta2
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  addons:
    jaeger:
      enabled: true
      clientOnly: true
      queryUri: https://jaeger-query-hostname:443/api
      collectorUri: https://jaeger-collector-hostname:14268/api/traces
ハイブリッド Jaeger クライアントおよび Operator の設定

					ハイブリッド Jaeger クライアントおよび Jaeger Operator 設定では、Fuse Online は Jaeger Operator と Jaeger クライアント機能をインストールします。Jaeger カスタムリソースがインストールされていない。Jaeger サーバー設定を定義する独自の Jaeger カスタムリソースをインストールする必要があります。これにより、Fuse Online が提供する機能を利用し、独自の環境用に Jaeger 設定をカスタマイズすることができます。たとえば、データストレージに Elasticsearch または Cassandra を使用できます。
				

				ハイブリッド Jaeger クライアントと Jaeger Operator 設定をインストールするには、以下を行います。
			
	
						Fuse Online をインストールする前に、以下の例のようにカスタムリソースを編集します。
					
apiVersion: syndesis.io/v1beta2
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  addons:
    jaeger:
      enabled: true
      operatorOnly: true

	
						以下の例のように、Jaeger カスタムリソース syndesis-jaeger に名前を付けます。
					
apiVersion: jaegertracing.io/v1
kind: Jaeger
metadata:
  name: syndesis-jaeger
  ...
spec:
   ....

						注記: Jaeger カスタムリソースに別の名前を使用する場合は、Client-only/independent サーバー設定セクションに記述されているように、Syndesis カスタムリソースで queryUri および collectorUri を設定します。
					




				syndesis-jaeger という名前の Jaeger カスタムリソースが作成されると、Jaeger インスタンスは Fuse Online インテグレーションからデータを収集します。デフォルトでは、このデータは Fuse Online アクティビティーログで表示できます。
			

外部データベースを使用した Fuse Online のインストール




				外部データベースを使用して接続と統合の定義を永続化する Fuse Online 環境をインストールする場合、以下を実行します。
			
	
						OpenShift クラスターが検出できるホスト名を使用して postgreSQL データベースを作成します。
					
	
						Fuse Online をインストールする前に、外部データベース用に syndesis-global-config という名前の OpenShift シークレットを作成します。
					
	
						Fuse Online をインストールします。
					
	
						Fuse Online をデプロイする前に、カスタムリソースを編集して、外部データベースへの接続を設定します。
					


前提条件
	
						OCP 3.11 の場合のみ、コネクションおよびインテグレーションの定義を永続化するために外部データベースを使用ことを指定するために default-cr.yml ファイルが編集されている必要があります。
					
	
						Fuse Online がインストールされていない必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online をインストールする OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						クラスター管理者権限を持つユーザーは、該当ユーザーがクラスターでアクセス権限を持つプロジェクトに Fuse Online をインストールするための権限を付与済みである必要があります。
					


手順
	
						Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					
oc login -u developer -p developer

	
						Fuse Online をインストールする Open Shift クラスターで使用可能で、以下の設定オプションの値を定義する postgreSQL データベースを作成します。
					
	
								接続ユーザー名
							
	
								データベース名
							
	
								データベースのパスワード
							

								次の例では、OpenShift がデフォルトで提供する PostgreSQL テンプレートの 1 つを使用しています。
							

								注記: 開発またはテスト目的には PostgreSQL 一時 (postgresql-ephemeral) テンプレートのみを使用します。実稼働環境の場合は、PostgreSQL (postgresql) テンプレートを使用します。
							
oc new-app postgresql-ephemeral -p POSTGRESQL_USER=syndesis -p POSTGRESQL_PASSWORD=exdb-pwd -p POSTGRESQL_DATABASE=syndesisdb

								このコマンドは、URL など、Fuse Online を設定するときに必要なデータベースに関する情報を返します。
							

								データベースの作成については、PostgreSQL topic in the OpenShift documentation を参照してください。
							




	
						以下の内容を含むリソースファイル (例: my-fuse-online-secret-cr.yml) を作成して、保存します。
					
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: syndesis-global-config
  namespace: my-fuse-online-project
type: Opaque
stringData:
  POSTGRESQL_PASSWORD: exdb-pw

						my-fuse-online-project を、外部データベーであるスを指定する Fuse Online 環境をインストールする予定である OpenShift プロジェクトの名前に置き換えます。
					

						exdb-pw を手順 2 のパスワードに置き換えます。Fuse Online は、外部データベースにアクセスするためのパスワードとして使用します。stringData は、パスワードの値を base64 でエンコードされた値 (変換を行わないように) に変換することに注意してください。
					

						OpenShift シークレットについての詳細は シークレット を参照してください。
					

	
						以下のように、シークレットをクラスターに追加します。
					
oc apply -f my-fuse-online-secret-cr.yml

						OpenShift クラスターでは、外部データベースを指定するカスタムリソースとインストールされた Fuse Online 環境で syndesis-global-config シークレットを利用できます。
					

	
						シークレット (ステップ 4) の YAML ファイルで指定した my-fuse-online-project プロジェクトに Fuse Online をインストールします。
					
	
								OCP 3.11 の場合は、Fuse Online をインストールする前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集 の手順にしたがいます。
							
	
								OCP 4.6 以降の場合は、Installing the Fuse Online Operator from the OperatorHub の手順に従います。Adding a Fuse Online instance to an OpenShift 4.x project において、Fuse Online をデプロイする前にカスタムリソースを編集して、外部データベースの使用を指定します。以下に例を示します。
							
apiVersion: syndesis.io/v1alpha1
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  components:
    database:
      externalDbURL: "postgresql://syndesis-external-db:5432"
      user: db-user-name
      name: db-name

	
								syndesis-external-db:5432 を外部 PostgreSQL データベースのホスト名およびポートに置き換えます。
							
	
								db-user-name をコネクションユーザー名に置き換えます。
							
	
								db-name をデータベースの名前に置き換えます。
							





結果

					Fuse Online のインストールプロセスでは、カスタムリソースの設定を使用して、インストールされた Fuse Online 環境の設定を決定します。
				

				正しくインストールおよびデプロイされると、Fuse Online は syndesis-db 以外の必要な Pod をすべて稼働します。syndesis-db の代わりに、syndesis-server は外部データベースのサービス名を使用してデータベースに接続します。外部データベースの設定が正しくない場合、syndesis-server は初期化に失敗し、Fuse Online デプロイメントはエラーを出して終了します。
			

Fuse Online のインストール




				Fuse Online は、コアインテグレーション機能をサービスとして提供する、柔軟かつカスタマイズ可能なオープンソースプラットフォームです。Operator Hub からオペレーターをインストールするための適切なパーミッションを持っている場合は、OpenShift 開発者ユーザーとして Fuse Online をインストールできます。
			

				以下は、Operator を使用して Fuse Online をインストールする一般的な手順です。
			
	
						OpenShift プロジェクト (namespace) にシークレットを作成し、Fuse Online Operator が必要なインストールテンプレートにアクセスできるように、registry.redhat.io との認証を設定します。
					
	
						Fuse Online Operator を OpenShift プロジェクト (namespace) にインストールします。Operator はインストール後に、選択された namespace で実行されます。
					
	
						インストールされた Operator から Fuse Online のインスタンスを作成します。デフォルト設定でインスタンスを作成するか、インスタンスのカスタムリソースを編集してインスタンスをカスタマイズすることができます。続いて、提供された URL から Fuse Online にアクセスできます。
					



				Operator を使用して OCP 4.x に Fuse Online をインストールする方法の詳細は、以下を参照してください。
			
	
						「コンテナーイメージの registry.redhat.io を使用した認証」
					
	
						「OperatorHub からの Fuse Online Operator のインストール」
					
	
						「Fuse Online インスタンスの OpenShift 4.x プロジェクトへの追加」
					


コンテナーイメージの registry.redhat.io を使用した認証




					Fuse コンテナーイメージを OpenShift にデプロイする前に、registry.redhat.io で認証を設定します。
				
前提条件
	
							OpenShift Container Platform クラスターへアクセスできるクラスター管理者権限。
						
	
							OpenShift oc クライアントツールがインストール済みであること。詳細は、OpenShift CLI のドキュメント を参照してください。
						


手順
	
							管理者として OpenShift クラスターにログインします。
						
oc login --user system:admin --token=my-token --server=https://my-cluster.example.com:6443

	
							Fuse をデプロイするプロジェクトを開きます。
						
oc project myproject

	
							Red Hat カスタマーポータルアカウントを使用して docker-registry シークレットを作成します。PULL_SECRET_NAME は作成するシークレットに置き換えます。
						
oc create secret docker-registry PULL_SECRET_NAME \
  --docker-server=registry.redhat.io \
  --docker-username=CUSTOMER_PORTAL_USERNAME \
  --docker-password=CUSTOMER_PORTAL_PASSWORD \
  --docker-email=EMAIL_ADDRESS

							以下の出力が表示されるはずです。
						
secret/PULL_SECRET_NAME created
重要

								この docker-registry シークレットを、registry.redhat.io に対して認証されるすべての OpenShift プロジェクト namespace に作成する必要があります。
							


	
							シークレットをサービスアカウントにリンクして、シークレットをイメージをプルするために使用します。以下は、default サービスアカウントを使用する例になります。
						
oc secrets link default PULL_SECRET_NAME --for=pull

							サービスアカウント名は、OpenShift Pod が使用する名前と一致する必要があります。
						

	
							シークレットを builder サービスアカウントにリンクし、ビルドイメージをプッシュおよびプルするためにシークレットを使用します。
						
oc secrets link builder PULL_SECRET_NAME --for=pull,mount
注記

								Red Hat のユーザー名とパスワードを使用してプルシークレットを作成したくない場合は、レジストリーサービスアカウントを使用して認証トークンを作成できます。
							




関連情報

						コンテナーイメージに対する Red Hat の認証に関する詳細は、以下を参照してください。
					
	
							Red Hat コンテナーイメージの認証
						
	
							Red Hat registry service accounts
						



OperatorHub からの Fuse Online Operator のインストール




					OpenShift Container Platform Web コンソールを使用して、OperatorHub から Fuse Online Operator をインストールできます。Fuse Online をインストールする各 OpenShift プロジェクト (namespace) について、以下の手順を実行します。
				
前提条件
	
							OpenShift クラスターの管理者権限または開発者権限を持っている必要があります。開発者ユーザーの場合、Operator Hub から operator をインストールするための適切な権限がある。
						
	
							Authenticating with registry.redhat.io for container images で説明されているように、registry.redhat.io との認証を設定している。
						
	
							oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online をインストールする OCP クラスターに接続されている必要がある。
						


手順
	
							Web ブラウザーで OpenShift コンソールに移動し、管理者または開発者のクレデンシャルを使用してコンソールにログインします。
						
	
							管理者としてログインしている場合には、Operators をクリックした後、OperatorHub をクリックします。

 開発者としてログインしている場合は、Add をクリックしてから From Catalog カードをクリックします。
						
	
							Filter by keyword フィールドに Fuse Online を入力します。
						
	
							Red Hat Integration - Fuse Online カードをクリックします。Fuse Online Operator のインストールページが開きます。
						
	
							Install をクリックします。Install Operator ページが開きます。
						
	
									更新チャンネル は Operator の更新ストリームを定義し、サブスクライバーの更新をロールアウトするために使用されます。デフォルトチャンネル 7.n を受け入れます。n は現在の Fuse Online リリース番号に置き換えます。
								
	
									Installation mode では、クラスターの namespace のリストから namespace (プロジェクト) を 1 つ選択します。Authenticating with registry.redhat.io for container images で docker レジストリーシークレットを作成したときに使用したのと同じ namespace を選択します。
								
	
									UpdateApproval では、Automatic または Manual を選択し、Fuse Online Operator の更新が OpenShift によってどのように対処されるかを設定します。
								
	
											Automatic (自動) 更新を選択した場合、新しいバージョンの Fuse Online Operator が使用できるようになると、人的な介入なしで OpenShfit Operator Lifecycle Manager (OLM) によって、Fuse Online の稼働中のインスタンスが自動的にアップグレードされます。
										
	
											Manual (手動) 更新を選択した場合、Operator の新しいバージョンが使用できるようになると、OLM によって更新リクエストが作成されます。クラスター管理者は、更新リクエストを手動で承認して、Fuse Online Operator を新しいバージョンに更新する必要があります。
										






	
							Install をクリックし、Fuse Online Operator を指定の namespace (プロジェクト) で利用可能にします。
						
	
							Fuse Online がプロジェクトにインストールされていることを確認するには、Operators をクリックした後、Installed Operators をクリックして Red Hat Integration - Fuse Online がリストに表示されることを確認します。
						
	
							ターミナルウィンドウで、次のコマンドを入力して、(Authenticating with registry.redhat.io for container images で作成した) シークレットを Fuse Online Operator サービスアカウントにリンクします。
						

							oc secrets link syndesis-operator PULL_SECRET_NAME --for=pull
						



次のステップ

						Fuse Online Operator のインストール後に、Fuse Online のインスタンスを OpenShift プロジェクトに追加します。
					

Fuse Online インスタンスの OpenShift 4.x プロジェクトへの追加




					Fuse Online Operator を OpenShift 4.x プロジェクトにインストールした後に、Fuse Online のインスタンスを OpenShift プロジェクトに追加します。Fuse Online インスタンスは、開発者が Fuse Online にアクセスするために使用する URL を提供します。
				
前提条件
	
							Fuse Online Operator は現在の OpenShift プロジェクトにインストールされます。
						
	
							OCP 環境では、Fuse Online が使用できる永続ボリュームが少なくとも 3 つ必要です。すべての永続ボリュームには、以下の設定要件が必要です。
						
	
									capacity.storage: 1Gi
								
	
									accessMode: ReadWriteOnce
								



	
							デフォルトの Fuse Online インスタンスまたはカスタマイズされたインスタンスのどちらをインストールするかを決定します。指定できるカスタムリソース設定の詳細は、インストール前にデフォルトのカスタムリソースを編集する必要がある場合 を参照してください。
						


手順
	
							ユーザーロールに応じて Create Syndesis ページにアクセスするには、以下の手順に従います。
						
	
									管理者としてログインしている場合は、以下を実行します。
								
	
											Operators をクリックした後、Installed Operators をクリックします。
										
	
											Name 列で、Red Hat Integration - Fuse Online をクリックします。Operator Details ページが開きます。
										
	
											Provided APIs の Create Instance をクリックします。
										



	
									開発者としてログインしている場合は、以下を実行します。
								
	
											Add をクリックしてから Operator Backed カードをクリックします。
										
	
											Syndesis CRD カードをクリックします。Syndesis CRD ページが開きます。
										
	
											Create をクリックします。

 Create Syndesis ページが開きます。
										






	
							名前を入力するか、または app をデフォルトのままにします。
						
	
							YAML view オプションを選択して、デフォルトのカスタムリソースを表示します。
						
	
							任意手順:カスタムリソースを編集します。
						

							指定できるカスタムリソース設定の詳細は、インストール前にデフォルトのカスタムリソースを編集する必要がある場合 および Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明 を参照してください。
						

							Fuse Online のインストールプロセスでは、カスタムリソースで指定した設定を使用して、インストールされた Fuse Online 環境の設定を決定します。
						

	
							Create をクリックして Fuse Online インスタンスを作成します。OpenShift は、Fuse Online の Pod、サービス、およびその他のコンポーネントを起動します。
						
	
							Fuse Online の URL を取得するには、以下を行います。
						
	
									Networking > Routes をクリックします。
								
	
									正しいプロジェクトが選択されていることを確認してください。
								
	
									syndesis 行の Location 列で、Fuse Online の URL をクリックします。
								
	
									OpenShift ログインクレデンシャルを使用して、Fuse Online 環境にログインします。
								



	
							他の開発者ユーザーに Fuse Online の Web コンソールへのアクセスを許可するには、管理者は以下のコマンドを使用して、各開発者ユーザーに Fuse Online がインストールされているプロジェクトの view ロールを付与する必要があります。
						

							oc adm policy add-role-to-user view <username> -n <project-name>
						

							たとえば、myfuseonline プロジェクトの view パーミッションをユーザー jdoe に付与するには、以下を実行します。
						

							oc adm policy add-role-to-user view jdoe -n myfuseonline
						






第2章 OCP 3.11 での Fuse Online のインストール




			OCP 3.11 に Fuse Online をインストールするには、クラスター管理者が Fuse Online のカスタムリソース定義を登録して、適切なユーザーにインストール権限を付与する必要があります。Fuse Online をインストールするユーザーは、デフォルトの Fuse Online 環境またはカスタマイズされた Fuse Online 環境のどちらをインストールするかを決定する必要があります。Fuse Online カスタマイズ環境を使用する場合には、デフォルトのカスタムリソースファイルを編集する必要があります。
		

			Fuse Online の各インストールは Fuse Online 環境と呼ばれます。OpenShift プロジェクトには、必ず 1 つの Fuse Online 環境があります。各 Fuse Online 環境には独自の URL があります。単一の OpenShift クラスターに、複数の Fuse Online 環境が存在することがあります。
		
重要

				Fuse Online インストールプロセスでは、コンテナーイメージの Red Hat エコシステムカタログである registry.redhat.io にアクセスする必要があります。Fuse Online は、外部コンテナーレジストリー、カスタムレジストリー、または非接続環境でのレジストリーの使用をサポートせず、テストもしません。
			


			Fuse Online のインストールに関する詳細は、以下を参照してください。
		
	
					「OCP 3.11 に Fuse Online をインストールするために必要な手順の概要」
				
	
					「Fuse Online リソースをデプロイするためのカスタムリソース定義の登録」
				
	
					「Fuse Online のインストール前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集する必要がある場合」
				
	
					「Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明」
				
	
					「Fuse Online をインストールする前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集」
				
	
					「Jaeger 監視用の Fuse Online の設定」
				
	
					「外部データベースを使用した Fuse Online のインストール」
				
	
					「OCP 3.11 に Fuse Online をインストールするスクリプトの実行」
				


OCP 3.11 に Fuse Online をインストールするために必要な手順の概要




				オンサイトで OCP に Fuse Online をインストールするには、クラスター管理者がタスクを実行してから、特定の OpenShift プロジェクトで Fuse Online のインストール権限があるユーザーがタスクを実行して、インストールスクリプトを実行します。以下の図では、ワークフローを紹介します。
			
[image: OCP での Fuse Online のインストールこのイメージの後に記載されている概要を参照してください。]

OCP 3.11 に Fuse Online をインストールするためのワークフローイメージ (概要)

					Fuse Online を OCP にインストールする場合の主な手順は次のとおりです。
				
	
						クラスター管理者権限を持つユーザーが、以下を実行します。
					
	
								インストールスクリプトと関連ファイルをダウンロードします。
							
	
								OpenShift oc クライアントツールコマンドを使用して、クラスターレベルでカスタムリソース定義(CRD)を登録します。
							
	
								OpenShift oc クライアントツールコマンドを使用して、1 つ以上のユーザーにプロジェクトで Fuse Online をインストールする権限を付与します。
							



	
						Fuse Online をインストールする権限が付与されたユーザーは、Fuse Online をインストールする各 OpenShift プロジェクトに対して以下を行います。
					
	
								デフォルトの Fuse Online 環境またはカスタマイズされた Fuse Online 環境をインストールするかどうかを決定します。カスタマイズされた Fuse Online 環境では、1 つ以上のアドオン機能を有効にすることができ、1 つ以上のカスタム設定を実装できます。
							
	
								インストールスクリプトと関連ファイルをダウンロードします。
							
	
								任意手順:カスタマイズされた Fuse Online 環境が必要な場合は、Fuse Online ダウンロードパッケージで提供される default-cr.yml ファイルを編集します。
							
	
								任意手順:コネクションおよびインテグレーション定義を永続化するための外部データベースが必要な場合は、OpenShift シークレットを作成します。
							
	
								インストールスクリプトを実行します。
							
	
								Fuse Online が稼働中であることを確認します。
							






				クラスター管理者は、Fuse Online のインストール先の OpenShift プロジェクトごとに、特定のプロジェクトで Fuse Online をインストールする権限をユーザーに割り当てる必要があります。
			

				デフォルトの Fuse Online 環境をインストールするには、Fuse Online のインストール権限のあるユーザーがインストールスクリプトをダウンロードして実行します。上記以外の手順を実行する必要はありません。
			
その他のリソース

					Fuse Online インストールの README ファイル
				

Fuse Online リソースをデプロイするためのカスタムリソース定義の登録




				Fuse Online のインストールを可能にするため、クラスター管理者はカスタムリソース定義を登録します。管理者は、OpenShift クラスターに対して 1 度だけこれを実行する必要があります。その後、管理者は Fuse Online を該当のプロジェクトにインストールする権限をユーザーに付与します。これは、Fuse Online をインストールする各プロジェクトに対して行います。
			
前提条件
	
						クラスターの管理者権限を持っている必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online をインストールする OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						OCP 環境では、Fuse Online が使用できる永続ボリュームが少なくとも 3 つ必要です。すべての永続ボリュームには、以下の設定要件が必要です。
					
	
								capacity.storage: 1Gi
							
	
								accessMode: ReadWriteOnce
							





手順
	
						以下の場所から Fuse Online インストールスクリプトが含まれるパッケージをダウンロードします。
					

						https://github.com/syndesisio/fuse-online-install/releases/tag/1.13
					

	
						ファイルシステムの任意の場所で、ダウンロードしたアーカイブを展開します。fuse-online-install-1.13 ディレクトリーには、Fuse Online をインストールするためのスクリプトとサポートファイルが含まれます。
					
	
						クラスター管理者権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u admin -p adminpwd
					

	
						以下のコマンドを実行して、このクラスターにすでに登録されているカスタムリソース定義を一覧表示し、適切に接続されたことを確認します。
					

						oc get crd
					

						エラーメッセージが表示されなければ、正しく接続されています。
					

	
						fuse-online-install-1.13 ディレクトリーに移動して以下のコマンドを実行し、クラスターレベルでカスタムリソース定義を登録します。
					

						bash install_ocp.sh --setup
					

	
						以下のコマンドを再度実行して、登録が成功したことを確認します。
					

						oc get crd
					

						登録したカスタムリソース定義の出力一覧には、syndesis が含まれているはずです。
					

	
						Fuse Online をインストールする各プロジェクトで、ユーザーにインストールできる権限を付与します。各プロジェクトに対して以下を行います。
					
	
								ユーザーが Fuse Online をインストールするプロジェクトに切り替えます。以下に例を示します。
							

								oc project fuse-online-project
							

	
								そのプロジェクトに Fuse Online をインストールする権限をユーザーに付与します。たとえば、以下のコマンドは、developer ユーザーに Fuse Online のインストール権限を付与します。このコマンドの実行後、developer ユーザーは現在のプロジェクト fuse-online-project に Fuse Online をインストールできます。
							

								bash install_ocp.sh --grant developer
							

								Fuse Online のインストール権限を割り当てる OpenShift プロジェクトごとに、上記の 2 つのコマンドを繰り返します。ユーザーは、クラスターの複数のプロジェクトに Fuse Online をインストールできます。これを有効にするには、別のプロジェクトに切り替え、以下のように同じユーザーを指定します。
							

								oc project another-fuse-online-project
bash install_ocp.sh --grant developer
							






結果

					syndesis カスタムリソース定義がクラスターに登録されます。
				
次のステップ

					Fuse Online をインストールする権限があるユーザーは、デフォルトの Fuse Online 環境またはカスタマイズされた Fuse Online 環境のどちらをインストールするかを決定する必要があります。
				

Fuse Online のインストール前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集する必要がある場合




				Fuse Online のインストールには、設定可能な Fuse Online 環境アドオン機能およびパラメーター設定のデフォルトを指定するデフォルトカスタムリソースが含まれています。
			

				インストール後の Fuse Online 環境が以下に該当する場合は、Fuse Online をインストールする前に、デフォルトのカスタムリソースを編集する必要があります。
			
	
						Fuse Online コンソールにアクセスできる OpenShift ルートのために指定する URL を使用する場合。デフォルトでは、インストールプロセスによってこのルートが算出されます。
					
	
						外部データベースを使用して、コネクションおよびインテグレーション定義を保存する場合。デフォルトでは、内部データベースが使用されます。
					
	
						コネクションやインテグレーション定義の永続化に使用できる内部ストレージの容量を増やす場合。ほとんどの Fuse Online 環境では、デフォルトの 1Gi で十分対応できます。
					



				上記のいずれかが該当する場合に Fuse Online 環境を設定するには、Fuse Online のインストール時にカスタムリソースを編集する必要があります。つまり、インストール後に Fuse Online 環境の設定を変更して、上記を実装することはできません。また、上記の設定を適用して Fuse Online 環境をインストールした場合、その設定を変更することはできません。
			

Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明




				インストール前のみに指定できるカスタムリソース属性の他に、インストール前または後に変更できるカスタムリソース属性が複数あります。
			

				表 1 には、設定可能なカスタムリソース設定の簡単な説明が記載されています。また、インストールの前または後、あるいは両方で変更可能であるかどうかを示しています。適切に Fuse Online を設定するには、以下の表の情報を活用して、インストール前にカスタムリソースをどのように変更する必要があるのか、またはインストール後にカスタムリソースをどのように変更するのかを見極める必要があります。その後、該当する手順にしたがいます。
			

				OCP 4.x の場合:
			
	
						Fuse Online インスタンスの OpenShift 4.x プロジェクトへの追加
					
	
						Fuse Online の設定変更に関する一般的な手順
					



				OCP 3.11 の場合:
			
	
						Fuse Online をインストールする前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集
					
	
						Fuse Online の設定変更に関する一般的な手順
					


表2.1 設定可能なカスタムリソース設定
	機能/設定	設定可能なタイミング	仕様
	 
								強化されたアクティビティー追跡
 
 強化されたアクティビティー追跡の追加情報はこの表の後に記載されています。
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								addons:
   jaeger:
     enabled: true
     clientOnly: false
     operatorOnly: false
							

							 
								強化されたアクティビティー追跡はデフォルトで有効になっています。Jaeger 設定をカスタマイズする場合は、clientOnly または operatorOnly を true に設定します。
							

							 
	 
								外部データベース

 外部データベースの使用に関する追加情報はこの表の後に記載されています。
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								spec:
   components:
     database:
       externalDbURL: postgresql://custom-postgres:5432
       user: db-user-name
       name: db-name

 custom-postgres:5432 を PostgreSQL データベースのホスト名およびポートに置き換えます。
db-user-name をそのデータベースにアクセス可能なユーザーアカウントの名前に置き換えます。
db-name をデータベースの名前に置き換えます。
							

							 
	 
								コネクションおよびインテグレーションの 内部ストレージ容量。

外部データベースも指定する場合は無視されます。

内部ストレージの増加に関する追加情報はこの表の後に記載されています。
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								spec:
   components:
     database:
       resources:
         volumeCapacity: 1Gi
         volumeName: my-volume

 1Gi を必要なストレージ容量に置き換えます。デフォルトは 1Gi です。

my-volume を内部ストレージに使用するボリュームの名前に置き換えます。このパラメーターは任意です。
							

							 
	 
								Fuse Online コンソールにアクセスするための OpenShift ルート
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								spec:
   routeHostname: project.route.com

 project.route.com を Fuse Online コンソールにアクセスできる OpenShift ルートに置き換えます。
例: north-project.6a63.fuse-online.openshiftapps.com
							

							 
	 
								Memory および CPU

 1 つ以上のコンポーネントが使用できるデフォルトのメモリー容量を増やします。
							

							 
								各コンポーネントによって独自のメモリー要件が定義されるため、各 Pod には割り当てられるメモリー容量の制限があります。制限および要求設定の詳細は、OpenShift ドキュメントの Configuring cluster memory to meet container memory and risk requirements セクションを参照してください。
							

							 
								server コンポーネントの CPU リソースを指定することもできます。
							

							 
								database コンポーネントはコネクションおよびインテグレーションの定義を格納する内部データベースです。
							

							 
								meta コンポーネントはサーバーがロードするコネクターなどのビジネスロジックを提供します。
							

							 
								prometheus コンポーネントは、Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントおよび Fuse Online インテグレーションを監視します。
							

							 	 
								インストール前のみ設定
							

							 	 
								components:
   server:
     resources:
       limit:
         memory: "1024Mi"
         cpu: "800m"
       request:
         memory: "512Mi"
         cpu: "500m"
   meta:
     resources:
       limit:
         memory: "750Mi"
       request:
         memory: "300Mi"
   database:
     resources:
       limit:
         memory: "300Mi"
       request:
         memory: "300Mi"
   prometheus:
     resources:
       limit:
         memory: "750Mi"
       request:
         memory: "750Mi"

							

							 
	 
								3scale の検出

 Red Hat 3scale による検出を可能にするため、Fuse Online API プロバイダーインテグレーションの API を公開します。

詳細: 3scale で API の検出を有効化する Fuse Online の設定
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         managementUrlFor3scale: https://url-for-3scale

 3scale ユーザーインターフェイスの URL を指定します。
							

							 
	 
								バックアップ

 追加の設定ステップは Fuse Online 環境のバックアップ を参照。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								spec:
   backup:
     schedule: interval

 interval を希望するバックアップの間隔に置き換えます。間隔 および 事前定義のスケジュール には cron ユーティリティーの形式を使用します。間隔の前に @ 記号を指定しないでください。
							

							 
	 
								ノードのアフィニティー と 許容 (Toleration)

							

							 
								Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントおよびインテグレーション Pod のクラスター内のノードへの配置を決定します。
							

							 
								ノードのアフィニティーを使用すると、配置先のノードのグループに対して Fuse Online Pod のアフィニティーを指定できます。
							

							 
								許容 (Toleration) を使用すると、Fuse Online Pod が実行されるノードを制御し、他のワークロードがそれらのノードを使用しないようにすることができます。
							

							 
								Fuse Online Pod の設定 も参照してください。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								注記: Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントのデプロイメントには infraScheduling を使用します。Fuse Online インテグレーションのデプロイメントでは、infraScheduling を integrationScheduling に置き換えます。
							

							 
								spec:
   infraScheduling:
     tolerations:
       key: value
       operator: value
       effect: value

spec:
   infraScheduling:
     affinity:
       nodeAffinity:
         preferredDuringSchedulingIgnoredDuringExecution:
           weight:
           preference:
             matchExpressions:
               key: value
               operator: value
               values:
                 value1,
                 value2

							

							 
	 
								インテグレーションの制限

 稼働中のインテグレーションの最大数を指定します。デフォルトは 0 で、稼働中のインテグレーションの数を制限しません。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         integrationLimit: 0
							

							 
	 
								データベースコネクションプール
							

							 
								サーバーコネクションプール設定を調整して、データベースへのコネクションを管理できます。
							

							 
								データベースプール設定の追加情報は、この表の後に記載されています。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
   server:
     connectionPool:
       connectionTimeout: 30000
       idleTimeout: 600000
       leakDetectionThreshold: 0
       maxLifetime: 1800000
       maximumPoolSize: 10
       minimumIdle: 10
							

							 
	 
								Java オプション
							

							 
								syndesis-server コンポーネントおよび syndesis-meta コンポーネントの Java オプションを指定できます。
							

							 
								Java オプションに応じて、コンポーネントに異なる値を指定できます。たとえば、JVM 関連のパラメーターは syndesis-meta よりも多くのコンピューターリソースを必要とするため、syndesis-server のみに設定できます。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:+   server:
     javaOptions:
       -option_name=my_value   meta:
     javaOptions:
       -option_name=my_value
							

							 
								-option_name を Java オプション名に置き換えます。Java オプションの接頭辞 (-D、-X、または -XX) を指定することができます。
							

							 
								my_value を、オプションの値に置き換えます。
							

							 
								HTTP プロキシーを設定する場合 (例): components:+   server:
     javaOptions:
       -Dhttp.proxyHost=10.0.0.100 -Dhttp.proxyPort=8800   meta:
     javaOptions:
       -Dhttp.proxyHost=10.0.0.100 -Dhttp.proxyPort=8800`
							

							 
	 
								Maven 引数

 Fuse Online インテグレーションをビルドするときに使用する追加の Maven オプションを指定します。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         maven:
           additionalArguments:
             "typeA=stringA typeB=stringB"

 For example:
          additionalArguments:
             "-Dhttp.proxy=my_proxy -DpropA=valueA"
							

							 
	 
								Maven Mirror
 
インテグレーションをビルドするときに Fuse Online が Maven アーティファクトにアクセスするために使用する単一リポジトリーを指定できます。Fuse Online がデフォルトでアクセスする Maven リポジトリーを無視します。このオプションは通常、制限された環境に FuseOnline をインストールするときに使用されます。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         maven:
           mirror: https://customRepo
 
 Replace `https://customRepo をレポジトリーの URL に置き換えます。
							

							 
	 
								Maven リポジトリー
 
 Fuse Online がデフォルトでアクセスする Maven リポジトリーの他に、Fuse Online 環境がアクセスする必要のある外部 Maven リポジトリーを指定します。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
     server:
       features:
         mavenRepositories:
           customRepo1: https://customRepo1
           customRepo2: https://customRepo2

 Replace customRepo をリポジトリーの名前に置き換えます。
各リポジトリーに URL を指定します。
							

							 
	 
								監視

 Prometheus を使用した OCP での Fuse Online インテグレーションの監視 も参照してください。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								addons:
   ops:
     enabled: true
							

							 
	 
								パブリック REST API

 追加の設定ステップは 外部ツールによって使用される Fuse Online パブリック REST API の公開 を参照。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								addons:
   publicApi:
     enabled: true
     routeHostname: public-syndesis.192.168.64.63.nip.io

 routeHostname を Fuse Online REST API エンドポイントを呼び出すためのパブリックアドレスに設定します。クラスターのセットアップにより、指定する必要のあるパブリックアドレスが決定されます。この例では、ルートのホスト名は minishift クラスターに対して有効です。
							

							 
	 
								ToDo アドオン
 テスト用のサンプルインテグレーションアプリケーション、AMQ ブローカー、およびサンプル PostgreSQL データベースとサンプルデータベースコネクターを提供します。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								spec:
   addons:
     todo:
       enabled: false 
 制限された環境で Fuse Online をインストールするには、インストールの前に todo アドオンが false (デフォルト) に設定されていることを確認する必要があります。Fuse Online のインストール後に、任意で https://github.com/syndesisio/todo-example から ToDo アプリケーションをダウンロードできます。Readme ファイルの手順に従い、リポジトリー URL をプライベートネットワークで利用可能な場所に変更します。
							

							 
								Adding sample data to a Fuse Online environment running on OCP も参照してください。
							

							 
	 
								監査
							

							 
								コネクター、接続、インテグレーションに加えられた基本的な変更を表示します。
							

							 
								Auditing Fuse Online components も参照してください。
							

							 
								注記: これは テクノロジープレビューの機能です。
							

							 	 
								インストール前または後に設定
							

							 	 
								components:
   server:
     features:
       auditing: true
							

							 



アドオン機能と設定
	
						強化されたアクティビティー追跡
					

						Fuse Online のインストール時に、Jaeger を使用したアクティビティー追跡はデフォルトで有効になっています。(OperatorHub またはコマンドラインスクリプトを使用して) Fuse Online をインストールする場合、OperatorHub の存在を検出し、OperatorHub のサブスクリプション機能を使用して Jaeger をインストールします。OperatorHub が利用できないという制限された状況では、Fuse Online は独自のインストール機能を使用して Jaeger をインストールします。任意で、Jaeger 監視用の Fuse Online の設定 のセクションで説明されているように、Fuse Online をインストールする前に Jaeger 設定をカスタマイズできます。
					

	
						コネクションおよびインテグレーションを永続化するための外部データベース
					

						Fuse Online のデフォルトインストールは、コネクションおよびインテグレーション定義を永続化するために Fuse Online によって使用される内部 PostgreSQL データベースを提供します。代わりに、OpenShift がデフォルトで提供する PostgreSQL テンプレートの 1 つなど、外部 PostgreSQL データベースを使用することを選択できます。
					

	
						内部ストレージ容量
					

						ほとんどの Fuse Online 環境では、デフォルトの 1Gi で十分対応できます。Red Hat テクニカルサポートが推奨する場合のみ、新しい Fuse Online インストールのこの設定を増強することが想定されます。これは、稼働している別の Fuse Online 環境で Fuse Online のサーバーエラーが発生し、Red Hat テクニカルサポートが、デフォルトよりも容量が大きいデータベースボリュームで Fuse Online 環境をインストールする必要があると判断した場合です。
					

						Fuse Online がすでに稼働している OpenShift プロジェクトで Fuse Online の内部ストレージ容量を増やすには、最初に Fuse Online をアンインストールする必要があります。OCP プロジェクトからの Fuse Online のアンインストール を参照してください。
					

	
						データベースコネクションプールの設定
					

						以下の syndesis-server データベース接続プールプロパティーを設定できます。
					
	
								connectionTimeout - syndesis-server がプールからのコネクションを待機する最大時間 (ミリ秒単位)。許可される最小コネクションタイムアウトは 250 ミリ秒です。デフォルトは 30000 (30 秒) です。
							
	
								idleTimeout - コネクションが削除されるまで、プールでアイドル状態にすることができる最大時間 (ミリ秒単位)。0 の値は、アイドルコネクションがプールから削除されないことを意味します。許可される最小値は 10000 (10 秒) です。デフォルトは 600000 (10 分) です。
							
	
								leakDetectionThreshold - コネクションリークの可能性を示すメッセージがログに記録される前に、コネクションがプール外にある時間 (ミリ秒単位)。0 を値として指定すると、リーク検出が無効になります。リーク検出の有効化で許容される最小値は 2000 (2 秒) です。デフォルトは 0 です。
							
	
								maxLifetime - プール内のコネクションの最大有効期間 (ミリ秒単位)。許可される最小値は 30000 (30 秒) です。デフォルトは 1800000 (30 分) です。
							
	
								maximumPoolSize - アイドルコネクションと使用中のコネクションの両方を含む、プールが到達できる最大サイズ。デフォルトは 10 です。
							
	
								minimumIdle - プールに保持されるアイドルコネクションの最小数。デフォルト値は maximumPoolSize です。
							






Fuse Online をインストールする前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集




				デフォルトの Fuse Online 環境をインストールする場合、デフォルトのカスタムリソースファイルを編集する必要はありません。OCP 4.x での Fuse Online のインストール または OCP 3.11 での Fuse Online のインストール を参照してください。
			

				Fuse Online のカスタマイズ環境をインストールする場合は、Fuse Online をインストールする前に、 default-cr.yml ファイルを編集する必要があります。このファイルは、Fuse Online のダウンロードパッケージに含まれます。Fuse Online のインストール前にのみ指定できるカスタムリソース設定がいくつかあります。インストール前にデフォルトのカスタムリソースを編集する必要がある場合 を参照してください。
			

				Fuse Online のインストール前または後に指定できる、その他のカスタムリソース設定があります。Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明 を参照してください。
			

				Fuse Online のインストールプロセスでは default-cr.yml ファイルに指定された設定を使用して syndesis カスタムリソースを作成します。syndesis カスタムリソース設定によって、インストールされた Fuse Online 環境の設定が決定されます。
			
前提条件
	
						オンサイトで Fuse Online を OCP にインストールし、実行する計画があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みで、Fuse Online をインストールする計画のある OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						クラスター管理者権限を持つユーザーは、該当ユーザーがクラスターでアクセス権限を持つプロジェクトに Fuse Online をインストールするための権限を付与済みである必要があります。
					


手順
	
						Fuse Online のインストールスクリプトが含まれるパッケージをダウンロードしていない場合は、以下を行います。
					
	
								以下の場所からダウンロードします。
							

								https://github.com/syndesisio/fuse-online-install/releases/tag/1.13
							

	
								ファイルシステムの任意の場所で、ダウンロードしたアーカイブを展開します。fuse-online-install-1.13 ディレクトリーには、Fuse Online をインストールするためのスクリプトとサポートファイルが含まれます。
							



	
						Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u developer -p developer
					

	
						エディターで fuse-online-install-1.13/default-cr.yml ファイルを開きます。
					
	
						必要な機能を有効にし、必要なパラメーターを設定するために、Default-cr.yml ファイルを編集します。指定の必要がある項目を判断するには、Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明 を参照してください。
					
	
						default-cr.yml ファイルを保存します。
					


結果

					default-cr.yml ファイルに新しい Fuse Online インストールの設定が指定されます。
				
次のステップ

					default-cr.yml ファイルを編集し、外部データベースを指定した場合は、Fuse Online をインストールする前に Installing Fuse Online with an external database の手順に従います。それ以外の場合は、OCP 3.11 での Fuse Online のインストール の手順にしたがいます。
				

Jaeger 監視用の Fuse Online の設定




				Jaeger は、分散サービス間のトランザクションをトレースするためのオープンソースソフトウェアです。これは、複雑なマイクロサービス環境の監視およびトラブルシューティングで特に役立ちます。
			

				OperatorHub またはコマンドラインスクリプトを使用して Fuse Online をインストールする場合、Fuse Online インストールは OperatorHub の存在を検出し、OperatorHub のサブスクリプション機能を使用して Jaeger をインストールします。OperatorHub が利用できないという制限された状況では、Fuse Online は独自のインストール機能を使用して Jaeger をインストールします。
			

				デフォルトの Fuse Online 環境では、必要な Jaeger コンポーネントがすべて設定されます。任意で、Fuse Online カスタムリソースを編集して、クライアントのみ/非依存のサーバー設定、またはハイブリッド Jaeger クライアントおよび Jaeger Operator 設定を指定できます。
			
デフォルトの Jaeger 設定

					基本的な追加設定なしの設定には、すべての Jaeger コンポーネントが含まれます。Jaeger の監視機能を試して、Jaeger の動作について学ぶことができます。デフォルト設定では、メモリーのみの制限されたバックエンドストレージ機能を提供します。
				

				デフォルトの Jaeger 設定で Fuse Online をインストールすると、以下のような結果になります。
			
	
						Fuse Online コンポーネントには Jaeger 通信 URL があります。
					
	
						Jaeger Operator がインストールされます。
					
	
						Jaeger カスタムリソースは、アクティビティー監視のデフォルト設定で設定されます。
					



				デフォルトの Jaeger 設定を使用した Fuse Online インストールには、以下の syndesis カスタムリソース仕様があります。
			
apiVersion: syndesis.io/v1beta2
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  addons:
    jaeger:
      enabled: true

				clientOnly および operatorOnly が指定されていない場合 (デフォルトで false に設定されている場合)、Fuse Online は提供される Jaeger バックエンドだけでなく、Jaeger サーバー設定によって提供されるデフォルトのメモリーのみのストレージも使用します。
			
クライアントのみ/非依存のサーバー設定

					クライアントのみ/非依存のサーバー設定では、Fuse Online と外部に設定された Jaeger バックエンドとの間の通信用にクライアント URL コネクションのみが設定されます。Jaeger バックエンドのすべての要素は外部にあり、Fuse Online 環境および syndesis-operator には依存しません。これには、Jaeger Operator および Jaeger カスタムリソースが含まれます。
				

				クライアントのみの Jaeger 設定をインストールするには、以下のように Fuse Online をインストールする前にカスタムリソースを編集します。
			
	
						clientOnly を true に設定して、Jaeger エージェント機能 を追加します。
					
	
						queryUri を、個別にインストールされた Jaeger バックエンドの query コンポーネント の URI に設定します。
					
	
						collectorUri を、個別にインストールされた Jaeger バックエンドの collector コンポーネント の URI に設定します。
					



				以下に例を示します。
			
apiVersion: syndesis.io/v1beta2
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  addons:
    jaeger:
      enabled: true
      clientOnly: true
      queryUri: https://jaeger-query-hostname:443/api
      collectorUri: https://jaeger-collector-hostname:14268/api/traces
ハイブリッド Jaeger クライアントおよび Operator の設定

					ハイブリッド Jaeger クライアントおよび Jaeger Operator 設定では、Fuse Online は Jaeger Operator と Jaeger クライアント機能をインストールします。Jaeger カスタムリソースがインストールされていない。Jaeger サーバー設定を定義する独自の Jaeger カスタムリソースをインストールする必要があります。これにより、Fuse Online が提供する機能を利用し、独自の環境用に Jaeger 設定をカスタマイズすることができます。たとえば、データストレージに Elasticsearch または Cassandra を使用できます。
				

				ハイブリッド Jaeger クライアントと Jaeger Operator 設定をインストールするには、以下を行います。
			
	
						Fuse Online をインストールする前に、以下の例のようにカスタムリソースを編集します。
					
apiVersion: syndesis.io/v1beta2
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  addons:
    jaeger:
      enabled: true
      operatorOnly: true

	
						以下の例のように、Jaeger カスタムリソース syndesis-jaeger に名前を付けます。
					
apiVersion: jaegertracing.io/v1
kind: Jaeger
metadata:
  name: syndesis-jaeger
  ...
spec:
   ....

						注記: Jaeger カスタムリソースに別の名前を使用する場合は、Client-only/independent サーバー設定セクションに記述されているように、Syndesis カスタムリソースで queryUri および collectorUri を設定します。
					




				syndesis-jaeger という名前の Jaeger カスタムリソースが作成されると、Jaeger インスタンスは Fuse Online インテグレーションからデータを収集します。デフォルトでは、このデータは Fuse Online アクティビティーログで表示できます。
			

外部データベースを使用した Fuse Online のインストール




				外部データベースを使用して接続と統合の定義を永続化する Fuse Online 環境をインストールする場合、以下を実行します。
			
	
						OpenShift クラスターが検出できるホスト名を使用して postgreSQL データベースを作成します。
					
	
						Fuse Online をインストールする前に、外部データベース用に syndesis-global-config という名前の OpenShift シークレットを作成します。
					
	
						Fuse Online をインストールします。
					
	
						Fuse Online をデプロイする前に、カスタムリソースを編集して、外部データベースへの接続を設定します。
					


前提条件
	
						OCP 3.11 の場合のみ、コネクションおよびインテグレーションの定義を永続化するために外部データベースを使用ことを指定するために default-cr.yml ファイルが編集されている必要があります。
					
	
						Fuse Online がインストールされていない必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online をインストールする OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						クラスター管理者権限を持つユーザーは、該当ユーザーがクラスターでアクセス権限を持つプロジェクトに Fuse Online をインストールするための権限を付与済みである必要があります。
					


手順
	
						Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					
oc login -u developer -p developer

	
						Fuse Online をインストールする Open Shift クラスターで使用可能で、以下の設定オプションの値を定義する postgreSQL データベースを作成します。
					
	
								接続ユーザー名
							
	
								データベース名
							
	
								データベースのパスワード
							

								次の例では、OpenShift がデフォルトで提供する PostgreSQL テンプレートの 1 つを使用しています。
							

								注記: 開発またはテスト目的には PostgreSQL 一時 (postgresql-ephemeral) テンプレートのみを使用します。実稼働環境の場合は、PostgreSQL (postgresql) テンプレートを使用します。
							
oc new-app postgresql-ephemeral -p POSTGRESQL_USER=syndesis -p POSTGRESQL_PASSWORD=exdb-pwd -p POSTGRESQL_DATABASE=syndesisdb

								このコマンドは、URL など、Fuse Online を設定するときに必要なデータベースに関する情報を返します。
							

								データベースの作成については、PostgreSQL topic in the OpenShift documentation を参照してください。
							




	
						以下の内容を含むリソースファイル (例: my-fuse-online-secret-cr.yml) を作成して、保存します。
					
apiVersion: v1
kind: Secret
metadata:
  name: syndesis-global-config
  namespace: my-fuse-online-project
type: Opaque
stringData:
  POSTGRESQL_PASSWORD: exdb-pw

						my-fuse-online-project を、外部データベーであるスを指定する Fuse Online 環境をインストールする予定である OpenShift プロジェクトの名前に置き換えます。
					

						exdb-pw を手順 2 のパスワードに置き換えます。Fuse Online は、外部データベースにアクセスするためのパスワードとして使用します。stringData は、パスワードの値を base64 でエンコードされた値 (変換を行わないように) に変換することに注意してください。
					

						OpenShift シークレットについての詳細は シークレット を参照してください。
					

	
						以下のように、シークレットをクラスターに追加します。
					
oc apply -f my-fuse-online-secret-cr.yml

						OpenShift クラスターでは、外部データベースを指定するカスタムリソースとインストールされた Fuse Online 環境で syndesis-global-config シークレットを利用できます。
					

	
						シークレット (ステップ 4) の YAML ファイルで指定した my-fuse-online-project プロジェクトに Fuse Online をインストールします。
					
	
								OCP 3.11 の場合は、Fuse Online をインストールする前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集 の手順にしたがいます。
							
	
								OCP 4.6 以降の場合は、Installing the Fuse Online Operator from the OperatorHub の手順に従います。Adding a Fuse Online instance to an OpenShift 4.x project において、Fuse Online をデプロイする前にカスタムリソースを編集して、外部データベースの使用を指定します。以下に例を示します。
							
apiVersion: syndesis.io/v1alpha1
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  components:
    database:
      externalDbURL: "postgresql://syndesis-external-db:5432"
      user: db-user-name
      name: db-name

	
								syndesis-external-db:5432 を外部 PostgreSQL データベースのホスト名およびポートに置き換えます。
							
	
								db-user-name をコネクションユーザー名に置き換えます。
							
	
								db-name をデータベースの名前に置き換えます。
							





結果

					Fuse Online のインストールプロセスでは、カスタムリソースの設定を使用して、インストールされた Fuse Online 環境の設定を決定します。
				

				正しくインストールおよびデプロイされると、Fuse Online は syndesis-db 以外の必要な Pod をすべて稼働します。syndesis-db の代わりに、syndesis-server は外部データベースのサービス名を使用してデータベースに接続します。外部データベースの設定が正しくない場合、syndesis-server は初期化に失敗し、Fuse Online デプロイメントはエラーを出して終了します。
			

OCP 3.11 に Fuse Online をインストールするスクリプトの実行




				Fuse Online インストールスクリプトを実行すると、Fuse Online ダウンロードパッケージに含まれる default-cr.yml ファイルの設定にしたがって Fuse Online 環境がインストールされます。デフォルトの環境をインストールする場合は、このファイルを編集する必要はありません。カスタマイズされた環境をインストールする場合は、インストールスクリプトを実行する前に default-cr.yml ファイルを編集する必要があります。
			
前提条件
	
						OCP がオンサイトで稼働している必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online にインストールする OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						クラスター管理者権限を持つユーザーが、プロジェクトで Fuse Online をインストールする権限を該当ユーザーに付与済みである必要があります。
					
	
						インストール前に default-cr.yml ファイルを編集する必要があると判断した場合は、編集が完了済みである必要があります。(Fuse Online のインストール前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集する必要がある場合)
					
	
						編集された default-cr.ym ファイルにコネクションおよびインテグレーション定義を永続化するための外部データベースが指定された場合、外部データベースにアクセスするための OpenShift シークレットが作成されたことになります。(Installing Fuse Online with an external database)
					
	
						ユーザー名とパスワードを知っている Red Hat Developer のアカウントが必要です。https://developers.redhat.com に対して認証できるよう、インストールスクリプトから認証情報を求められます。アカウントの作成に関する詳細は、Red Hat レジストリーへのアクセスおよびその設定 を参照してください。
					


手順
	
						Fuse Online のインストールスクリプトが含まれるパッケージをダウンロードしていない場合は、以下を行います。
					
	
								以下の場所からダウンロードします。
							

								https://github.com/syndesisio/fuse-online-install/releases/tag/1.13
							

	
								ファイルシステムの任意の場所で、ダウンロードしたアーカイブを展開します。fuse-online-install-1.13 ディレクトリーには、Fuse Online をインストールするためのスクリプトとサポートファイルが含まれます。
							



	
						Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u developer -p developer
					

	
						以下のように、Fuse Online をインストールする OpenShift プロジェクトに切り替えます。
					

						oc project my-fuse-online-project
					

						または、インストールスクリプトの実行時に --project my-fuse-online-project のように指定することもできます。
					

	
						インストールスクリプトをダウンロードしたディレクトリーで、インストールスクリプトを実行します。
					

						bash install_ocp.sh
					

						インストールスクリプトのオプションの詳細については bash install_ocp.sh --help コマンドを実行してください。
					

	
						Fuse Online をインストールするために syndesis-operator によって使用された syndesis カスタムリソースに、必要な内容が適切に含まれていることを確認します。
					
	
								以下のコマンドを実行して、syndesis カスタムリソースの内容を表示します。
							

								oc describe syndesis/app
							

	
								カスタムリソースの内容を確認します。
							

								含まれていない更新がある場合は、カスタムリソースに構文エラーがある可能性があります。有効なカスタムリソースを定義するには、Fuse Online をアンインストールし、再インストールする必要があります。OCP プロジェクトからの Fuse Online のアンインストール を参照してください。
							




	
						インストールに成功したことを確認します。
					
	
								https://openshift-route で OpenShift OAuth プロキシーログインページを表示します。
							

								インストールスクリプトによる OpenShift ルートの算出を選択した場合、実行の最後あたりで算出されたルートが表示されます。openshift-route をスクリプトが提供する値に置き換えます。
							

								default-cr.yml ファイルを編集して Fuse Online に routeHostname を指定した場合は、openshift-route を指定したルートに置き換えます。
							

	
								OpenShift コンソールにログインしていない場合は、ログインページが表示されます。OpenShift ユーザー名およびパスワードを入力してログインします。
							



						Fuse Online のホームページが、すぐに、もしくは OpenShift コンソールへのログイン後に表示されます。
					



その他のリソース

					Fuse Online インストールの README ファイル
				


第3章 Fuse Online 環境の設定変更




			オンサイトで Fuse Online を OpenShift Container Platform (OCP) にインストールした後、Fuse Online 環境の設定を変更することができます。
		

			詳細は以下のトピックを参照してください。
		
	
					「インストール後に変更可能な Fuse Online の設定」
				
	
					「Fuse Online の設定変更に関する一般的な手順」
				
	
					Fuse Online の設定および 3scale での API の検出
				
	
							「3scale で API の検出を有効化する Fuse Online の設定」
						
	
							「3scale で API の検出を無効化する Fuse Online の設定」
						



	
					「HTTP プロキシーの設定」
				
	
					「OCP で稼働している Fuse Online 環境へのサンプルデータの追加」
				


インストール後に変更可能な Fuse Online の設定




				オンサイトで Fuse Online を OpenShift Container Platform (OCP) にインストールした後、機能を有効または無効にしたり、設定を変更することができます。以下の表は、変更可能な機能および設定、変更の影響、および変更手順の記載場所を一覧表示しています。
			

				syndesis カスタムリソースへの変更によって syndesis-server が再度デプロイされた場合、新しいサーバー Pod が OpenShift によって作成されます。新しいサーバーの準備が整うまで、最大 1 - 2 分ほどかかります。準備が整うまで Fuse Online コンソールを使用することはできません。新しいサーバーのデプロイ中も、稼働中のインテグレーションは稼働し続けます。新しいデプロイメントの準備が整ったら、新しいサーバーによってインテグレーションの状態がロードされます。syndesis-server Pod の状態が Running であれば Fuse Online コンソールを使用することができます。Fuse Online コンソールを更新すると、インテグレーション、コネクション、メッセージ、および稼働時間の値が表示されます。
			
表3.1 変更可能な機能および設定
	機能/設定	変更の影響	詳細
	 
								3scale の検出
							

							 	 
								syndesis-server を再度デプロイします。
							

							 	 
								3scale で API の検出を無効化する Fuse Online の設定
							

							 
	 
								バックアップ
							

							 	 
								バックアップジョブを syndesis-operator に追加します。
							

							 	 
								Fuse Online 環境のバックアップ
							

							 
	 
								監査
							

							 
								注記: これは テクノロジープレビューの機能です。
							

							 	 
								実行中の syndesis-server の設定を更新します。再デプロイは必要ありません。
							

							 	 
								Auditing Fuse Online components
							

							 
	 
								モニタリング
							

							 	 
								新しい OpenShift リソースをインストールします。
							

							 	 
								Prometheus を使用した OCP での Fuse Online インテグレーションの監視
							

							 
	 
								パブリック Fuse Online REST API エンドポイント
							

							 	 
								syndesis-public-oauthproxy Pod を作成します。
							

							 	 
								外部ツールによって使用される Fuse Online パブリック REST API の公開
							

							 
	 
								Todo アプリケーションおよびサンプル PostresSQL データベースおよびコネクターの例
							

							 	 
								todo addon は、インテグレーションをテストするためのサンプル Todo アプリ用の新しい todo Pod を作成します。また、サンプルデータベースおよびサンプルデータベースコネクターも提供します。sampledb という名前の PostgreSQL データベースを作成し、Fuse Online 環境の SampleDB コネクターに PostgresDB 接続を 追加します。
							

							 
								todo addon オプションを変更すると、syndesis-server および sydnesis-db Pod の再デプロイがトリガーされることに注意してください。
							

							 	 
								OCP で稼働している Fuse Online 環境へのサンプルデータの追加
							

							 
								Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明
							

							 
	 
								Java オプション
							

							 	 
								syndesis-server を再度デプロイします。
							

							 	 
								Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明
							

							 
								HTTP プロキシーの設定
							

							 
	 
								Maven の設定
							

							 	 
								再デプロイメントをトリガーするには、syndesis-server Pod を削除する必要があります。
							

							 
	 
								OpenShift クラスターノードへの Fuse Online Pod の割り当て
							

							 	 
								Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントおよびインテグレーション Pod を再デプロイします。
							

							 	 
								Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明
							

							 
								Fuse Online Pod の設定
							

							 
	 
								Fuse Online コンポーネントで使用できるメモリー
							

							 	 
								メモリーが変更されたコンポーネントを再度デプロイします。
							

							 	 
								Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明
							

							 
	 
								許可される稼働中のインテグレーションの数
							

							 	 
								再デプロイメントをトリガーするには、syndesis-server Pod を削除する必要があります。
							

							 
	 
								データベースコネクションプール
							

							 	 
								syndesis-server を再度デプロイします。
							

							 




Fuse Online の設定変更に関する一般的な手順




				OCP にインストールされる Fuse Online 環境では、syndesis カスタムリソースを更新して設定を変更できます。変更を保存した後、構文が正しい場合は OpenShift によって syndesis-operator が更新されます。構文エラーがある場合は更新されません。
			

				syndesis カスタムリソースの編集中、構文が正しい無効な設定を指定しないようにしてください。構文が正しい設定が無効であっても、更新された syndesis カスタムリソースが syndesis-operator によって使用されます。無効な設定を指定した場合、OpenShift の更新後でのみ判明します。更新中、OpenShift では無効な設定が削除されます。
			
前提条件
	
						オンサイトで OCP に Fuse Online がインストールされている必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						Fuse Online の設定を変更するプロジェクトで Fuse Online をインストールする権限が必要です。
					
	
						Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明 を読み、インストール後に変更可能な設定と、syndesis カスタムリソースを更新して設定変更を行う方法について理解する必要があります。
					


手順
	
						Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u developer -p developer
					

	
						設定を変更する Fuse Online 環境を実行している OpenShift プロジェクトに切り替えます。以下に例を示します。
					

						oc project my-fuse-online-project
					

	
						任意手順:誤った内容を更新および保存した場合に備え、syndesis カスタムリソースに現在の設定のバックアップコピーを作成します。たとえば、以下のコマンドを実行すると、バックアップが syndesis_app_backup.yml ファイルに保存されます。
					

						oc get syndesis app -o yaml > syndesis_app_backup.yml
					

	
						以下のコマンドを実行して、エディターで syndesis カスタムリソースを開きます。
					

						oc edit syndesis/app
					

						注記: この手順では、エディターでカスタムリソースファイルを開き、設定する方法を説明します。この他にも、oc patch コマンドを使用して、カスタムリソースを編集することもできます。
					

	
						必要に応じて syndesis カスタムリソースを編集します。
					
	
						リソースを保存します。
					

						編集が適用されるオブジェクトのタイプに応じて、更新により syndesis-operator がトリガーされ、リソースの保存時に Fuse Online コンポーネントを再デプロイします。
					

	
						2 - 3 分間待ってから、syndesis カスタムリソースが正しく更新されていることを確認します。
					
	
								以下のコマンドを実行して、syndesis カスタムリソースの内容を表示します。
							

								oc describe syndesis/app
							

	
								内容を確認します。
							

								syndesis カスタムリソースに必要な設定が含まれていない場合は、これを再度編集して有効な設定を指定します。
							






結果

					syndesis カスタムリソースのほとんどの変更によって syndesis-operator がトリガーされ、Fuse Online syndesis-server が再デプロイされます。これは、OpenShift が新しいサーバー Pod を作成することを意味します。
				

				新しいサーバーの準備が整うまで、最大 1 - 2 分ほどかかります。準備が整うまで Fuse Online コンソールを使用することはできません。新しいサーバーのデプロイ中も、稼働中のインテグレーションは稼働し続けます。新しいデプロイメントの準備が整ったら、新しいサーバーによってインテグレーションの状態がロードされます。以下の場合に、Fuse Online コンソールを再度使用できます。
			
	
						syndesis-server Pod の状態が Running である場合。
					
	
						Fuse Online コンソールを更新すると、インテグレーション、コネクション、メッセージ、および稼働時間の値が表示される場合。
					



				syndesis カスタムリソースの変更によっては、Fuse Online 設定が更新されても syndesis-server の再デプロイメントは必要ないものがあります。以下に例を示します。
			
	
						syndesis カスタムリソースを更新してバックアップを指定する場合、バックアップジョブが利用可能になるまで数秒かかります。
					



				各設定変更の影響については インストール後に変更可能な Fuse Online の設定 を参照してください。
			

Fuse Online の設定および 3scale での API の検出




				API プロバイダーインテグレーションを作成する場合、Red Hat 3scale でそのインテグレーションの API の検出を有効することがあります。デフォルトの動作では、API は 3scale の自動検出の対象になりません。
			

				3scale の検出を有効にしている場合には、後で任意で無効にすることができます。
			
3scale で API の検出を有効化する Fuse Online の設定




					API プロバイダーインテグレーションを作成する場合、Red Hat 3scale でそのインテグレーションの API の検出を有効することがあります。デフォルトの動作では、API は 3scale の自動検出の対象になりません。検出を有効にするには、3scale ユーザーインターフェイスの URL を指定する必要があります。
				

					Fuse Online をインストールする前に 3scale で API の検出を有効にするよう Fuse Online を設定するには Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明 を参照してください。
				

					インストール後に syndesis カスタムリソースを更新すると、検出を有効にすることができます。本トピックでは、この手順を説明します。検出を有効にすると、リソースの更新時に接続されている OpenShift プロジェクトのみに適用されます。
				

					3scale サービス検出を有効にすると、以下のようになります。
				
	
							デフォルトの動作として、3scale は API プロバイダーインテグレーションをパブリッシュします。3scale が API プロバイダーインテグレーションをパブリッシュする場合は、以下のとおりです。
						
	
									Fuse Online は、稼働している API プロバイダーインテグレーションの外部 URL を提供しません。
								
	
									API には 3scale からのみアクセスできます。エンドポイントを公開するために 3scale の設定が必要です。詳細は、Red Hat 3scale API ManagementAdmin Portal Guide の Service Discovery を参照してください。
								



	
							API プロバイダーインテグレーションの作成者は、そのインテグレーションの 3scale 検出を無効にすることができます。つまり、各 API プロバイダーインテグレーション作成者は、そのインテグレーションの API を検出可能にするかどうかを選択できます。
						


前提条件
	
							オンサイトで OCP に Fuse Online がインストールされている必要があります。
						
	
							oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている必要があります。
						
	
							API の検出を有効にするプロジェクトで Fuse Online をインストールするパーミッションが必要です。
						
	
							OpenShift クラスター上の 3scale プロジェクトの名前を把握している必要があります。
						


手順
	
							Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
						

							oc login -u developer -p developer
						

	
							Fuse Online が稼働している OpenShift プロジェクトに切り替えます。このプロジェクトのみで検出を有効にします。以下に例を示します。
						

							oc project my-fuse-online-project
						

	
							3scale プロジェクトによる Fuse Online インテグレーションの表示を可能にするパーミッションを追加します。
						

							oc adm policy add-cluster-role-to-user view system:serviceaccount:<3scale-project>:amp
						

							たとえば、OpenShift の 3scale プロジェクトの名前が my3scale が場合は、次のようになります。
						

							oc adm policy add-cluster-role-to-user view system:serviceaccount:my3scale:amp
						

	
							syndesis カスタムリソースを編集します。
						
	
									以下のコマンドを実行します。通常、エディターでリソースが開かれます。
								

									oc edit syndesis
								

	
									3scale ユーザーインターフェイスの URL に managementUrlFor3scale を設定し、リソースを編集します。結果は以下のようになります。
								
spec:
  components:
    server:
      features:
        managementUrlFor3scale: https://3scale-admin.apps.mycluster.com

	
									リソースを保存します。
								



	
							任意手順:切り替え先のプロジェクトで検出が有効になっていることを確認するには、以下のコマンドを実行します。
						

							oc describe dc/syndesis-server
						

							検出が有効な場合、OPENSHIFT_MANAGEMENT_URL_FOR3SCALE 環境変数がカスタムリソースで指定した URL に設定されていることがこのコマンドで出力されます。
						



結果

						syndesis カスタムリソースに対するこの変更により、Fuse Online のインストールを担う syndesis-operator が syndesis-server を再デプロイするようトリガーされます。切り替え先の OpenShift プロジェクトでは、新しいデフォルト動作として API が 3scale で検出の対象となります。
					

					syndesis-server DeploymentConfig オブジェクトを編集して OPENSHIFT_MANAGEMENT_URL_FOR3SCALE 環境変数を設定しないでください。syndesis-operator により変更が元に戻るため、これは動作しません。syndesis-operator は、常に syndesis カスタムリソースのみに従って Fuse Online がデプロイされるようにします。
				

3scale で API の検出を無効化する Fuse Online の設定




					API の 3scale 検出を有効化する Fuse Online の設定 で説明されている手順に従っている場合、各 API プロバイダーインテグレーションの作成者は、そのインテグレーションの API が検出可能かどうかを選択できます。場合によっては、インテグレーション API が 3scale では検出できないデフォルトの動作を再設定する必要になることがあります。たとえば、Fuse Online で API プロバイダーを編集およびテストする場合などです。このような場合、managementUrlFor3scale キーと値を指定する行がコメントアウトされるよう Fuse Online の syndesis カスタムリソースを更新します。これにより、3scale による検出が無効になります。その後、検出可能な API でパブリッシュされた API プロバイダーインテグレーションを再パブリッシュします。
				
前提条件
	
							オンサイトで OCP に Fuse Online がインストールされている必要があります。
						
	
							検出を無効にするプロジェクトで Fuse Online をインストールするパーミッションが必要です。
						
	
							oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている必要があります。
						
	
							3scale 検出は、API の 3scale 検出を有効化する Fuse Online の設定 で説明されているように OpenShift プロジェクトで有効にされている必要があります
						


手順
	
							Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
						

							oc login -u developer -p developer
						

	
							3scale の検出が有効になっている OpenShift プロジェクトに切り替えます。以下に例を示します。
						

							oc project my-fuse-online-project
						

	
							syndesis カスタムリソースを編集します。
						
	
									以下のコマンドを実行します。通常、エディターでリソースが開かれます。
								

									oc edit syndesis
								

	
									managementUrlFor3scale キーおよび値を指定する行の最初にハッシュ記号 (#) を挿入して、リソースを編集します。これにより、行がコメントになり、検出が無効になります。結果は以下のようになります。
								
spec:
  components:
    server:
      features:
      #  managementUrlFor3scale: https://3scale-admin.apps.mycluster.com

	
									リソースを保存します。
								

									これにより、syndesis カスタムリソースが更新されます。更新により、OPENSHIFT_MANAGEMENT_URL_FOR3SCALE 環境変数が削除されます。syndesis カスタムリソースに対するこの変更により、Fuse Online のインストールを担う syndesis-operator が syndesis-server を再デプロイするようトリガーされます。新しいデフォルト動作では、API が 3scale で検出の対象ではなくなります。
								




							syndesis-server DeploymentConfig オブジェクトを編集して OPENSHIFT_MANAGEMENT_URL_FOR3SCALE 環境変数を設定を削除しないでください。syndesis-operator により変更が元に戻るため、これは動作しません。syndesis-operator は、常に syndesis カスタムリソースのみに従って Fuse Online がデプロイされるようにします。
						

	
							先ほど検出を無効化したプロジェクトで作成された API プロバイダーインテグレーションで、検出が有効化されていたものがあれば、そのインテグレーションを再パブリッシュします。
						

							言い換えると、API プロバイダーインテグレーションが作成されたプロジェクトの検出が有効であるときに、そのインテグレーションの API の検出を無効にした場合は、この API プロバイダーインテグレーションを再パブリッシュする必要はありません。
						



結果

						関連する OpenShift プロジェクトで作成された API プロバイダーインテグレーションの API が 3scale で検出できなくなります。
					

					Fuse Online が関連するプロジェクトにある API プロバイダーインテグレーションをパブリッシュ (または再パブリッシュ) する場合、Fuse Online は API プロバイダーインテグレーションの操作を呼び出すための外部 URL を提供します。
				


Fuse Online Pod の設定




				Fuse Online カスタムリソースでノードのアフィニティーおよび許容オプションを設定して、Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントおよびインテグレーション Pod を OpenShift クラスター内のノードに配置するように設定できます。nodeAffinity オプションを使用すると、配置先のノードのグループに対して Fuse Online Pod のアフィニティーを指定できます。tolerations オプションを使用すると、Fuse Online Pod が実行されるノードを制御し、他のワークロードがそれらのノードを使用しないようにすることができます。
			

				これらのオプションは、Fuse Online のインストール前または後に Fuse Online カスタムリソースを編集して設定します。
			

				インテグレーションデプロイメントとは別に、インフラストラクチャーコンポーネントデプロイメントのノードアフィニティーまたは許容の設定を指定します。
			
	
						infraScheduling - infraScheduling オプションを指定して、これらの Fuse Online インフラストラクチャーデプロイメントのノードのアフィニティーおよび許容を設定します。
					
	
								syndesis-db
							
	
								syndesis-meta
							
	
								syndesis-prometheus
							
	
								syndesis-ui
							

								注記: syndesis-operator デプロイメントは Fuse Online 管理コンポーネントであるため、ノードのアフィニティーまたは許容の変更による影響を受けません。
							




	
						integrationScheduling - すべての Fuse Online インテグレーションデプロイメントのノードのアフィニティーおよび許容を設定するには、integrationScheduling オプションを指定します。
					

						注記: Fuse Online デプロイメントがインテグレーションデプロイメントかどうかを知るには、デプロイメント名を確認します。oc get pods コマンドを使用して、実行中のデプロイメントの一覧を表示できます。デプロイメント名に接頭辞 -i が含まれる場合、これはインテグレーションデプロイメントになります (例: i-my-integration)。
					




				以下の手順では、oc patch コマンドを使用してカスタムリソースを編集する方法を説明します。この他にも、以下のトピックで説明されているような方法で、カスタムリソースを編集できます。
			
	
						Fuse Online がすでにインストールされている場合は、Fuse Online の設定変更に関する一般的な手順 の手順にしたがって、カスタムリソースを開きます。
					
	
						Fuse Online がインストールされていない場合は、OCP のバージョンに応じて、以下の手順にしたがってカスタムリソースを開きます。
					
	
								OCP 4.x の場合: Fuse Online インスタンスを OpenShift 4.x プロジェクトに追加
							
	
								OCP 3.11 の場合: Fuse Online をインストールする前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集
							





前提条件
	
						オンサイトで OCP に Fuse Online がインストールされている必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている。
					


手順
	
						以下の構文で oc patch コマンドを使用して 許容 (Toleration) を設定します。Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントのデプロイメントには infraScheduling を、Fuse Online インテグレーションのデプロイメントには integrationScheduling を指定します。
					
oc patch syndesis/app --type=merge -p '{"spec":{"infraScheduling"|"infraScheduling":{"tolerations":[{"key":"_value1_","operator":"_value2_","effect":"_value3_"},{"key":"_value4_","operator":"_value5_","effect":"_value6_"}]}}}'

						たとえば、以下のコマンドは、Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントに許容を追加します。
					
oc patch syndesis/app --type=merge -p '{"spec":{"infraScheduling":{"tolerations":[{"key":"tol_1","operator":"Equal","effect":"NoSchedule"},{"key":"tol_2","operator":"Equal","value":"value2","effect":"NoSchedule"}]}}}'

	
						以下の構文で oc patch コマンドを使用して、ノードのアフィニティー を設定します。Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントのデプロイメントには infraScheduling を、Fuse Online インテグレーションのデプロイメントには integrationScheduling を指定します。
					
 oc patch syndesis/app --type=merge  -p '{"spec":{"infraScheduling"|"infraScheduling":{"affinity":{"nodeAffinity":{"preferredDuringSchedulingIgnoredDuringExecution":[{"weight":_value1_,"preference":{"matchExpressions":[{"key":"_value1_","operator":"_value2_","values":["_value3_","_value4_"]}]}}]}}}'

						たとえば、以下のコマンドは nodeAffinity を Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントとインテグレーションの両方に設定します。
					
 oc patch syndesis/app --type=merge  -p '{"spec":{"infraScheduling":{"affinity":{"nodeAffinity":{"preferredDuringSchedulingIgnoredDuringExecution":[{"weight":11,"preference":{"matchExpressions":[{"key":"_affinity","operator":"In","values":["foo","bar"]}]}}]}}},"integrationScheduling":{"affinity":{"nodeAffinity":{"preferredDuringSchedulingIgnoredDuringExecution":[{"weight":22,"preference":{"matchExpressions":[{"key":"my_affinity2","operator":"In","values":["foo","bar"]}]}}]}}}}}'

	
						設定を削除するには、以下のコマンド例のように、oc patch コマンドで remove オプションを使用します。
					
	
								以下のコマンド例は、Fuse Online インテグレーションの nodeAffinity から preferredDuringSchedulingIgnoredDuringExecution 設定を削除します。
							
oc patch syndesis/app --type=json -p '[{"op": "remove", "path": "/spec/integrationScheduling/affinity/nodeAffinity/preferredDuringSchedulingIgnoredDuringExecution" }]'

	
								以下の例では、Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントから許容を削除します。
							
oc patch syndesis/app --type=json -p '[{"op": "remove", "path": "/spec/infraScheduling/tolerations" }]'






その他のリソース

					許容およびノードのアフィニティーに関する詳細は、OpenShift ドキュメントの Understanding node affinity および Controlling pod placement using node taints を参照してください。
				

HTTP プロキシーの設定




				多くのサービスは、HTTP プロキシーを使用して、他のサービスまたはコンポーネントとの通信をフィルターリングし、セキュリティーを保護します。Fuse Online コンポーネントおよびインテグレーションで HTTP プロキシーを設定するには、Fuse Online のインストール前または後に Fuse Online カスタムリソースを編集します。
			
前提条件
	
						HTTP プロキシーのホストおよびポートの値を知っている必要があります。
					


手順
	
						エディターでカスタムリソースを開きます。
					

						Fuse Online がすでにインストールされている場合は、Fuse Online の設定変更に関する一般的な手順 の手順にしたがって、カスタムリソースを開きます。
					

						Fuse Online がインストールされていない場合は、OCP のバージョンに応じて、以下の手順にしたがってカスタムリソースを開きます。
					
	
								OCP 4.x の場合: Fuse Online インスタンスを OpenShift 4.x プロジェクトに追加
							
	
								OCP 3.11 の場合: Fuse Online をインストールする前にデフォルトのカスタムリソースファイルを編集
							



	
						syndesis-server および syndesis-meta コンポーネントの場合は、Java Options (javaOptions) パラメーターを設定し、HTTP プロキシーホストおよびポートの値を指定します。syndesis-server および syndesis-meta に同じ HTTP プロキシー値を使用します。
					

						以下に例を示します。
					
spec:
  components:
    server:
      javaOptions:
-Dhttp.proxyHost=10.0.0.100 -Dhttp.proxyPort=8800

    meta:
      javaOptions:
-Dhttp.proxyHost=10.0.0.100 -Dhttp.proxyPort=8800

	
						Fuse Online インテグレーションでは、Maven 引数 (additionalArguments) パラメーターを設定します。以下に例を示します。
					
spec:
  components:
    server:
      features:
        maven:
          additionalArguments: "-Dhttp.proxy=10.0.0.100 -Dhttp.proxyPort=8800"

	
						カスタムリソースを保存します。
					

						Fuse Online がすでにインストールされている場合、手順 2 の javaOptions の更新に応じて syndesis-server Pod が再デプロイされます。
					

	
						HTTP プロキシーを使用する稼働中のインテグレーションを再パブリッシュします。
					
	
								Fuse Online で、更新するインテグレーションを選択します。
							
	
								Edit を選択します。
							
	
								Publish を選択します。
							






				Fuse Online はインテグレーションの再ビルド時に HTTP プロキシー設定を使用します。
			

OCP で稼働している Fuse Online 環境へのサンプルデータの追加




				新しいユーザーが Fuse Online でのインテグレーションの作成方法を学べるよう、Fuse Online 環境にサンプルデータを追加することができます。
			
	
						ToDo アプリ
					
	
						サンプル PostgresDB データベースと PostgresDB 接続
					



				Salesforce からデータベース、AMQ から REST API、および API プロバイダーのクイックスタートサンプルインテグレーションには、このサンプルデータが必要です。
			

				デフォルトでは、AMQ ブローカー、サンプル PostgresDB データベースと接続、および ToDo アプリは無効になっています (インストールされていません)。
			

				Fuse Online をインストールする前にサンプルデータが含まれるように Fuse Online を設定するには、Descriptions of custom resource attributes that configure Fuse Online を参照してください。
			
前提条件
	
						オンサイトで Fuse Online が OCP にインストールされ、稼働している必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている。
					
	
						Fuse Online カスタムリソースを編集する権限がある。
					


手順
	
						Fuse Online カスタムリソースを編集する権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u developer -p developer
					

	
						Fuse Online が稼働しているプロジェクトに切り替えます。以下に例を示します。
					

						oc project my-fuse-online-project
					

	
						syndesis カスタムリソースを編集します。
					
	
								以下のコマンドを実行します。通常、エディターでリソースが開かれます。
							

								oc edit syndesis
							

	
								addons:todo:enabled フィールドを true に変更して、カスタムリソースを編集します。
							
spec:
  addons:
    todo:
      enabled: true

	
								リソースを保存します。
							

								この変更を syndesis カスタムリソースに保存すると、syndesis-operator による新しい todo Pod の作成と、syndesis-server および syndesis-db Pod の再デプロイがトリガーされます。
							








第4章 OCP 上の Fuse Online の管理




			オンサイトで Fuse Online を OpenShift Container Platform (OCP) にインストールしたら、Prometheus を使用してインテグレーションアクティビティーを監視し、Fuse Online 環境の復元に使用できる Fuse Online の定期的なバックアップを設定できます。必要に応じて、Fuse Online のアップグレード、Fuse Online のアンインストール、または Fuse Online が含まれる OCP プロジェクトの削除を行うことができます。
		

			詳細は以下のトピックを参照してください。
		
	
					「Fuse Online コンポーネントの監査」
				
	
					「Prometheus での Fuse Online インテグレーションおよびインフラストラクチャーコンポーネントの監視」
				
	
					「Fuse Online のメータリングラベル」
				
	
					「Fuse Online 環境のバックアップ」
				
	
					「Fuse Online 環境の復元」
				
	
					「Fuse Online のアップグレード」
				
	
					「OCP プロジェクトからの Fuse Online のアンインストール」
				
	
					「Fuse Online が含まれる OCP プロジェクトの削除」
				


Fuse Online コンポーネントの監査



重要

					Fuse Online 監査は、テクノロジープレビュー機能のみです。テクノロジープレビュー機能は、Red Hat 製品のサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外であり、機能的に完全ではないことがあります。Red Hat は、実稼働環境での使用を推奨しません。テクノロジープレビューの機能は、最新の製品機能をいち早く提供して、開発段階で機能をテストし、フィードバックを提出できるようにすることを目的としています。Red Hat のテクノロジープレビュー機能のサポート範囲に関する詳細は、https://access.redhat.com/ja/support/offerings/techpreview を参照してください。
				


				Fuse Online は、ユーザーが以下の Fuse Online コンポーネントに加えた変更の基本監査をサポートします。* 接続: Fuse Online Web コンソールのコネクターの Details ページに表示される Name およびその他のフィールド。* Connectors - Name フィールド。* Integrations - Name フィールド。
			

				開発者がこれらのコンポーネントフィールドのいずれかを更新する場合 (インテグレーションの名前を変更するなど)、Fuse Online は ID、ユーザー、タイムスタンプ、コンポーネント (connection、connector、または integration) および変更のタイプ (create、modify、または delete) などの情報が含まれる監査メッセージを標準出力を送信します。監査メッセージのフィールド値は 30 文字に切り捨てられることに注意してください。
			

				デフォルトでは、Fuse Online 監査は無効になっています。Fuse Online カスタムリソースを編集することで有効にできます。Fuse Online をインストールする前に監査を有効にする場合は、Fuse Online の設定に使用するカスタムリソース属性の説明を参照してください。
			
前提条件
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている。
					
	
						Fuse Online カスタムリソースを編集する権限がある。
					


手順
	
						Fuse Online カスタムリソースを編集する権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u admin -p admin-password
					

	
						Fuse Online 環境を実行しているプロジェクトに切り替えます。以下に例を示します。
					

						oc project my-fuse-online-project
					

	
						syndesis カスタムリソースを編集します。
					
	
								以下のコマンドを実行します。通常、エディターでリソースが開かれます。
							

								oc edit syndesis
							

	
								以下の行がリソースにあることを確認します。必要に応じて編集します。
							
components:
  server:
    features:
      auditing: true




	
						リソースを保存します。
					

						syndesis カスタムリソースで監査機能を有効にすると、稼働中の syndesis-server 設定を再読み込みし、Fuse Online は Fuse Online コンポーネントに関連する変更のロギングを開始します。
					

	
						Fuse Online 監査ログメッセージを表示するには、次のコマンドを入力します。
					



				oc logs -l syndesis.io/component=syndesis-server
			

Prometheus での Fuse Online インテグレーションおよびインフラストラクチャーコンポーネントの監視




				Prometheus を使用して Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントおよび Fuse Online インテグレーションを監視できます。Grafana ダッシュボードを使用して、Prometheus によって収集されるメトリクスを可視化することもできます。
			
重要

					Prometheus に対する Red Hat のサポートは、Red Hat 製品ドキュメントに記載されているセットアップと推奨設定に限定されます。
				

					Grafana はコミュニティーがサポートする機能です。Grafana をデプロイして Red Hat Fuse 製品を監視する設定は、Red Hat の実稼働環境におけるサービスレベルアグリーメント (SLA) の対象外です。
				


				Fuse Online インテグレーションを監視する他に、Prometheus を使用して以下の Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントによって公開されるメトリクスを監視できます。
			
	Syndesis Server
	
							syndesis-server コンポーネントは Micrometer でインストルメント化され、デフォルトですべての JVM Micrometer メトリクスを自動的に公開します。さらに、syndesis-server は要求レート、エラーレート、レイテンシーなどの REST API エンドポイントに関するメトリクスを公開します。
						
	Syndesis Meta
	
							syndesis-meta コンポーネントは Micrometer でインストルメント化され、デフォルトですべての JVM Micrometer メトリクスを自動的に公開します。また、REST API エンドポイントについてのメトリクスも公開します。
						
	Syndesis DB
	
							Fuse Online Postgres データベースのメトリクスは、サードパーティーの Prometheus エクスポーター を使用してエクスポートされます。
						
	統合
	
							integration メトリクスは、インテグレーションが作成され、デフォルトで複数の JVM メトリクスを公開する公式の JMX エクスポーターを使用してエクスポートされた後に表示されます。さらに、integration メトリクスは、メッセージレートやエラーレートなどの Apache Camel 固有のメトリクスを公開します。
						


前提条件
	
						Fuse Online は、オンサイトで OCP 4.9 (またはそれ以降) にインストールされ、実行されている。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている。
					
	
						OCP クラスターへの admin アクセスがある。
					
	
						Fuse Online インストールが ops addon が有効になっている状態で設定されている。必要に応じて、以下のコマンドで有効にすることができます。
					
oc patch syndesis/app --type=merge -p '{"spec": {"addons": {"ops": {"enabled": true}}}}'



手順
	
						既存の openshift-monitoring 設定がある場合は、手順 2 に進みます。
					

						それ以外の場合には、ユーザーワークロードモニターリングオプションを true に設定する openshift-monitoring 設定を作成し、手順 3 に進みます。
					
oc apply -f - <<EOF
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
   enableUserWorkload: true
EOF

	
						既存の openshift-monitoring 設定がある場合:
					
	
								既存の openshift-monitoring 設定をチェックして、ユーザーワークロードモニターリング オプションが true に設定されるかどうかを判別します。
							
oc get -n openshift-monitoring cm/cluster-monitoring-config -ojsonpath='{.data.config\.yaml}'

								結果が enableUserWorkload: true の場合、ユーザーワークロードモニターリング オプションは true に設定されます。ステップ 3 に進みます。
							

								結果に他の設定が表示される場合には、次の手順に進み、ConfigMap を編集してユーザーワークロードの監視を有効にします。
							

	
								以下のようにエディターで ConfigMap ファイルを開きます。
							
oc -n openshift-monitoring edit cm/cluster-monitoring-config

	
								enableUserWorkload を true に設定します。以下に例を示します。
							
apiVersion: v1
kind: ConfigMap
metadata:
  name: cluster-monitoring-config
  namespace: openshift-monitoring
data:
  config.yaml: |
   enableUserWorkload: true

	
								ConfigMap ファイルを保存します。
							



	
						以下のコマンドを使用して、openshift-user-workload-monitoring namespace の Pod のステータスを確認します。
					
oc -n openshift-user-workload-monitoring get pods -w

						Pod のステータスが Running になるまで待機します。以下に例を示します。
					
prometheus-operator-5d989f48fd-2qbzd   2/2     Running
prometheus-user-workload-0             5/5     Running   prometheus-user-workload-1             5/5     Running
thanos-ruler-user-workload-0           3/3     Running
thanos-ruler-user-workload-1           3/3     Running

	
						Prometheus で Fuse Online のアラートルールが有効になっていることを確認します。
					
	
								内部 prometheus インスタンスにアクセスします。
							
oc port-forward -n openshift-user-workload-monitoring pod/prometheus-user-workload-0 9090

	
								ブラウザーを開いて localhost:9090 にアクセスします。
							
	
								Status> Targets の順に選択します。3 つの syndesis エンドポイントが表示されるはずです。
							
	
								CTRL-C を押して、port-forward プロセスを終了します。
							



	
						OperatorHub から、Grafana Operator を選択した namespace (例:grafana-middleware namespace) にインストールします。
					
	
						クラスターロールとクラスターロールのバインディングを追加して、grafana-operator がノードおよび namespace を一覧表示できるようにします。
					
	
								grafana-operator Web サイトからクラスターロール YAML ファイルをダウンロードします。
							
curl https://raw.githubusercontent.com/grafana-operator/grafana-operator/master/deploy/cluster_roles/cluster_role_grafana_operator.yaml > tmp_role.yaml

	
								grafana-operator のクラスターパーミッションを追加して、他の namespace およびノードを読み取ります。
							
cat <<EOF >> tmp_role.yaml
  - apiGroups:
      - ""
    resources:
      - namespaces
      - nodes
    verbs:
      - get
      - list
      - watch
EOF
oc apply -f tmp_role.yaml
oc apply -f - <<EOF
apiVersion: rbac.authorization.k8s.io/v1
kind: ClusterRoleBinding
metadata:
  name: grafana-operator
roleRef:
  name: grafana-operator
  kind: ClusterRole
  apiGroup: ""
subjects:
  - kind: ServiceAccount
    name: grafana-operator-controller-manager
    namespace: grafana-middleware
EOF




	
						DASHBOARD_NAMESPACES_ALL 環境変数を使用して namespace を制限することで、grafana-operator が他の namespace から Grafana ダッシュボードを読み取れるようにします。
					
oc -n grafana-middleware patch subs/grafana-operator --type=merge -p '{"spec":{"config":{"env":[{"name":"DASHBOARD_NAMESPACES_ALL","value":"true"}]}}}'

	
						grafana Pod が再作成されていることを確認します。
					
oc -n grafana-middleware get pods -w

	
						必要に応じて、grafana-operator ログを表示します。
					
oc -n grafana-middleware logs -f `oc -n grafana-middleware get pods -oname|grep grafana-operator-controller-manager` -c manager

	
						Grafana カスタムリソース を追加して、以下のように Grafana サーバー Pod を起動します。
					
oc apply -f - <<EOF
apiVersion: integreatly.org/v1alpha1
kind: Grafana
metadata:
  name: grafana-middleware
  namespace: grafana-middleware
spec:
  config:
    auth:
      disable_signout_menu: true
    auth.anonymous:
      enabled: true
    log:
      level: warn
      mode: console
    security:
      admin_password: secret
      admin_user: root
  dashboardLabelSelector:
  - matchExpressions:
    - key: app
      operator: In
      values:
      - grafana
      - syndesis
  ingress:
    enabled: true
EOF

	
						grafana-operator がモニターリング情報を読み取ることを許可します。
					
oc -n grafana-middleware adm policy add-cluster-role-to-user cluster-monitoring-view -z grafana-serviceaccount

	
						GrafanaDatasource を追加して、thanos-querier をクエリーします。
					
oc apply -f - <<EOF
apiVersion: integreatly.org/v1alpha1
kind: GrafanaDataSource
metadata:
  name: prometheus-grafanadatasource
  namespace: grafana-middleware
spec:
  datasources:
    - access: proxy
      editable: true
      isDefault: true
      jsonData:
        httpHeaderName1: 'Authorization'
        timeInterval: 5s
        tlsSkipVerify: true
      name: Prometheus
      secureJsonData:
        httpHeaderValue1: "Bearer $(oc -n grafana-middleware serviceaccounts get-token grafana-serviceaccount)"
      type: prometheus
      url: "https://$(oc get route thanos-querier -n openshift-monitoring -ojsonpath='{.spec.host}')"
  name: prometheus-grafanadatasource.yaml
EOF

	
						grafana サーバーログを表示します。
					
oc logs -f `oc get pods -l app=grafana -oname`

	
						grafana URL にアクセスし、Fuse Online ダッシュボードを表示するには、以下を実行します。
					
echo "https://"$(oc -n grafana-middleware get route/grafana-route -ojsonpath='{.spec.host}')

						Grafana コンソールの左側のパネルで、検索ボタンをクリックします。各 Syndesis インスタンスのダッシュボードを含むフォルダー (OCP namespace 名) が表示されます。
					
	
								Fuse Online インテグレーションでは、Integration - Camel を選択します。このダッシュボードには、Apache Camel インテグレーションアプリケーションによって公開される標準メトリクスが表示されます。
							
	
								Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントでは、以下のインフラストラクチャーダッシュボードのいずれかを選択します。
							
	Infrastructure - DB
	
											Fuse Online の Postgres インスタンスに関連するメトリクスを表示します。
										
	Infrastructure - JVM
	
											syndesis-meta または syndesis-server アプリケーションの実行中の JVM に関するメトリクスを表示します。ダッシュボードの上部にある Application ドロップダウンリストから、監視するアプリケーションを選択します。
										
	Infrastructure - REST APIs
	
											request throughput および latency などの Fuse Online インフラストラクチャー API エンドポイントに関連するメトリクスを表示します。ダッシュボードの上部にある Application ドロップダウンリストから、監視するアプリケーションを選択します。
										








関連情報

					Prometheus を初めて使用する場合は、https://prometheus.io/docs/prometheus/latest/getting_started/ を参照してください。
				

Fuse Online のメータリングラベル




				OpenShift の Metering Operator を使用すると、インストールされた Fuse Online の Operator とコンポーネントを分析し、Red Hat サブスクリプションに準拠しているかどうかを判断することができます。詳細は、OpenShift ドキュメントの メータリング を参照してください。
			

				以下の表では、Fuse Online インフラストラクチャーコンポーネントおよびインテグレーションのメータリングラベルが一覧表示されています。
			
表4.1 Fuse Online のメータリングラベル
	ラベル	使用できる値
	 
								com.company
							

							 	 
								Red_Hat
							

							 
	 
								rht.prod_name
							

							 	 
								Red_Hat_Integration
							

							 
	 
								rht.prod_ver
							

							 	 
								7.8
							

							 
	 
								rht.comp
							

							 	 
								Fuse
							

							 
	 
								rht.comp_ver
							

							 	 
								7.8
							

							 
	 
								rht.subcomp
							

							 	 
								syndesis-db
							

							 
								syndesis-server
							

							 
								syndesis-meta
							

							 
								syndesis-ui
							

							 
								syndesis-prometheus
							

							 
								syndesis-operator
							

							 
								i-<integration name>
							

							 
	 
								rht.subcomp_t
							

							 	 
								infrastructure (rht.subcomp = syndesis-* の場合)
							

							 
								application (when rht.subcomp = i-*)
							

							 



例
	
						インフラストラクチャーの例 (インフラストラクチャーコンポーネントが syndesis-db の場合)
					
com.company: Red_Hat
rht.prod_name: Red_Hat_Integration
rht.prod_ver: 7.8
rht.comp: Fuse
rht.comp_ver: 7.8
rht.subcomp: syndesis-db
rht.subcomp_t: infrastructure

	
						アプリケーションの例 (インテグレーションのデプロイメント名が mytestapp の場合)
					
com.company: Red_Hat
rht.prod_name: Red_Hat_Integration
rht.prod_ver: 7.8
rht.comp: Fuse
rht.comp_ver: 7.8
rht.subcomp: i-mytestapp
rht.subcomp_t: application




Fuse Online 環境のバックアップ




				Fuse Online を定期的にバックアップするよう設定できます。
			
	
						Fuse Online がコネクションとインテグレーションを保存する内部 PostgreSQL データベース。
					
	
						syndesis-operator によって作成され、Fuse Online の実行に必要な OpenShift リソース。これには、設定マップ、デプロイメント設定、およびサービスアカウントが含まれますが、これらに限定されません。
					



				Fuse Online をインストールする前に Fuse Online 環境のバックアップを設定するか、Fuse Online 環境の設定を変更してバックアップを有効することができます。
			

				Fuse Online がバックアップを実行するように設定されている場合、Fuse Online はデータを単一のファイルに圧縮し、そのファイルを指定した Amazon S3 バケットにアップロードします。新しい Fuse Online 環境 (コネクションやインテグレーションが定義されていない) にバックアップを適用して、バックアップした Fuse Online 環境を復元できます。
			
前提条件
	
						OCP がオンサイトで稼働している必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みで、Fuse Online が稼働中または稼働予定の OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						クラスター管理者権限を持つユーザーは、該当ユーザーがクラスターでアクセス権限を持つプロジェクトに Fuse Online をインストールするための権限を付与済みである必要があります。
					
	
						AWS アクセスキーと AWS シークレットキーが必要です。これらのクレデンシャルの取得に関する詳細は、IAM ユーザーのアクセスキーの管理 を参照してください。
					
	
						アップロードする S3 バケットが存在する AWS リージョンを知っておく必要があります。
					
	
						バックアップのアップロード先の S3 バケットの名前を知っておく必要があります。
					


手順
	
						Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u developer -p developer
					

	
						バックアップを設定する Fuse Online 環境を稼働中または稼働予定の OpenShift プロジェクトに切り替えます。以下に例を示します。
					

						oc project my-fuse-online-project
					

	
						OpenShift シークレットを作成します。コマンドラインで以下を行います。
					
	
								以下のコマンド形式で syndesis-backup-s3 を指定します。
							
	
								AWS 変数を、AWS アクセスキー、AWS シークレットキー、バケットがある AWS リージョン、およびバケットの名前に置き換えます。
							

								以下のコマンド形式を使用してシークレットを作成します。
							
oc create secret generic syndesis-backup-s3 \
--from-literal=secret-key-id="my-aws-access-key" \
--from-literal=secret-access-key="my-aws-secret-key" \
--from-literal=region="aws-region" \
--from-literal=bucket-name="aws-bucket-name"

								このシークレットは、バックアップジョブの実行中に存在する必要があります。
							




	
						Fuse Online がインストールされていない場合は、default-cr.yml ファイルを編集してバックアップを有効にする必要があります。Fuse Online をインストールする前に syndesis カスタムリソースファイルを編集 を参照してください。Fuse Online のインストール後、カスタムリソースに指定したスケジュールに応じてバックアップジョブが発生します。
					

						Fuse Online が稼働している場合、syndesis カスタムリソースを編集する必要があります。
					
	
								以下のコマンドを実行して、エディターで syndesis カスタムリソースを開きます。
							

								oc edit syndesis
							

	
								以下を spec: の下に追加します。
							
backup:
  schedule: my-backup-interval

								my-backup-interval をバックアップの間隔に置き換えます。以下を参照して、バックアップの間隔を指定する方法を判断してください。
							
	
										cron を使用して事前設定されたスケジュール (英語)
									
	
										cron で設定する間隔 (英語)
									

										間隔の前に @ 記号を指定しないでください。たとえば、毎日バックアップを行うよう設定するには、カスタムリソースに以下のような記述が含まれるようにします。
									
apiVersion: syndesis.io/v1beta1
kind: Syndesis
metadata:
  name: app
spec:
  backup:
    schedule: daily







	
						ファイルを保存します。
					

						これにより、バックアップジョブが syndesis-operator に追加されます。
					



結果

					Fuse Online がすでに稼働している場合、定義したスケジュールに応じて Fuse Online のバックアップジョブが実行されます。
				
次のステップ

					Fuse Online をインストールする必要がある場合は、default-cr.yml ファイルを編集して、その他の必要な機能を有効にしたり、他のパラメーターを設定したりします。Default-cr.yml ファイルにすべての設定がある場合は、OpenShift シークレットの作成時に指定したプロジェクトで Fuse Online をインストールします。
				

Fuse Online 環境の復元




				コネクションまたはインテグレーションが作成されていない新しい Fuse Online 環境で、Fuse Online 環境のバックアップを復元できます。Fuse Online 環境の復元後、復元されたコネクションを編集してパスワードを更新する必要があります。その後、復元されたインテグレーションをパブリッシュできます。
			
前提条件
	
						OCP がオンサイトで稼働している必要があります。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online 環境を復元する OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						クラスター管理者権限を持つユーザーは、該当ユーザーがクラスターでアクセス権限を持つプロジェクトに Fuse Online をインストールするための権限を付与済みである必要があります。
					
	
						データを定期的にバックアップし、Amazon S3 にデータをアップロードするよう設定された Fuse Online 環境が必要です。
					
	
						バックアップされた Fuse Online 環境と、バックアップを復元する Fuse Online 環境で、Fuse Online のリリース番号 (例: 7.6) が同じである必要があります。
					
	
						Fuse Online バックアップが含まれる AWS バケットにアクセスする権限が必要です。
					
	
						バックアップを復元する Fuse Online 環境は新しい Fuse Online インストールである必要があります。つまり、コネクションやインテグレーションは定義されていません。Fuse Online 環境にコネクションとインテグレーションがあるプロジェクトで復元する場合、Fuse Online 環境をアンインストールし、新しい Fuse Online 環境をインストールする必要があります。
					


手順
	
						Amazon S3 から必要なバックアップファイルをダウンロードします。詳細は、AWS ドキュメントの S3 バケットからオブジェクトをダウンロードする方法 を参照してください。
					
	
						zip ファイルの内容を展開します。たとえば、以下のコマンドラインを実行すると、7.6-2020-03-15-23:30:00.zip ファイルが展開され、内容が /tmp/fuse-online-backup フォルダーにコピーされます。
					

						unzip 7.6-2020-03-15-23:30:00.zip -d /tmp/fuse-online-backup
					

	
						以下の例のように、Fuse Online データベースをデコードします。
					
base64 -d /tmp/fuse-online-backup/syndesis-db.dump > /tmp/fuse-online-backup/syndesis-db

	
						新しい Fuse Online 環境を稼働している OpenShift プロジェクトに切り替えます。たとえば、新しい Fuse Online 環境が my-fuse-online-project にある場合は、以下のコマンドを実行します。
					

						oc project my-fuse-online-project
					

						これ以降の手順では、新しい Fuse Online 環境が含まれるプロジェクトに切り替えたことを想定します。
					

	
						データベース Pod の名前を取得します。
					

						復元された Fuse Online 環境で、提供された内部 PostgreSQL データベースが使用される場合は、以下のコマンドを実行し、データベース Pod の名前を取得します。
					
oc get pods -l deploymentconfig=syndesis-db -o jsonpath='{.items[*].metadata.name}'

						復元された Fuse Online 環境で外部データベースが使用される場合、そのデータベースの Pod の名前を取得する方法を知っている必要があります。
					

						これ以降のコマンドでは、DATABASE_POD_NAME を復元された Fuse Online 環境のデータベース Pod の名前に置き換えます。
					

	
						データベースにアクセスしているコンポーネントをスケールダウンします。
					
	
								syndesis-operator をスケールダウンし、他のコンポーネントをスケールダウンできるようにします。
							

								oc scale deployment syndesis-operator --replicas 0
							

	
								syndesis-server および syndesis-meta コンポーネントをスケールダウンします。
							

								oc scale dc syndesis-server --replicas 0
oc scale dc syndesis-meta --replicas 0
							




	
						データベースのバックアップファイルを Fuse Online データベース Pod に送信します。
					
oc cp /tmp/fuse-online-backup/syndesis-db DATABASE_POD_NAME:/tmp/syndesis-db

	
						Fuse Online データベース Pod でリモートシェルセッションを開きます。
					

						oc rsh DATABASE_POD_NAME
					

	
						以下のコマンドを実行して Fuse Online データベースを復元します。
					

						psql コマンドによってデータベースのパスワードが要求され、復元された Fuse Online 環境で提供された内部 PostgreSQL データベースが使用される場合は、syndesis-db デプロイメント設定の POSTGRESQL_PASSWORD 環境変数でパスワードを確認できます。復元された Fuse Online 環境で外部データベースが使用される場合、パスワードを知っている必要があります。
					
cd /tmp
psql -c 'DROP database if exists syndesis_restore'
psql -c 'CREATE database syndesis_restore'
pg_restore -v -d syndesis_restore /tmp/syndesis-db
psql -c "SELECT pg_terminate_backend(pid) FROM pg_stat_activity WHERE datname = 'syndesis'"
psql -c 'DROP database if exists syndesis'
psql -c 'ALTER database syndesis_restore rename to syndesis'

						Fuse Online が復元されるはずです。RSH セッションを終了できます。
					

						exit
					

	
						Fuse Online コンポーネントをスケールアップします。
					

						oc scale deployment syndesis-operator --replicas 1
					

						syndesis-operator を 1 にスケールアップすると、スケールダウンされた他の Pod がスケールアップされます。スケールアップされない場合は手作業でスケールアップできます。
					

						oc scale dc syndesis-server --replicas 1
oc scale dc syndesis-meta --replicas 1
					

	
						サーバーは復元された各インテグレーションを開始しようとしますが、最初にコネクションを更新する必要があります。したがって、復元されたインテグレーションが稼働していないことを確認します。
					
	
								Fuse Online コンソールルートを取得します。
							
echo "https://$(oc get route/syndesis -o jsonpath='{.spec.host}' )"

	
								Fuse Online をインストールする権限を持つ OpenShift ユーザーアカウントで、Fuse Online コンソールにログインします。
							
	
								インテグレーションのリストを表示し、すべてのインテグレーションが停止したことを確認します。稼働しているインテグレーションがある場合は停止します。
							



	
						パスワードのある各コネクションを更新し、この Fuse Online 環境の正しいパスワードを適用します。以下の手順は、提供された PostgresDB コネクションでこの作業を行う方法になります。
					
	
								この復元された Fuse Online 環境が稼働しているプロジェクトの OpenShift コンソールで、PostgresDB コネクションのパスワードを取得します。syndesis-db では、パスワードは環境変数にあります。
							
	
								Fuse Online コンソールでコネクションを表示します。
							
	
								PostgresDB コネクションを編集します。
							
	
								PostgresDB コネクションのコネクション詳細で、取得したパスワードを Password フィールドに貼り付けます。
							



	
						各インテグレーションで Configuration Required が表示されないことを確認します。表示される場合は、インテグレーションを編集して問題を解決します。インテグレーションのすべてのステップが正しいければ、インテグレーションをパブリッシュします。
					

						Build ステップの直後に、インテグレーションが Stopped 状態にロールバックされ続ける場合は、デプロイメントを削除して、設定が必要ないことを確認し、再度インテグレーションのパブリッシュを試行します。
					

						ログに記録された以下のメッセージは、無視しても問題はありません。
					
Error performing GET request to https://syndesis-my-fuse-online-project.my-cluster-url/api/v1/metrics/integrations




Fuse Online のアップグレード




				時々、パッチとセキュリティー修正が組み込まれた新しいアプリケーションイメージが Fuse Online に対してリリースされます。これらの更新は、Red Hat のエラータ更新チャネルを介して通知されます。その後、Fuse Online イメージをアップグレードできます。
			

				OCP 4.x の場合、Upgrading Fuse Online by using the OperatorHub の手順に従って、Fuse Online 7.11 から 7.12 にアップグレードします。
			

				OCP 3.11 の場合は、「インストールスクリプトを使用した Fuse Online のアップグレード」の説明にしたがって、インストールスクリプトを使用して Fuse Online 7.9 から 7.10 にアップグレードします。
			

				Fuse Online 7.12 へのアップグレードにより、既存のインテグレーションを変更する必要があるかどうかを判断する必要があります。変更が必要ない場合でも、Fuse Online をアップグレードするときに、実行中のインテグレーションを再パブリッシュする必要があります。
			
OperatorHub (OCP 4.x) を使用した Fuse Online のアップグレード




					OpenShift OperatorHub を使用して Fuse Online 7.9 から 7.10 にアップグレードします。
				
	
							Fuse Online 7.9.x から Fuse Online 7.10.1 にアップグレードする場合は、リリースノートの Upgrading from Fuse Online 7.9.x to 7.10.1 requires manual upgrade steps の説明にしたがって、最初に Fuse Online 7.10.0 に手動でアップグレードする必要があります。
						
	
							Fuse Online 7.10 には OpenShift Container Platform (OCP) 4.6 以降が必要です。OCP 4.5 以前を使用している場合、Fuse Online 7.10 にアップグレードするには、OCP 4.6 以降にアップグレードする必要があります。
						
	
							OCP 4.9 では、7.10 にアップグレードすると、Fuse Online Operator のアップグレードプロセス時に以下の警告が表示されます。
						

							W1219 18:38:58.064578 1 warnings.go:70] extensions/v1beta1 Ingress is deprecated in v1.14+, unavailable in v1.22+; use networking.k8s.io/v1 Ingress
						

							この警告は、クライアント (Fuse Online が Kubernetes/OpenShift API 初期化コードに使用する) が非推奨の Ingress バージョンにアクセスするために表示されます。この警告は、非推奨の API が完全に使用されていることを示すものでは なく、Fuse Online7.10 へアップグレードすることに問題はありません。
						





					Fuse Online 7.9 から、または 7.10 の初期バージョンから、Fuse Online 7.10 の新しいバージョンへのアップグレードプロセスは、Fuse Online のインストール時に選択した Approval Strategy によって異なります。
				
	
							Automatic (自動) 更新の場合、新しいバージョンの Fuse Online Operator が使用できるようになると、人的な介入なしで OpenShfit Operator Lifecycle Manager (OLM) によって、Fuse Online の稼働中のインスタンスが自動的にアップグレードされます。
						
	
							Manual (手動) 更新の場合、Operator の新しいバージョンが使用できるようになると、OLM によって更新リクエストが作成されます。クラスター管理者は、OpenShift ドキュメントの Manually approving a pending Operator upgrade セクションで説明されているように、更新リクエストを手動で承認して Fuse Online Operator を新しいバージョンに更新する必要があります。
						



					インフラストラクチャーのアップグレード中およびアップグレード後も、既存のインテグレーションは引き続き Fuse Online ライブラリーおよび依存関係の古いバージョンで実行されます。
				

					更新された Fuse Online バージョンで既存のインテグレーションを実行するには、インテグレーションを再パブリッシュする必要があります。
				

インストールスクリプト (OCP 3.11) を使用した Fuse Online のアップグレード




					OCP 3.11 の場合、以下のアップグレードにおけるインストールスクリプトの手順は同じになります。
				
	
							Fuse Online 7.9 から Fuse Online 7.10 へ
						
	
							Fuse Online 7.10 バージョンから Fuse Online 7.10 のさらに新しいバージョンへ
						


前提条件
	
							オンサイトで OCP 3.11 に Fuse Online バージョン 7.9 をインストールして実行しているか、または OCP 3.11 に Fuse Online バージョン 7.10 をインストールして実行していて、新しいアプリケーションイメージにアップグレードする必要がある。
						

							以前のバージョンの場合は以下が必要になります。
						
	
									OCP で Fuse Online バージョン 7.8 を実行している場合は、7.9 にアップグレード してから 7.10 にアップグレードする必要があります。
								
	
									OCP で Fuse Online バージョン 7.7 を実行している場合は、7.8 にアップグレード してから 7.9 にアップグレードする必要があります。
								
	
									OCP で Fuse Online バージョン 7.6 を実行している場合は、7.7 にアップグレード してから 7.8 にアップグレードする必要があります。
								
	
									OCP で Fuse Online バージョン 7.5 を実行している場合は、7.6 にアップグレード してから 7.7 にアップグレードする必要があります。
								
	
									OCP で Fuse Online バージョン 7.4 を実行している場合は、7.5 にアップグレード してから 7.6 にアップグレードする必要があります。
								
	
									OCP で Fuse Online バージョン 7.3 を実行している場合は、7.4 にアップグレード してから 7.5 にアップグレードする必要があります。
								
	
									OCP で Fuse Online バージョン 7.2 を実行している場合は、7.3 にアップグレード する必要があります。
								
	
									OCP で Fuse Online バージョン 7.1 を実行している場合は、7.2 にアップグレード する必要があります。
								



	
							oc クライアントツールをインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている。
						
	
							クラスター管理者権限が必要です。この手順の最初の 2 つのステップで必要になります。
						


手順
	
							Docker の制限エラーが発生しないようにするため、クラスター管理者は、Access Docker images before an upgrade の説明にしたがって、Docker イメージへのアクセスを設定します。
						
	
							クラスター管理者は、Fuse Online パッケージをダウンロードしてして、特定のプロジェクトでユーザーに対して Fuse Online のアップグレード権限を割り当てる必要があります。
						
	
									以下の場所から Fuse Online インストールスクリプトが含まれるパッケージをダウンロードします。
								

									https://github.com/syndesisio/fuse-online-install/releases/tag/1.13
								

									ファイルシステムの任意の場所で、ダウンロードしたアーカイブを展開します。fuse-online-install-1.13 ディレクトリーには、Fuse Online のアップグレード用のスクリプトとサポートファイルが含まれます。
								

	
									展開したアーカイブが含まれるディレクトリーに移動します。以下に例を示します。
								

									cd fuse-online-install-1.13
								

	
									以下のように、クラスター管理者アカウントで OpenShift にログインします。
								

									oc login -u admin -p admin
								

	
									Fuse Online をアップグレードする必要のある OpenShift プロジェクトに切り替えます。
								

									oc project fuse-online-project
								

	
									Fuse Online のカスタムリソース定義を更新します。
								

									bash install_ocp.sh --setup
								

	
									そのプロジェクト内だけで、Fuse Online のアップグレード権限を割り当てます。たとえば、以下のコマンドは、developer ユーザーに、Fuse Online のアップグレード権限を割り当てます。クラスター管理者がこのコマンドを実行した後に、developer ユーザーは対象のプロジェクトでのみ (fuse-online-project) Fuse Online をアップグレードできます。
								

									bash install_ocp.sh --grant developer
								




	
							Fuse Online のアップグレード権限を割り当てられたユーザーは、アプリケーションを実行できます。
						
	
									以下のように、OpenShift にログインします。
								

									oc login -u developer
								

	
									以下のように、Fuse Online をアップグレードするプロジェクトに切り替えます。
								

									oc project fuse-online-project
								

	
									アップグレードするバージョンを確認するには、以下のように --version オプションを指定して更新スクリプトを実行します。
								

									bash update_ocp.sh --version
								

	
									以下のような更新スクリプトを実行します。
								

									bash update_ocp.sh
								

									このスクリプトの詳細を確認するには、$ bash update_ocp.sh --help を実行します。
								

									インフラストラクチャーのアップグレード中およびアップグレード後も、既存のインテグレーションは引き続き Fuse Online ライブラリーおよび依存関係の古いバージョンで実行されます。
								




	
							次のように稼働中の Fuse Online インテグレーションをアップグレードします。
						
	
									Fuse Online で、アップグレードするインテグレーションを選択します。
								
	
									Edit を選択します。
								
	
									Publish を選択してインテグレーションを再パブリッシュします。
								



							インテグレーションの再パブリッシュを行うと、最新の Fuse Online 依存関係を使用して再ビルドが強制されます。
						




Fuse Online インテグレーションのアップグレード




					Fuse Online 7.10 にアップグレードする場合、既存のインテグレーションに変更を加える必要があるかどうかを判別する必要があります。
				

					Camel Migration Considerations に記載の Apache Camel の更新を確認します。
				

					インテグレーションで変更が必要ない場合でも、インフラストラクチャーのアップグレード中およびアップグレード後に、引き続き古いバージョンの Fuse Online ライブラリーおよび依存関係で既存のインテグレーションが実行されるため、稼働中のインテグレーションを再パブリッシュする必要があります。更新されたバージョンで実行するには、再パブリッシュする必要があります。
				
手順

						Fuse Online 環境でインテグレーションを再パブリッシュするには、以下を行います。
					
	
							Fuse Online の左側のナビゲーションパネルで Integrations をクリックします。
						
	
							インテグレーションごとに以下を行います。
						
	
									インテグレーションエントリーの右側で 
									[image: three vertical dots]
									 をクリックし、Edit を選択します。
								
	
									Fuse Online で編集するインテグレーションが表示されたら、右上の Publish をクリックします。
								






					パブリッシュを行うと、最新の Fuse Online 依存関係を使用して再ビルドが強制されます。
				
注記

						インテグレーションのいずれかの要素に更新の必要がある新しい依存関係がある場合、Fuse Online ユーザーインターフェイスに警告が表示されます。
					



OCP プロジェクトからの Fuse Online のアンインストール




				プロジェクトやプロジェクトの内容を削除せずに、OCP プロジェクトから Fuse Online をアンインストールできます。Fuse Online のアンインストール後、稼働中のインテグレーションは継続されますが、編集または再パブリッシュできなくなります。
			
前提条件
	
						Fuse Online がインストールされている OCP プロジェクトが必要です。
					
	
						Fuse Online がインストールされている他の OpenShift プロジェクトで使用するインテグレーションをエクスポートしてある必要があります。必要な場合は、インテグレーションのエクスポート を参照してください。
					


手順
	
						Fuse Online をインストールする権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u developer -p developer
					

	
						アンインストールする Fuse Online 環境を実行している OpenShift プロジェクトに切り替えます。以下に例を示します。
					

						oc project my-fuse-online-project
					

	
						Fuse Online インフラストラクチャーを削除します。
					

						oc delete syndesis app
					

	
						syndesis-operator DeploymentConfig および ImageStream リソースを削除します。
					

						oc delete deployment/syndesis-operator
oc delete is/syndesis-operator
					




Fuse Online が含まれる OCP プロジェクトの削除




				Fuse Online がインストールされている OpenShift プロジェクトを削除すると、プロジェクトのすべてが削除されます。これには、定義されたすべてのインテグレーションと、稼働中のすべてのインテグレーションが含まれます。
			
前提条件
	
						Fuse Online がインストールされている OCP プロジェクトが必要です。
					
	
						Fuse Online がインストールされている他の OpenShift プロジェクトで使用するインテグレーションをエクスポートしてある必要があります。必要な場合は、インテグレーションのエクスポート を参照してください。
					


手順

					oc delete project コマンドを実行します。たとえば、名前が fuse-online-project である OpenShift プロジェクトを削除するには、以下のコマンドを入力します。
				

				oc delete project fuse-online-project
			


第5章 Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントの呼び出し方法




			OCP で Fuse Online を稼働している場合、各 Fuse Online 環境でパブリック REST API エンドポイントを公開できます。継続的インテグレーション/継続的デリバリー (CI/CD) の外部ツールにより、これらのエンドポイントを呼び出して、Fuse Online 環境のリソースを操作することができます。
		

			外部ツールでこれらのエンドポイントを呼び出しできるようにするには、先に各 Fuse Online 環境で、OpenShift 管理者が Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントを公開する必要があります。API エンドポイントを呼び出すコマンドで、エンドポイントが動作する Fuse Online 環境の URL、シークレットトークン、および承認トークンを指定します。
		

			詳細は以下のトピックを参照してください。
		
	
					「外部ツールによって使用される Fuse Online パブリック REST API の公開」
				
	
					「Fuse Online パブリック REST API エンドポイントのベース URL の説明」
				
	
					「パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得」
				
	
					「インテグレーション ID の検索方法」
				
	
					「Fuse Online パブリックエンドポイントを呼び出す curl コマンドを指定するための形式」
				


外部ツールによって使用される Fuse Online パブリック REST API の公開




				オンサイトの OCP で Fuse Online を実行している場合、外部ツールを使用して Fuse Online 環境から別の Fuse Online 環境に Fuse Online インテグレーションをコピーすることがあります。外部 CI/CD ツールは、Jenkins ジョブ、Ansible Playbook、cron ベースのシェルスクリプトなどです。たとえば、Ansible Playbook ではインテグレーションを Fuse Online 開発環境からエクスポートし、Fuse Online テスト環境にインポートすることができます。
			

				これを有効にするには、各 Fuse Online 環境の Fuse Online パブリック REST API エンドポイントを公開する必要があります。つまり、Fuse Online がインストールされている OpenShift プロジェクトごとに、ここの手順を繰り返す必要があります。
			
前提条件
	
						Fuse Online がインストールされている OCP プロジェクトが必要です。
					
	
						oc クライアントツールがインストール済みであり、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている必要があります。
					
	
						外部 CI/CD ツールを使用しており、マーク付けされたインテグレーションを Fuse Online 環境から別の Fuse Online 環境にコピーする状況です。
					
	
						syndesis-operator grant コマンドの実行には、クラスターの管理者権限が必要です。クラスターの管理者権限はなく、OpenShift プロジェクトの管理者権限があるユーザーは、他のコマンドを実行できます。
					


手順
	
						クラスターの管理者権限を持つアカウントで OpenShift にログインします。以下に例を示します。
					

						oc login -u admin -p admin
					

						クラスターの管理者権限は、syndesis-operator grant コマンドにのみ必要ですが、クラスター管理者がすべての手順を実行することを想定します。
					

	
						Fuse Online が稼働している OpenShift プロジェクトに切り替えます。このプロジェクトでのみパブリック API を公開します。以下に例を示します。
					

						oc project fuse-online-north
					

	
						ロールを syndesis-public-oauthproxy サービスアカウントに付与します。OpenShift プロジェクトでは、このサービスアカウントを使用して OAuth プロキシーサービスを実行します。クラスターの管理権限を持つユーザーアカウントを指定します。以下に例を示します。
					

						syndesis-operator grant --user developer
					

						このコマンドは、クラスターロールとクラスターのロールバインディングを作成し、これを syndesis-public-oauthproxy サービスアカウントに割り当てます。ClusterRoleBinding は、API を公開する OpenShift プロジェクトの名前を指定します。この例では、名前は fuse-online-north になります。
					
	
								ClusterRole: syndesis-auth-delegator
							
	
								ClusterRoleBinding: syndesis-fuse-online-north-auth-delegator
							



	
						クライアントサービスアカウントを作成し、Fuse Online のパブリック API にアクセスする権限を付与します。
					
	
								選択した名前で OpenShift サービスアカウントを作成します。たとえば、次のコマンドを実行すると cicd-client サービスアカウントが作成されます。
							

								oc create serviceaccount cicd-client
							

								パブリック API エンドポイントを呼び出すコマンドは、このアカウントを使用してパブリック API にアクセスします。また、このサービスアカウントは、API エンドポイントへの呼び出しで指定する必要のあるシークレットトークンを取得するために必要です。この説明は パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

	
								Fuse Online のパブリック API にアクセスするための権限をクライアントサービスアカウントに付与します。Fuse Online がインストールされた OpenShift プロジェクトの名前が fuse-online-north で、API サービスにアクセスするために作成したサービスアカウントの名前が cicd-client である場合、以下のコマンドを実行します。
							
oc policy add-role-to-user edit system:serviceaccount:fuse-online-north:cicd-client`




	
						syndesis カスタムリソースを編集します。
					
	
								以下のコマンドを実行します。通常、エディターでリソースが開かれます。
							

								oc edit syndesis
							

	
								リソースを編集して、パブリック API を有効にし、routeHostname の設定としてエンドポイントを呼び出すための Fuse Online 環境のパブリックアドレスを指定します。Fuse Online のインストールに使用された default-cr.yml ファイルで、パブリック API が有効化され、エンドポイントのルートホスト名が指定されている場合は、リソースを編集する必要はありません。
							

								クラスターのセットアップにより、指定する必要のあるパブリックアドレスが決定されます。詳細は、OpenShift ドキュメントの Routes を参照してください。以下の例では、ルートのホスト名は minishift クラスターに対して有効です。
							
spec:
  addons:
    publicApi:
      enabled: true
      routeHostname: public-syndesis.192.168.64.63.nip.io

	
								リソースを保存するか、そのまま閉じます。
							

								syndesis カスタムリソースを保存することにより、Fuse Online のインストールを担う syndesis-operator がパブリック API OAuth プロキシーサービスをデプロイするようトリガーされます。
							

								syndesis カスタムリソースを編集する必要がなければ、パブリック API OAuth プロキシーサービスはすでにデプロイされています。これは、Fuse Online のインストールに使用された default-cr.yml ファイルで publicApi が有効化され、そのルートが指定されたためです。
							






結果

					OpenShift で、以下を確認できるようになります。
				
	
						syndesis-public-oauthproxy デプロイメント設定の Pod。
					
	
						syndesis-public-oauthproxy サービス。
					
	
						syndesis-public-api ルート。
					



				この手順を実行した OpenShift プロジェクトでは、外部 CI/CD ツールで Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントを使用して Fuse Online インテグレーションをエクスポートまたはインポートできます。
			
次のステップ
	
						他の Fuse Online 環境にエクスポートするインテグレーションをマーク付けします。Fuse Online コンソールでインテグレーションをマーク付けしたり、インテグレーションをマーク付けする Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントを呼び出す ことができます。
					
	
						パブリック API エンドポイントが利用できることを確認するには、環境名を返す curl コマンドを実行します。環境ラベルの一覧を取得するためのエンドポイント を参照してください。
					
	
						Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントを呼び出すよう外部ツールを設定します。
					



Fuse Online パブリック REST API エンドポイントのベース URL の説明




				Fuse Online パブリック REST API エンドポイントのベース URL は、以下のようになります。
			

				https://public-syndesis.192.168.64.42.nip.io/api/v1/public
			

				Fuse Online 環境ごとに、ベース URL の最初の部分は異なります。OpenShift アプリケーションを作成して、これによりパブリック REST API エンドポイントへのアクセスを有効にする Fuse Online パブリック OAuth プロキシーを実行する場合、Fuse Online 環境のパブリックアドレスを指定します。このアドレスは、Fuse Online 環境で動作するエンドポイントを呼び出すベース URL の最初の部分です。以下に例を示します。
			

				https://public-syndesis.192.168.64.42.nip.io
			

				ベース URL の 2 つ目の部分は、すべての Fuse Online 環境で同じです。
			

				/api/v1/public
			

				Fuse Online のパブリック REST API は、3 つのリソースで動作するエンドポイントを提供します。
			
	
						/integration は、ベース URL で識別される Fuse Online 環境にあるインテグレーションです。
					
	
						/connections は、ベース URL で識別される Fuse Online 環境にあるコネクションです。
					
	
						/environments は、ベース URL で識別される Fuse Online 環境にある環境ラベルのセットです。
					



パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得




				Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントを呼び出すコマンドで、シークレットトークンを指定する必要があります。このトークンは、任意の Fuse Online 環境で Fuse Online パブリック REST API を公開したときに作成したサービスアカウントのものです。
			
前提条件
	
						オンサイトの OCP で Fuse Online が稼働している必要があります。
					
	
						エンドポイントを呼び出す Fuse Online 環境によって提供されるパブリック REST API を公開している必要があります。
					


手順
	
						この Fuse Online 環境のパブリック REST API を公開したときに作成したサービスアカウントのシークレットトークンの名前を取得します。たとえば、cicd-client がサービスアカウントの名前である場合、以下のコマンドを実行します。
					

						oc describe serviceaccount cicd-client
					

						これにより、以下のような 2 つのトークンの名前が含まれる、cicd-client サービスアカウントの情報の一覧が表示されます。
					
Tokens:      cicd-client-token-gxb25
             cicd-client-token-gxdnv

	
						いずれかのトークンの内容を表示します。以下に例を示します。
					

						oc describe secret cicd-client-token-gxb25
					

						これにより、token: とそれに続く長いランダムな文字を表示する Data セクションなど、情報の一覧が表示されます。これはサービスアカウントの 2 つのシークレットトークンの 1 つです。
					

	
						シークレットトークンをコピーし、ファイルに貼り付けて保存します。
					


結果

					curl コマンドで指定するシークレットトークンは次のようになります。
				
-H 'Authorization: Bearer eyJhbGciOiJSUzI1NiIsImtpZCI6IiJ9..uKsri0JSKJDbgHoQwAhBJSNuWKwJgjegf2QlrCkhxVssSK1zIMZQaF9P5a4R7ZcWRnrZ_345UTqxYVeRlfHWVH0PqBkD-n7PAS9dcKJIFdS1jUHOmL1FTGgc3YW-bz1SlWT93tvK1EhorZ4_-EBfXhSAP4Uumi5qAg3_QUTMDstq233NSwBKYtFOw3Pp1ys3p3y0hcaiLMimeCH60vR4iWvptqqzc5QDigHiPySZNWxs_5awZlwdoIDvR-nSj690aC-49UKFgyEEdzdFU4bI2W4hOyDyhN9fVaIAZQKeJUrJBU-lnFTHI_NAd2OwzOEBpWZuj31Za5w9fU4kf4UDGA'
次のステップ

					保存されたファイルから、指定の Fuse Online 環境のパブリック REST API エンドポイントを呼び出すコマンドにトークンをコピーします。
				

インテグレーション ID の検索方法




				特定のインテグレーションのみで動作する Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントを呼び出すコマンドで、エンドポイントが操作するインテグレーションの ID を指定する必要があります。以下のいずれかを指定します。
			
	
						インテグレーションの名前
					

						これは、Fuse Online コンソールで表示されているとおりに正確に指定する必要があります (例: timer-to-log) 。インテグレーション名にスペースまたは特殊文字がある場合は、HTML エスケープ文字を指定する必要があります。
					

	
						内部インテグレーション ID
					

						この ID は、インテグレーションの概要を表示するときに Fuse Online コンソール URL に含まれます。インテグレーションの概要を表示するには、左側のナビゲーションパネルで Integrations をクリックします。インテグレーションのリストで、ID が必要なインテグレーションのエントリーをクリックします。
					

						ブラウザーでインテグレーションの概要が表示され、URL の末尾に /integrations/i-Lauq5ShznJ4LcuWwiwcz のような内容が表示されます。このインテグレーションの ID は i-Lauq5ShznJ4LcuWwiwcz です。
					




Fuse Online パブリックエンドポイントを呼び出す curl コマンドを指定するための形式




				Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントを呼び出す curl コマンドの形式は、以下のようになります。
			
curl [options] \
     -H "Content-Type: <media-type>" \
     -H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome" \
     -H `Authorization: Bearer <token>` \
     <base-url><endpoint> \
     [--request <HTTP-method>] \
     [-d <data>] \
     [-o <filename>]
表5.1 curl コマンドオプション
	オプション	説明
	 
								[options]
							

							 	 
								選択した curl オプションを指定します。
							

							 
	 
								<media-type>
							

							 	 
								エクスポートおよびインポートエンドポイントに、multipart/form-data を指定します。他のすべてのエンドポイントに、application/json を指定します。
							

							 
	 
								<token>
							

							 	 
								パブリック REST API を公開するときに作成した OpenShift サービスアカウントのシークレットトークンを指定します。
							

							 
	 
								<base-url>
							

							 	 
								エンドポイントが操作するインテグレーション、コネクション、または環境ラベルのある Fuse Online 環境のベース URL を指定します。
							

							 
	 
								<endpoint>
							

							 	 
								呼び出すエンドポイントを指定します。
							

							 
	 
								[--request <HTTP-method>]
							

							 	 
								任意で、HTTP メソッドを指定します (例: --request POST)。
							

							 
	 
								[-d <data>]
							

							 	 
								任意で、呼び出されるエンドポイントに応じて、エンドポイントが必要とする引数を指定します。たとえば、インテグレーションの環境ラベルを test に変更するには、-d `test` を指定します。
							

							 
	 
								[-o <filename>]
							

							 	 
								任意で、出力が含まれるファイルの名前を指定する必要がある場合には、 curl の -o オプションとファイル名を指定します (例: -o export.zip) 。
							

							 




				以下の curl コマンドは、指定する 1 つまたは複数の環境に対してインテグレーションをマーク付けする Fuse Online のパブリック API エンドポイントを呼び出します。
			
curl -v -k -L -H "Content-Type: application/json" -H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome" -H 'Authorization: Bearer eyJhbGciOiJSUzI1NiIsImtpZCI6IiJ9..uKsri0JSKJDbgHoQwAhBJSNuWKwJgjegf2QlrCkhxVssSK1zIMZQaF9P5a4R7ZcWRnrZ_345UTqxYVeRlfHWVH0PqBkD-n7PAS9dcKJIFdS1jUHOmL1FTGgc3YW-bz1SlWT93tvK1EhorZ4_-EBfXhSAP4Uumi5qAg3_QUTMDstq233NSwBKYtFOw3Pp1ys3p3y0hcaiLMimeCH60vR4iWvptqqzc5QDigHiPySZNWxs_5awZlwdoIDvR-nSj690aC-49UKFgyEEdzdFU4bI2W4hOyDyhN9fVaIAZQKeJUrJBU-lnFTHI_NAd2OwzOEBpWZuj31Za5w9fU4kf4UDGA'
https://public-syndesis.192.168.64.42.nip.io/api/v1/public/integrations/timer-to-log/tags -d '["test","staging"]' --request PUT

				サンプル curl コマンドでは、以下のとおりです。
			
	
						コマンドの最後にある URL は、呼び出すエンドポイントの Fuse Online 環境を識別します。
					
	
						timer-to-log は、指定した環境の timer-to-log インテグレーションをマーク付けすることを示します。
					
	
						test および staging を指定すると、これらの環境の timer-to-log インテグレーションがマーク付けされます。
					




第6章 外部ツールを使用した CI/CD の Fuse Online インテグレーションのエクスポート/インポート




			オンサイトの OCP で Fuse Online を稼働している場合、CI/CD (継続的インテグレーション/継続的デプロイメント) パイプラインを特定のインテグレーションで実行することがあります。これを実装するには、以下のタスクを完了する必要があります。
		
	
					Fuse Online コンソールで、インテグレーションに CI/CD パイプラインをマーク付けします。
				
	
					OpenShift で、Fuse Online のパブリック API を公開します。
				
	
					外部ツールを使用して、インテグレーションをエクスポートおよびインポートする Fuse Online パブリック API エンドポイントを呼び出します。
				



			詳細は以下のトピックを参照してください。
		
	
					「CI/CD のインテグレーションのマーク付け」
				
	
					「CI/CD のインテグレーションのマーク付け」
				
	
					「CI/CD の環境ラベルの管理」
				
	
					「Fuse Online パブリック API エクスポートエンドポイントの呼び出し」
				
	
					「Fuse Online パブリック API インポートエンドポイントの呼び出し」
				


CI/CD のインテグレーションのマーク付け




				オンサイトの OCP で Fuse Online を稼働している場合、パイプラインのインテグレーションを特定するために、指定する CI/CD 環境のインテグレーションをマーク付けします。これにより、タイムスタンプ付きのラベルがインテグレーションに適用されます。バックエンド CI/CD Fuse Online のパブリック API は、ラベルおよびそのタイムスタンプを使用してインテグレーションをフィルターリングし、パイプラインが動作する必要のあるインテグレーションを見つけます。
			

				たとえば、Fuse Online で test1 環境のインテグレーションをマーク付けするとします。その後、Fuse Online のパブリック API エクスポートエンドポイントを呼び出して、test1 環境ラベルがあるインテグレーションをエクスポートできます。エンドポイントによって test1 インテグレーションがをエクスポートファイルにパッケージ化され、そのファイルが返されます。test1 インテグレーションを Fuse Online テスト環境にコピーするには、パブリック API インポートエンドポイントを呼び出し、エクスポートした test1 インテグレーションが含まれるファイルを提供します。
			

				ここで、以前 test1 環境に対してマーク付けしたインテグレーションを繰り返し更新し、パブリッシュするとします。インテグレーションが新しいバージョンになり、更新されたバージョンを test1 環境にエクスポートするとします。すでにインテグレーションが test1 環境に対してマーク付けされている場合でも、再度マーク付けする必要があります。インテグレーションを再度マーク付けすると、test1 環境ラベルのタイムスタンプが更新されます。これは、インテグレーションが更新され、エクスポートできるようになったことを外部ツールに示します。
			

				インテグレーションを再度マーク付けする、つまりインテグレーションにすでに割り当てられた環境ラベルのタイムスタンプを更新するには、CI/CD のインテグレーションのマーク付け の手順にしたがいます。CI/CD ダイアログで、対象の環境のチェックボックスがすでに選択されているはずなので、Save をクリックします。
			

CI/CD のインテグレーションのマーク付け




				オンサイトの OCP で Fuse Online を稼働している場合、パイプラインのインテグレーションを特定するために、指定する CI/CD 環境のインテグレーションをマーク付けします。これにより、ラベルがインテグレーションに適用されます。
			
前提条件

					Fuse Online がインストールされている OCP プロジェクトが必要です。
				
手順
	
						左側の Fuse Online ナビゲーションパネルで Integrations をクリックします。
					
	
						インテグレーションのリストで、マーク付けするインテグレーションのエントリーの右にある 
						[image: More Options]
						 をクリックしてポップアップメニューを表示し、Manage CI/CD をクリックします。
					
	
						表示されるダイアログで、以下のいずれかを行います。
					
	
								このインテグレーションをマーク付けする環境が表示されている場合、その環境の左側にあるチェックボックスを選択します。
							
	
								このインテグレーションをマーク付けする環境がすでに選択されている場合は、その環境を選択したままにしておきます。
							
	
								環境のラベルを作成する必要がある場合、Manage CI/CD をクリックすると、新しい環境ラベルを作成するダイアログが表示されます。必要なラベルを作成してから、この手順に戻り、インテグレーションをマーク付けします。
							



						Fuse Online によって、選択した環境ラベルがインテグレーションに適用されます。任意の数の環境ラベルをインテグレーションに適用できます。
					

	
						Save をクリックします。
					


結果

					Fuse Online は、選択した環境のリリースのインテグレーションにラベルを付けます。バックエンド API はインテグレーションをフィルターリングして、たとえば test1 ラベルが付いたインテグレーションなどの検索を行うことができます。
				
次のステップ

					パイプラインが特定の環境に対してマーク付けされたインテグレーションで動作できるようにするには、先に Fuse Online のパブリック API エンドポイントを公開する必要があります。外部ツールによって使用される Fuse Online パブリック REST API の公開 を参照してください。
				

CI/CD の環境ラベルの管理




				Fuse Online コンソールで CI/CD 環境ラベルを作成、変更、または削除できます。CI/CD 環境ラベルは、CI/CD パイプラインのインテグレーションに適用できる識別用のタグです。
			
前提条件
	
						オンサイトの OCP で Fuse Online を稼働している必要があります。
					
	
						外部ツールでは、Fuse Online 環境ラベルを使用して CI/CD パイプラインのインテグレーションが識別される必要があります。
					


手順
	
						Fuse Online の左側のナビゲーションパネルで Integrations をクリックします。
					
	
						右上の Manage CI/CD をクリックします。
					
	
						Manage CI/CD ページで以下を行います。
					
	
								CI/CD 環境ラベルを作成するには、以下を実行します。
							
	
										Add New をクリックします。
									
	
										Add Tag Name ダイアログで、Tag Name 入力フィールドに新しい環境ラベルの名前を入力します (例: test1)。
									
	
										Save をクリックします。Manage CI/CD ページに、追加した環境ラベルの新しいエントリーがあります。
									



	
								CI/CD 環境ラベルを変更するには、以下を実行します。
							
	
										CI/CD 環境ラベルの一覧内の、変更するラベルのエントリーで、Edit をクリックします。
									
	
										Edit Tag ダイアログで、必要に応じて名前を変更します。
									
	
										Save をクリックすると、環境ラベルのリストに更新された名前が表示されます。Fuse Online は、変更した環境ラベルですでにマーク付けされているすべてのインテグレーションに対し、更新された名前を適用します。
									



	
								CI/CD 環境ラベルを削除するには、以下を実行します。
							
	
										CI/CD 環境ラベルの一覧内の、削除するラベルのエントリーで、Remove をクリックします。
									
	
										確認ダイアログで、Yes をクリックします。Fuse Online は環境ラベルを削除し、削除される環境ラベルでマーク付けされたインテグレーションからもラベルを削除します。
									








次のステップ

					新しい環境ラベルでインテグレーションをマーク付けします。CI/CD のインテグレーションのマーク付け を参照してください。
				

Fuse Online パブリック API エクスポートエンドポイントの呼び出し




				外部ツールを使用して Fuse Online インテグレーションを別の Fuse Online 環境からコピーできるようにするには、先に以下のタスクを実行する必要があります。
			
	
						Fuse Online では、CI/CD パイプラインのためにエクスポートするインテグレーションを特定の環境に対してマーク付けする必要があります。CI/CD のインテグレーションのマーク付け を参照してください。
					

						この要件には例外があります。1 回のエクスポート操作で Fuse Online 環境からすべてのインテグレーションをエクスポートする場合、特定の環境に対してインテグレーションがすでにマーク付けされているかどうかは重要ではありません。
					

	
						Fuse Online のパブリック API が公開済みである必要があります。外部ツールが使用する Fuse Online のパブリック REST API の公開 を参照してください。
					


特定環境のインテグレーションをエクスポートするためのエンドポイント

					特定の環境に対してマーク付けされたインテグレーションをエクスポートするために、Fuse Online は以下の GET メソッドエンドポイントを提供します。
				

				/public​/integrations​/{env}​/export.zip
			

				{env} を、すでに作成した CI/CD 環境ラベルに置き換えてください。インテグレーションが特定の環境に対してマーク付けされている場合、Fuse Online はマーク付けされたタイミングを示すタイムスタンプで管理します。エンドポイントがマーク付けされてからエクスポートされていない場合に限り、インテグレーションをエクスポートするのがデフォルトの挙動です。たとえば、test1 環境に対してマーク付けされたインテグレーションをエクスポートする場合、エンドポイントは以下のようになります。
			

				/public/integrations/test1/export.zip
			

				このエンドポイントは、test1 環境ラベルがあり、以下の条件のいずれかを満たす、各インテグレーションをエクスポートします。
			
	
						インテグレーションは、最後にエクスポートされた後に test1 環境に対してマーク付けされた。
					
	
						インテグレーションは test1 環境に対してマーク付けされ、エクスポートされていない。
					



				エンドポイントはインテグレーションを export.zip ファイルにパッケージ化し、そのファイルを返します。
			

				インテグレーションがエクスポートされた後に指定の環境に対してマーク付けされたインテグレーションがない場合は、エンドポイントは HTTP 204 応答を返し、返すものがないことを示します。
			
指定された環境に対してタグ付けされたすべてのインテグレーションをエクスポートするためのエンドポイント

					エクスポートエンドポイントを呼び出して、指定する環境ラベルでタグ付けされた Fuse Online 環境のすべてのインテグレーションをエクスポートすることができます。エンドポイントは、インテグレーションが最後にエクスポートされた後に指定の環境に対してマーク付けされたかどうかをインテグレーションにエクスポートします。これにより、特定のタグがあるすべてのインテグレーションを別の Fuse Online 環境で簡単に複製できます。これを行うには、以下を実行します。
				
	
						環境ラベルがすでに作成されている必要があります。CI/CD のインテグレーションのマーク付け を参照してください。
					
	
						エクスポートエンドポイントの呼び出しに ignoreTimestamp=true オプションを追加します。
					



				以下に例を示します。
			

				/public/integrations/test1/export.zip?ignoreTimestamp=true -o export.zip
			
すべてのインテグレーションをエクスポートするためのエンドポイント

					エクスポートエンドポイントを呼び出して、単一の Fuse Online 環境ですべてのインテグレーションをエクスポートすることができます。これにより、別の Fuse Online 環境ですべてのインテグレーションを簡単に複製できます。これを行うには、以下を実行します。
				
	
						環境ラベルがすでに作成されている必要があります。CI/CD のインテグレーションのマーク付け を参照してください。
					
	
						エクスポートエンドポイントの呼び出しに all=true オプションを追加します。
					



				以下に例を示します。
			

				/public/integrations/{env}/export.zip?all=true
			

				{env} を CI/CD 環境ラベルに置き換えます。エンドポイントは、その環境に対してマーク付けされていない各インテグレーションに、指定した環境ラベルを割り当てます。
			

				all=true オプションを追加する場合、エクスポートされたインテグレーションを export.zip ファイルにパッケージ化するように明示的に指定する必要もあります。以下に例を示します。
			

				/public/integrations/test1/export.zip?all=true -o export.zip
			

				このエンドポイントの呼び出しによって、以下のことが実行されます。
			
	
						test1 環境の各インテグレーションがマーク付けされます。
					
	
						export.zip ファイルのすべてのインテグレーションを返します。
					

						-o export.zip オプションを指定しない場合、エンドポイントは export.zip?all=true という名前のファイルを返します。
					



エクスポートエンドポイントに必要なカスタムヘッダー

					エクスポートエンドポイントを呼び出すコマンドでは、以下のカスタムヘッダーを正確に指定する必要があります。
				
	
						-H "Content-Type: multipart/form-data"
					
	
						-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
					

						Fuse Online のパブリック API では、リクエストの認証にこのヘッダーが必要です。
					

	
						-H 'Authorization: Bearer <token>'
					

						<token> を、Fuse Online のパブリック API の公開に使用される OpenShift サービスアカウントの作成時にファイルにコピーしたシークレットトークンに置き換えます。
					



インテグレーションをエクスポートする curl コマンドの例

					以下は、インテグレーションをエクスポートする Fuse Online API エンドポイントを呼び出す curl コマンドの例です。
				
curl -v -k -L -H "Content-Type: multipart/form-data" -H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome" -H 'Authorization: Bearer eyJhbGciOiJSUzI1NiIsImtpZCI6IiJ9..uKsri0JSKJDbgHoQwAhBJSNuWKwJgjegf2QlrCkhxVssSK1zIMZQaF9P5a4R7ZcWRnrZ_345UTqxYVeRlfHWVH0PqBkD-n7PAS9dcKJIFdS1jUHOmL1FTGgc3YW-bz1SlWT93tvK1EhorZ4_-EBfXhSAP4Uumi5qAg3_QUTMDstq233NSwBKYtFOw3Pp1ys3p3y0hcaiLMimeCH60vR4iWvptqqzc5QDigHiPySZNWxs_5awZlwdoIDvR-nSj690aC-49UKFgyEEdzdFU4bI2W4hOyDyhN9fVaIAZQKeJUrJBU-lnFTHI_NAd2OwzOEBpWZuj31Za5w9fU4kf4UDGA'
https://public-syndesis.192.168.64.42.nip.io/api/v1/public/integrations/dev1/export.zip

				コマンドでは、以下のようになります。
			
	
						コマンドの最後にある URL は、インテグレーションをエクスポートする Fuse Online 環境を識別します。
					
	
						dev1 環境ラベルの指定内容は、dev1 環境に対してマーク付けされ、その後エクスポートされていないインテグレーションをエクスポートすることを示しています。
					



Fuse Online パブリック API インポートエンドポイントの呼び出し




				Fuse Online のパブリック API エクスポートエンドポイントを呼び出して、1 つまたは複数のインテグレーションを取得できます。エクスポートされたインテグレーションを別の Fuse Online 環境にコピーするには、Fuse Online のパブリック API インポートエンドポイントを呼び出します。
			
インテグレーションをインポートするためのエンドポイント

					インテグレーションをインポートするため、Fuse Online は以下の POST メソッドエンドポイントを提供します。
				

				​/public​/integrations
			

				以下の例では、エンドポイントは export.zip ファイルにあるインテグレーションをインポートし、testing 環境に対してタグを付けます。
			

				/public/integrations -F data=@export.zip -F environment=testing --request POST
			

				インポートエンドポイントは指定のインテグレーションを常にインポートします。最後にインポートされてからインテグレーションが変更されていない場合も、エンドポイントはそれをインポートします。
			
インポートエンドポイントに必要なカスタムヘッダー

					インポートエンドポイントを呼び出すコマンドでは、以下のカスタムヘッダーを正確に指定する必要があります。
				
	
						-H "Content-Type: multipart/form-data"
					
	
						-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
					

						Fuse Online のパブリック API では、リクエストの認証にこのヘッダーが必要です。
					

	
						-H 'Authorization: Bearer <token>'
					

						<token> を、Fuse Online のパブリック API の公開に使用される OpenShift サービスアカウントの作成時にファイルにコピーしたシークレットトークンに置き換えます。
					



インテグレーションをインポートする curl コマンドの例

					以下は、インテグレーションをインポートする Fuse Online API エンドポイントを呼び出す curl コマンドの例です。
				
curl -v -k -L -H "Content-Type: multipart/form-data" -H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome" -H 'Authorization: Bearer eyJhbGciOiJSUzI1NiIsImtpZCI6IiJ9..uKsri0JSKJDbgHoQwAhBJSNuWKwJgjegf2QlrCkhxVssSK1zIMZQaF9P5a4R7ZcWRnrZ_345UTqxYVeRlfHWVH0PqBkD-n7PAS9dcKJIFdS1jUHOmL1FTGgc3YW-bz1SlWT93tvK1EhorZ4_-EBfXhSAP4Uumi5qAg3_QUTMDstq233NSwBKYtFOw3Pp1ys3p3y0hcaiLMimeCH60vR4iWvptqqzc5QDigHiPySZNWxs_5awZlwdoIDvR-nSj690aC-49UKFgyEEdzdFU4bI2W4hOyDyhN9fVaIAZQKeJUrJBU-lnFTHI_NAd2OwzOEBpWZuj31Za5w9fU4kf4UDGA'
https://public-syndesis.192.168.64.45.nip.io/api/v1/public/integrations -F data=@export.zip -F environment=testing --request POST

				このコマンドでは、以下のようになります。
			
	
						コマンドの最後にある URL は、インテグレーションをインポートする Fuse Online 環境を識別します。
					
	
						export.zip ファイルには、インポートされるインテグレーションが含まれます。
					
	
						environment=testing を指定すると、エンドポイントによって、インポートされた各インテグレーションが testing 環境に対してマーク付けされます。
					
	
						このコマンドにより multipart/form-data が作成されます。
					




第7章 Fuse Online のパブリック REST API エンドポイントの参照情報




			このセクションでは、Fuse Online の各パブリック REST API エンドポイントについての参照情報を紹介します。詳細は、Fuse Online パブリック REST API エンドポイントの呼び出し方法 を参照してください。
		

			パブリック REST API エンドポイントを定義する OpenAPI ドキュメントは https://<fuse-online-host>/api/v1/openapi.json の Fuse Online 環境にて利用できます。ただし、本ドキュメントでは tags オブジェクトに 3 つのタグ (public-api、extensions、integration-support) があると定義しています。Fuse Online の OpenShift パブリック OAuth プロキシープロセスの使用時は、public-api タグのみにアクセスできます。他の 2 つのタグは無視する必要があります。
		
	
					「インテグレーションの状態を取得するためのエンドポイント」
				
	
					「インテグレーションの環境ラベルの一覧を取得するためのエンドポイント」
				
	
					「インテグレーションをマーク付けし、未指定のタグを維持するためのエンドポイント」
				
	
					「インテグレーションをマーク付けし、未指定のタグを削除するためのエンドポイント」
				
	
					「インテグレーションをパブリッシュするためのエンドポイント」
				
	
					「インテグレーションを停止するためのエンドポイント」
				
	
					「インテグレーションをエクスポートするためのエンドポイント」
				
	
					「インテグレーションをインポートするためのエンドポイント」
				
	
					「特定のインテグレーションから環境ラベルを削除するためのエンドポイント」
				
	
					「環境ラベルを作成するためのエンドポイント」
				
	
					「環境ラベルの一覧を取得するためのエンドポイント」
				
	
					「環境ラベルを変更するためのエンドポイント」
				
	
					「すべてのインテグレーションから環境ラベルを削除するためのエンドポイント」
				
	
					「コネクションのプロパティーを変更するためのエンドポイント」
				


インテグレーションの状態を取得するためのエンドポイント




				このエンドポイントは、指定されたインテグレーションの状態を返します。状態には Running、Stopped、Pending、または Error があります。
			
メソッドとエンドポイント

					GET
				

				/public/integrations/{id}/state
			
表7.1 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{id}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須のパスパラメーター。状態を取得するインテグレーションの名前または内部 ID。インテグレーション ID の検索方法 を参照してください。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは timer-to-log インテグレーションの状態を返します。
				

				/public/integrations/timer-to-log/state
			
生成されるもの

					application/json
				
応答の例

					{"currentState":"Unpublished","stateDetails":{"id":"i-Lc0JLrsUFtBJfR_ylfEz:5","integrationId":"i-Lc0JLrsUFtBJfR_ylfEz","deploymentVersion":5,"detailedState":{"value":"BUILDING","currentStep":2,"totalSteps":4},"namespace":"syndesis","podName":"i-timer-to-log-5-build","linkType":"LOGS"}}`これまで
				

インテグレーションの環境ラベルの一覧を取得するためのエンドポイント




				このエンドポイントは、指定のインテグレーションに適用されている環境ラベル (タグ) を返します。
			
メソッドとエンドポイント

					GET
				

				/public/integrations/{id}/tags
			
表7.2 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{id}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須のパスパラメーター。環境ラベルを取得するインテグレーションの名前または内部 ID。インテグレーション ID の検索方法
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは timer-to-log インテグレーションの環境ラベルを返します。
				

				/public/integrations/timer-to-log/tags
			
生成されるもの

					application/json
				
応答の例

					{"test":{"name":"test","releaseTag":"i-Lc5WI16UFtBJfR_ylggz","lastTaggedAt":1554887553159,"lastExportedAt":1554887330152,"lastImportedAt":1554888047271},"staging":{"name":"staging","releaseTag":"i-Lc5WI16UFtBJfR_ylgfz","lastTaggedAt":1554887553159}}
				

インテグレーションをマーク付けし、未指定のタグを維持するためのエンドポイント




				このエンドポイントは PATCH メソッドを使用して、指定された環境の指定のインテグレーションをマーク付けします。インテグレーションが指定の環境に対してすでにマーク付けされている場合、エンドポイントはその環境ラベルのタイムスタンプを更新します。インテグレーションが新しいリクエストで指定されていない環境に対してマーク付けされていた場合、エンドポイントはそのタグをそのまま残し、タイムスタンプを更新しません。
			

				この PATCH エンドポイントは、他の既存のタグを削除しなくてもタグが追加されるため、CI/CD ツールに便利です。これは、指定環境に対してインテグレーションをマーク付けし、リクエストで指定されていない環境のタグを削除する、PUT エンドポイントとは対象的です。
			
メソッドとエンドポイント

					PATCH
				

				/public/integrations/{id}/tags
			
表7.3 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{id}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。指定の環境に対してマーク付けするインテグレーションの名前または内部 ID。インテグレーション ID の検索方法 を参照してください。
							

							 
	 
								追加のパラメーター
							

							 
	 
								--request PATCH
							

							 	 
								 
							

							 	 
								PATCH メソッドを指定します。
							

							 
	 
								-d [env{,…​}]
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。指定のインテグレーションに追加する 1 つ以上の環境ラベルをコンマ区切りで指定します。環境ラベルがすでに作成されている必要があります。エンドポイントはラベルを作成できません。CI/CD のインテグレーションのマーク付け を参照してください。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは test2 および test3 環境に対して timer-to-log インテグレーションをマーク付けします。
				

				public/integrations/timer-to-log/tags --request PATCH -d '["test2","test3"]'
			
生成されるもの

					application/json
				
応答の例

					{"test2":{"name":"test2","releaseTag":"i-LcXydouUFtBJfR_ylgrz","lastTaggedAt":1555365010746},"test3":{"name":"test3","releaseTag":"i-LcXydouUFtBJfR_ylgsz","lastTaggedAt":1555365010746},"test":{"name":"test","releaseTag":"i-Lc5WI16UFtBJfR_ylggz","lastTaggedAt":1554887553159,"lastExportedAt":1554887330152,"lastImportedAt":1554888047271},"staging":{"name":"staging","releaseTag":"i-Lc5WI16UFtBJfR_ylgfz","lastTaggedAt":1554887553159}}
				

インテグレーションをマーク付けし、未指定のタグを削除するためのエンドポイント




				このエンドポイントは PUT メソッドを使用して、指定された環境の指定されたインテグレーションをマーク付けします。インテグレーションが新しいリクエストで指定されていない環境に対してマーク付けされている場合、エンドポイントはその環境ラベルをインテグレーションから削除します。
			

				未指定の環境ラベルを削除せずにインテグレーションをマーク付けするには、代わりに PATCH メソッドエンドポイント を呼び出します。
			
メソッドとエンドポイント

					PUT
				

				/public/integrations/{id}/tags
			
表7.4 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{id}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。マーク付けするインテグレーションの名前または内部 ID。インテグレーション ID の検索方法 を参照してください。
							

							 
	 
								追加のパラメーター
							

							 
	 
								--request PUT
							

							 	 
								 
							

							 	 
								PUT メソッドを指定します。
							

							 
	 
								-d [env{,…​}]
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。コンマ区切りの環境ラベルを 1 つ以上指定します。エンドポイントは、これらの環境の指定したインテグレーションをマーク付けします。環境ラベルがすでに作成されている必要があります。エンドポイントはラベルを作成できません。CI/CD のインテグレーションのマーク付け を参照してください。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは test2 および test3 環境に対して timer-to-log インテグレーションをマーク付けします。インテグレーションが他の環境に対してマーク付けされていた場合、エンドポイントはこれらのタグをインテグレーションから削除します。
				

				public/integrations/timer-to-log/tags --request PUT -d '["test2","test3"]'
			
生成されるもの

					application/json
				
応答の例

					{"test2":{"name":"test2","releaseTag":"i-LcXyw7GUFtBJfR_ylgtz","lastTaggedAt":1555365085713},"test3":{"name":"test3","releaseTag":"i-LcXyw7GUFtBJfR_ylguz","lastTaggedAt":1555365085713}}
				

インテグレーションをパブリッシュするためのエンドポイント




				このエンドポイントは指定されたインテグレーションをパブリッシュします。インテグレーションがすでに稼働中である場合、エンドポイントはインテグレーションを停止し、再度パブリッシュします。
			
メソッドとエンドポイント

					POST
				

				/public/integrations/{id}/deployments
			
表7.5 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{id}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。パブリッシュするインテグレーションの名前または内部 ID。インテグレーション ID の検索方法 を参照してください。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは timer-to-log インテグレーションをパブリッシュします。
				

				/public/integrations/timer-to-log/deployments
			
生成されるもの

					application/json
				
応答の例

					この例では、省略記号は一部の応答の省略を示しています。
				

				{"id":"i-Lc0JLrsUFtBJfR_ylfEz:8","version":8,"createdAt":1555365135324,"updatedAt":1555365135324,"userId":"system:serviceaccount:syndesis:syndesis-cd-client","currentState":"Pending","targetState":"Published","integrationId":"i-Lc0JLrsUFtBJfR_ylfEz", . .2c+PC9zdmc+","description":"Trigger events based on an interval or a cron expression","isDerived":false},"stepKind":"endpoint"},{"id":"-Lc0I7wqEVfKCDDHC8Jv","configuredProperties":{"bodyLoggingEnabled":"true","contextLoggingEnabled":"true"},"metadata":{"configured":"true"},"stepKind":"log","name":"Log"}]}],"continuousDeliveryState":{"test2":{"name":"test2","releaseTag":"i-LcXyw7GUFtBJfR_ylgtz","lastTaggedAt":1555365085713},"test3":{"name":"test3","releaseTag":"i-LcXyw7GUFtBJfR_ylguz","lastTaggedAt":1555365085713}}}}
			

インテグレーションを停止するためのエンドポイント




				このエンドポイントは、指定されたインテグレーションを停止します。
			
メソッドとエンドポイント

					PUT
				

				/public/integrations/{id}/deployments/stop
			
表7.6 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{id}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。停止するインテグレーションの名前または内部 ID。インテグレーション ID の検索方法 を参照してください。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは timer-to-log インテグレーションを停止します。
				

				/public/integrations/timer-to-log/deployments stop
			
生成されるもの

					application/json
				
応答の例

					204 ステータスコードのコンテンツがない
				

インテグレーションをエクスポートするためのエンドポイント




				このエンドポイントはインテグレーションをエクスポートします。エンドポイントが指定の環境に対してマーク付けされ、まだ 1 回もエクスポートされていないインテグレーションか、その環境に対して最後にマーク付けされた後にエクスポートされていないインテグレーションをエクスポートするのがデフォルトの挙動です。以下のいずれかを行う場合は、オプションを指定できます。
			
	
						Fuse Online 環境のすべてのインテグレーションをエクスポートし、指定の環境ラベルでタグ付けする。
					
	
						インテグレーションが最後にエクスポートされた後に、更新またはタグ付けされたかどうかに関わらず、指定した環境ラベルでタグ付けされたすべてのインテグレーションをエクスポートします。
					



				Fuse Online パブリック API エクスポートエンドポイントの呼び出し も参照してください。
			
メソッドとエンドポイント

					GET
				

				/public/integrations/{env}/export.zip
			
表7.7 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								multipart/form-data
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{env}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。Fuse Online コンソールで作成した環境ラベル。エンドポイントは、この環境に対してマーク付けされたインテグレーションをエクスポートします。
							

							 
	 
								クエリーパラメーター
							

							 
	 
								all=true
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								任意手順:Fuse Online 環境にあるすべてのインテグレーションをエクスポートする場合に、このオプションを指定します。エンドポイントは、各インテグレーションの現在のバージョンをエクスポートします。指定した環境に対してインテグレーションがマーク付けされていない場合は、エンドポイントによって指定の環境ラベルがインテグレーションに追加されます。環境ラベルがすでに作成されている必要があります。エンドポイントはラベルを作成できません。
							

							 
	 
								ignoreTimestamp=true
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								指定した環境ラベルでタグ付けされたすべてのインテグレーションをエクスポートします。インテグレーションが最後にエクスポートされた後にインテグレーションが編集およびタグ付けされたかどうかに関わらず、この操作を行います。
							

							 
	 
								追加のパラメーター
							

							 
	 
								-o export.zip
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								クエリーパラメーターを指定した場合は必須です。このオプションを指定しない場合、エクスポートされたインテグレーションは export.zip?all=true という名前のファイルに含まれます。
							

							 



リクエストの例

					最初の例では、エンドポイントは、test1 環境に対してマーク付けされ、まだ 1 回もエクスポートされていないインテグレーションか、その環境に対して最後にマーク付けされた後にエクスポートされていないインテグレーションをエクスポートします。
				

				/public/integrations/test1/export.zip
			

				以下の例では、エンドポイントは test1 環境に対してマーク付けされたすべてのインテグレーションをエクスポートします。前回エクスポートされた後にインテグレーションが更新されたかどうかは関係ありません。
			

				/public/integrations/test1/export.zip?ignoreTimestamp=true -o export.zip
			

				最後の例では、エンドポイントは各インテグレーションが test1 環境に対してマーク付けされていることを確かめ、export.zip ファイルのすべてのインテグレーションを返します。
			

				/public/integrations/test1/export.zip?all=true -o export.zip
			
生成されるもの

					application/octet-stream
				
応答

					エクスポートされたインテグレーションが含まれる export.zip ファイル。エクスポートするインテグレーションがない場合、エンドポイントは 204 の HTTP ステータスを返します。
				

インテグレーションをインポートするためのエンドポイント




				このエンドポイントは、提供されたファイルにあるインテグレーションをインポートします。Fuse Online パブリック REST API インポートエンドポイントの呼び出し も参照してください。
			
メソッドとエンドポイント

					POST
				

				/public/integrations
			
表7.8 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								multipart/form-data
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								追加のパラメーター
							

							 
	 
								data=@export.zip
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。これは、インポートするインテグレーションが含まれるファイルです。このファイルを取得するには、これまでにエクスポートエンドポイントを呼び出したことがある必要があります。
							

							 
	 
								environment={env}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。インポートされた各インテグレーションに追加する環境ラベル。環境ラベルがすでに作成されている必要があります。エンドポイントはラベルを作成できません。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは export.zip ファイルにあるインテグレーションをインポートし、testing 環境に対してインテグレーションをマーク付けします。
				

				/public/integrations -F data=@export.zip -F environment=testing --request POST
			
生成されるもの

					multipart/form-data
				
応答の例

					応答は、インテグレーションおよびコネクションなどのインポートされたリソースの一覧です。以下の例では、省略記号は応答の一部が省略されていることを示しています。
				

				{"lastImportedAt":1554888047271,"results":[{"id":"i-Lc0JLrsUFtBJfR_ylfEz","version":5,"createdAt":1554800274935,"updatedAt":0,"tags":["timer"],"name":"timer-to-log","flows":[{"id":"-Lc0I5AZEVfKCDDHC8Jv","steps":[{"id":"-Lc0I5jnEVfKCDDHC8Jv","configuredProperties":{"period":"900000"},"metadata":…​"description":"Trigger events based on an interval or a cron expression","isDerived":false},"stepKind":"endpoint"},{"id":"-Lc0I7wqEVfKCDDHC8Jv","configuredProperties":{"bodyLoggingEnabled":"true","contextLoggingEnabled":"true"},"metadata":{"configured":"true"},"stepKind":"log","name":"Log"}]}],"continuousDeliveryState":{"staging":{"name":"staging","releaseTag":"i-Lc5WI16UFtBJfR_ylgfz","lastTaggedAt":1554887553159},"test":{"name":"test","releaseTag":"i-Lc5WI16UFtBJfR_ylggz","lastTaggedAt":1554887553159,"lastExportedAt":1554887330152,"lastImportedAt":1554887859824}}}]}
			

特定のインテグレーションから環境ラベルを削除するためのエンドポイント




				このエンドポイントは、指定された環境ラベルを指定のインテグレーションから削除します。環境ラベル自体は引き続き存在しますが、指定されたインテグレーションのマーク付けが解除されます。
			
メソッドとエンドポイント

					DELETE
				

				/public/integrations/{id}/tags/{env}
			
表7.9 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{id}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須のパスパラメーター。マーク付けを解除するインテグレーションの名前または内部 ID。インテグレーション ID の検索方法 を参照してください。
							

							 
	 
								{env}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須のパスパラメーター。指定したインテグレーションから削除する環境ラベル。
							

							 
	 
								追加のパラメーター
							

							 
	 
								--request DELETE
							

							 	 
								 
							

							 	 
								DELETE メソッドを指定します。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは dev1 環境ラベルを timer-to-log インテグレーションから削除します。
				

				/public/integrations/timer-to-log/tags/dev1 --request DELETE
			
応答の例

					204 ステータスコードのコンテンツがない
				

環境ラベルを作成するためのエンドポイント




				このエンドポイントは環境ラベルを作成します。Fuse Online コンソールで、またはパブリック API エンドポイントを呼び出して明示的にマーク付けするまで、インテグレーションがこのラベルでマークが付けられることはありません。
			
メソッドとエンドポイント

					POST
				

				/public/environments/{env}
			
表7.10 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{env}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。作成する環境ラベル。
							

							 



生成されるもの

					何も生成しませんが、応答は以下のようになります。
				
	応答	説明
	 
								204 No Content
							

							 	 
								成功。
							

							 
	 
								400 Bad Request
							

							 	 
								指定した環境名がすでに存在します。
							

							 
	 
								5xx エラー
							

							 	 
								サーバーはリクエストに対応できません。
							

							 


リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントが dev1 環境ラベルを作成します。
				

				/public/environments/dev1 --request POST
			

				このエンドポイントを呼び出した Fuse Online 環境に、dev1 環境ラベルが存在するようになります。このラベルでマーク付けされたインテグレーションはまだありません。
			
応答の例

					応答ステータスコード 204 のコンテンツがない
				

環境ラベルの一覧を取得するためのエンドポイント




				このエンドポイントは、Fuse Online 環境に存在する環境ラベルの一覧を返します。Fuse Online コンソールで環境ラベルを作成します。CI/CD の環境ラベルの管理 を参照してください。
			
メソッドとエンドポイント

					GET
				

				/public/environments[?withUses=true]
			
表7.11 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								withUses
							

							 	 
								ブール値
							

							 	 
								任意手順:コマンドが withUses=true を指定している場合、エンドポイントは環境ラベルと、そのラベルでマーク付けされたインテグレーションの数を返します。指定されていない場合、または false に設定されている場合、エンドポイントは環境ラベルのみを返します。
							

							 



生成されるもの

					application/json
				
リクエストの例
	
						/public/environments
					

						応答の例: 
["env-label-1", "env-label-2"]
					

	
						/public/environments/?withUses=true
					

						応答の例: 
[{"name":"env-label-1","uses":1},
 {"name":"env-label-2","uses":0}]
					




環境ラベルを変更するためのエンドポイント




				このエンドポイントは環境ラベルを変更します。元の環境ラベルについてマーク付けされていたインテグレーションは、新しい環境ラベルに対してマーク付けされるようになります。
			
メソッドとエンドポイント

					PUT
				

				/public/environments/{env}
			
表7.12 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{env}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。変更する環境ラベル。
							

							 
	 
								追加のパラメーター
							

							 
	 
								-d {env}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。環境の新しいラベルを指定します。環境ラベルがすでに作成されている必要があります。エンドポイントはラベルを作成できません。
							

							 
	 
								--request PUT
							

							 	 
								 
							

							 	 
								PUT メソッドを指定します。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントが dev1 環境ラベルを dev2 に変更します。
				

				/public/environments/dev1 -d ‘dev2' --request PUT
			

				dev1 環境に対してマーク付けされていたインテグレーションのタグがなくなります。このインテグレーションは、dev2 環境に対してマーク付けされるようになります。
			
応答の例

					応答ステータスコード 204 のコンテンツがない
				

すべてのインテグレーションから環境ラベルを削除するためのエンドポイント




				このエンドポイントは、指定された環境ラベルが適用されている各インテグレーションからラベルを削除します。
			
メソッドとエンドポイント

					DELETE
				

				/public/environments/{env}
			
表7.13 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{env}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。インテグレーションから削除する環境ラベル。
							

							 
	 
								追加のパラメーター
							

							 
	 
								--request DELETE
							

							 	 
								 
							

							 	 
								DELETE メソッドを指定します。
							

							 



リクエストの例

					以下の例では、エンドポイントは dev1 タグを持つインテグレーションからそれを削除します。
				

				/public/environments/dev1 --request DELETE
			
応答の例

					応答ステータスコード 204 のコンテンツがない
				

コネクションのプロパティーを変更するためのエンドポイント




				このエンドポイントは、指定されたコネクションのプロパティーを変更します。これは、設定が必要なコネクションがあるインテグレーションをインポートした後に役立ちます。たとえば、コネクションが使用するクレデンシャルを変更する必要がある場合などが該当します。
			
メソッドとエンドポイント

					POST
				

				​/public​/connections​/{id}​/properties
			
表7.14 パラメーター
	名前	タイプ	説明
	 
								必須のヘッダーパラメーター
							

							 
	 
								-H "Content-Type: <media-type>"
							

							 	 
								application/json
							

							 	 
								エンドポイントが必要とするメディアタイプ。
							

							 
	 
								-H "SYNDESIS-XSRF-TOKEN: awesome"
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								認証に必要です。
							

							 
	 
								-H 'Authorization: Bearer <token> '
							

							 	 
								カスタム
							

							 	 
								Fuse Online のパブリック REST API を公開する OpenShift サービスアカウントのシークレットトークン。パブリック REST API エンドポイントを呼び出すためのシークレットトークンの取得 を参照してください。
							

							 
	 
								パスパラメーター
							

							 
	 
								{id}
							

							 	 
								文字列
							

							 	 
								必須。{id} を、プロパティーを変更するコネクションの ID に置き換えます。コネクション ID については、以下のいずれかを指定します。
							

							 	
										コネクションの名前 (例: PostgresDB)。コネクション名にスペースまたは特殊文字がある場合は、HTML エスケープ文字を指定する必要があります。
									
	
										コネクションの詳細を表示したときの Fuse Online コンソール URL の内部コネクション ID。コネクションの詳細を表示するには、左側のナビゲーションパネルで Connections をクリックします。次に、詳細を表示するコネクションをクリックします。ブラウザーにコネクションの詳細が表示されると、URL の末尾に /connections/i-LaupI8XznJ4LcuWwiwaz のような内容が表示されます。このコネクションの ID は i-LaupI8XznJ4LcuWwiwaz です。
									



							 



リクエストの例

					以下の例では、PostgresDB コネクションのプロパティーを変更します。user プロパティーの新しい値は myuser で、password プロパティーの新しい値は mypassword です。
				

				/public/connections/PostgresDB/properties --request POST -d '{ "user": "myuser", "password": "mypassword" }'
			
生成されるもの

					application/json
				
応答の例

					この例では、省略記号は応答の大部分が省略されていることを表しています。
				

				{"uses":0,"id":"i-LaOziUGpQE45nua4pfCz","name":"TODO app","configuredProperties":{"password":"»ENC:c2cb731046372a275b76beabc92aefa061f79b43fb791fb599d9e85ec0235a7e","basePath":"/api","host":"http://todo-syndesis.my-minishift.syndesis.io/","specification":…​"userId":"admin","lastUpdated":1555365796629,"createdDate":1553066813379,"board":{"id":"i-Lbj4-vqUFtBJfR_ylfCz","metadata":{"connector-id":"i-LaOzcPZpQE45nua4pfBz","connector-version-latest":"1","connector-version-connection":"1"},"messages":[{"level":"WARN","code":"SYNDESIS007"}],"createdAt":1554494263030,"updatedAt":1554494263727,"targetResourceId":"i-LaOziUGpQE45nua4pfCz","notices":0,"warnings":1,"errors":0},"isDerived":false}
			


第8章 Fuse Online ユーザーインターフェイスのカスタマイズ




			Fuse Online のアプリケーション名、ロゴ、アイコン、およびその他のユーザーインターフェイスの詳細を置き換えて、Fuse Online をカスタマイズできます。これは、syndesis-ui デプロイメントファイルの ConfigMap オブジェクトとしてカスタマイズされたリソースをマウントして行います。
		
前提条件
	
					お客様が管理する環境のオンサイトの OpenShift Container Platform に Fuse Online がインストールされ、稼働中である必要があります。
				
	
					oc クライアントツールは、Fuse Online がインストールされている OCP クラスターに接続されている必要があります。
				
	
					ユーザーが Fuse Online をインストールできる権限を持っている必要があります。
				


手順
	
					以下のコマンドを実行して、Fuse Online がインストールされている syndesis-ui Pod の名前を取得します。
				

					oc get pods
				

	
					以下のコマンドを実行して、カスタマイズ可能なロゴ、アイコン、フォント、および背景を取得します。その際、SYNDESIS_UI_POD_NAME を syndesis-ui を実行している Pod の実際の名前に置き換えます。
				

					oc rsync SYNDESIS_UI_POD_NAME:/opt/app-root/src/static/media ~/
				

					これにより、~/media/ フォルダーにユーザーインターフェイスリソースが追加されます。
				

	
					ヘッダーロゴが含まれるファイル ~/media/syndesis_logo_full_darkbkg.9c467d96.svg を編集し、保存します。
				
	
					更新されたロゴファイルが含まれる ConfigMap オブジェクトを作成して、変更したファイルをクラスターにアップロードします。
				
cd ~/
oc create configmap syndesis-ui-custom-logo --from-file=media/syndesis_logo_full_darkbkg.9c467d96.svg

	
					syndesis-ui デプロイメントファイルを変更して、syndesis-ui-custom-logo ConfigMap オブジェクトをマウントします。これには、oc edit dc/syndesis-ui を呼び出すか、OpenShift Web コンソールを使用して Applications > Deployments > syndesis-ui > Actions > Edit YAML と選択します。
				
	
							spec.template.containers.volumeMounts の下に以下を追加します。
						
-name: syndesis-ui-custom-logo-volume
 mountPath: /opt/app-root/src/static/media/syndesis_logo_full_darkbkg.9c467d96.svg
 subPath: syndesis_logo_full_darkbkg.9c467d96.svg

	
							spec.template.volumes の下に以下を追加します。
						
-name: syndesis-ui-custom-logo-volume
 configMap:
  name: syndesis-ui-custom-logo

	
							syndesis-ui デプロイメントファイルを保存します。
						



	
					`~/media フォルダーにあるカスタマイズしたい各ファイルについて、ステップ 3 から 5 を繰り返します。
				
	
					アプリケーションタイトルが含まれるファイルを編集および保存します。
				
	
							ファイルを更新するディレクトリーを作成します。
						

							mkdir ~/syndesis-custom/src
						

	
							以下のコマンドを実行して、アプリケーションタイトルを取得します。その際、SYNDESIS_UI_POD_NAME は syndesis-ui を実行している Pod の実際の名前に置き換えます。
						
oc rsync SYNDESIS_UI_POD_NAME:/opt/app-root/src/index.html ~/syndesis-custom/src

	
							アプリケーションタイトルを置き換えます。以下に例を示します。
						
sed -i 's/<title>.*<\/title>/<title>NEW_TITLE<\/title>/g' ~/syndesis-custom/src/index.html




	
					更新されたファイルが含まれる ConfigMap オブジェクトを作成して、変更したアプリケーションタイトルファイルをクラスターにアップロードします。
				
cd ~/syndesis-custom/src
oc create configmap syndesis-ui-custom-index --from-file=index.html

	
					syndesis-ui-custom-index ConfigMap オブジェクトをマウントして、syndesis-ui デプロイメントファイルを変更します。
				
	
							spec.template.containers.volumeMounts の下に以下を追加します。
						
-name: syndesis-ui-custom-vindex-olume
 mountPath: /opt/app-root/src/index.html
 subPath: index.html

	
							spec.template.volumes の下に以下を追加します。
						
-name: syndesis-ui-custom-index-volume
 configMap:
  name: syndesis-ui-custom-index

	
							syndesis-ui デプロイメントファイルを保存します。
						





結果

				syndesis-ui デプロイメントファイルを保存すると、変更内容を反映したユーザーインターフェイスで Fuse Online が自動的に再デプロイされます。Fuse Online の後続の再デプロイメントでも、変更内容が反映されます。
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# Highlight.js

Highlight.js — это подсветчик синтаксиса, написанный на JavaScript. Он работает
и в браузере, и на сервере. Он работает с практически любой HTML разметкой, не
зависит от каких-либо фреймворков и умеет автоматически определять язык.


## Начало работы

Минимум, что нужно сделать для использования highlight.js на веб-странице — это
подключить библиотеку, CSS-стили и вызывать [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

Библиотека найдёт и раскрасит код внутри тегов `<pre><code>`, попытавшись
автоматически определить язык. Когда автоопределение не срабатывает, можно явно
указать язык в атрибуте class:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

Список поддерживаемых классов языков доступен в [справочнике по классам][8].
Класс также можно предваоить префиксами `language-` или `lang-`.

Чтобы отключить подсветку для какого-то блока, используйте класс `nohighlight`:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Инициализация вручную

Чтобы иметь чуть больше контроля за инициализацией подсветки, вы можете
использовать функции [`highlightBlock`][2] и [`configure`][3]. Таким образом
можно управлять тем, *что* подсвечивать и *когда*.

Вот пример инициализация, эквивалентной вызову [`initHighlightingOnLoad`][1], но
с использованием jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

Вы можете использовать любые теги разметки вместо `<pre><code>`. Если
используете контейнер, не сохраняющий переводы строк, вам нужно сказать
highlight.js использовать для них тег `<br>`:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

Другие опции можно найти в документации функции [`configure`][3].


## Установка библиотеки

Highlight.js можно использовать в браузере прямо с CDN хостинга или скачать
индивидуальную сборку, а также установив модуль на сервере. На
[страница загрузки][4] подробно описаны все варианты.

Обратите внимание, что библиотека не предназначена для использования в виде
исходного кода на GitHub, а требует отдельной сборки. Если вам не подходит ни
один из готовых вариантов, читайте [документацию по сборке][5].


## Лицензия

Highlight.js распространяется под лицензией BSD. Подробнее читайте файл
[LICENSE][10].


## Ссылки

Официальный сайт билиотеки расположен по адресу <https://highlightjs.org/>.

Более подробная документация по API и другим темам расположена на
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Авторы и контрибьютора перечислена в файле [AUTHORS.ru.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.ru.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! jQuery v1.7.1 jquery.com | jquery.org/license */
(function(a,b){function cy(a){return f.isWindow(a)?a:a.nodeType===9?a.defaultView||a.parentWindow:!1}function cv(a){if(!ck[a]){var b=c.body,d=f("<"+a+">").appendTo(b),e=d.css("display");d.remove();if(e==="none"||e===""){cl||(cl=c.createElement("iframe"),cl.frameBorder=cl.width=cl.height=0),b.appendChild(cl);if(!cm||!cl.createElement)cm=(cl.contentWindow||cl.contentDocument).document,cm.write((c.compatMode==="CSS1Compat"?"<!doctype html>":"")+"<html><body>"),cm.close();d=cm.createElement(a),cm.body.appendChild(d),e=f.css(d,"display"),b.removeChild(cl)}ck[a]=e}return ck[a]}function cu(a,b){var c={};f.each(cq.concat.apply([],cq.slice(0,b)),function(){c[this]=a});return c}function ct(){cr=b}function cs(){setTimeout(ct,0);return cr=f.now()}function cj(){try{return new a.ActiveXObject("Microsoft.XMLHTTP")}catch(b){}}function ci(){try{return new a.XMLHttpRequest}catch(b){}}function cc(a,c){a.dataFilter&&(c=a.dataFilter(c,a.dataType));var d=a.dataTypes,e={},g,h,i=d.length,j,k=d[0],l,m,n,o,p;for(g=1;g<i;g++){if(g===1)for(h in a.converters)typeof h=="string"&&(e[h.toLowerCase()]=a.converters[h]);l=k,k=d[g];if(k==="*")k=l;else if(l!=="*"&&l!==k){m=l+" "+k,n=e[m]||e["* "+k];if(!n){p=b;for(o in e){j=o.split(" ");if(j[0]===l||j[0]==="*"){p=e[j[1]+" "+k];if(p){o=e[o],o===!0?n=p:p===!0&&(n=o);break}}}}!n&&!p&&f.error("No conversion from "+m.replace(" "," to ")),n!==!0&&(c=n?n(c):p(o(c)))}}return c}function cb(a,c,d){var e=a.contents,f=a.dataTypes,g=a.responseFields,h,i,j,k;for(i in g)i in d&&(c[g[i]]=d[i]);while(f[0]==="*")f.shift(),h===b&&(h=a.mimeType||c.getResponseHeader("content-type"));if(h)for(i in e)if(e[i]&&e[i].test(h)){f.unshift(i);break}if(f[0]in d)j=f[0];else{for(i in d){if(!f[0]||a.converters[i+" "+f[0]]){j=i;break}k||(k=i)}j=j||k}if(j){j!==f[0]&&f.unshift(j);return d[j]}}function ca(a,b,c,d){if(f.isArray(b))f.each(b,function(b,e){c||bE.test(a)?d(a,e):ca(a+"["+(typeof e=="object"||f.isArray(e)?b:"")+"]",e,c,d)});else if(!c&&b!=null&&typeof b=="object")for(var e in b)ca(a+"["+e+"]",b[e],c,d);else d(a,b)}function b_(a,c){var d,e,g=f.ajaxSettings.flatOptions||{};for(d in c)c[d]!==b&&((g[d]?a:e||(e={}))[d]=c[d]);e&&f.extend(!0,a,e)}function b$(a,c,d,e,f,g){f=f||c.dataTypes[0],g=g||{},g[f]=!0;var h=a[f],i=0,j=h?h.length:0,k=a===bT,l;for(;i<j&&(k||!l);i++)l=h[i](c,d,e),typeof l=="string"&&(!k||g[l]?l=b:(c.dataTypes.unshift(l),l=b$(a,c,d,e,l,g)));(k||!l)&&!g["*"]&&(l=b$(a,c,d,e,"*",g));return l}function bZ(a){return function(b,c){typeof b!="string"&&(c=b,b="*");if(f.isFunction(c)){var d=b.toLowerCase().split(bP),e=0,g=d.length,h,i,j;for(;e<g;e++)h=d[e],j=/^\+/.test(h),j&&(h=h.substr(1)||"*"),i=a[h]=a[h]||[],i[j?"unshift":"push"](c)}}}function bC(a,b,c){var d=b==="width"?a.offsetWidth:a.offsetHeight,e=b==="width"?bx:by,g=0,h=e.length;if(d>0){if(c!=="border")for(;g<h;g++)c||(d-=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0),c==="margin"?d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0:d-=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0;return d+"px"}d=bz(a,b,b);if(d<0||d==null)d=a.style[b]||0;d=parseFloat(d)||0;if(c)for(;g<h;g++)d+=parseFloat(f.css(a,"padding"+e[g]))||0,c!=="padding"&&(d+=parseFloat(f.css(a,"border"+e[g]+"Width"))||0),c==="margin"&&(d+=parseFloat(f.css(a,c+e[g]))||0);return d+"px"}function bp(a,b){b.src?f.ajax({url:b.src,async:!1,dataType:"script"}):f.globalEval((b.text||b.textContent||b.innerHTML||"").replace(bf,"/*$0*/")),b.parentNode&&b.parentNode.removeChild(b)}function bo(a){var b=c.createElement("div");bh.appendChild(b),b.innerHTML=a.outerHTML;return b.firstChild}function bn(a){var b=(a.nodeName||"").toLowerCase();b==="input"?bm(a):b!=="script"&&typeof a.getElementsByTagName!="undefined"&&f.grep(a.getElementsByTagName("input"),bm)}function bm(a){if(a.type==="checkbox"||a.type==="radio")a.defaultChecked=a.checked}function bl(a){return typeof a.getElementsByTagName!="undefined"?a.getElementsByTagName("*"):typeof a.querySelectorAll!="undefined"?a.querySelectorAll("*"):[]}function bk(a,b){var c;if(b.nodeType===1){b.clearAttributes&&b.clearAttributes(),b.mergeAttributes&&b.mergeAttributes(a),c=b.nodeName.toLowerCase();if(c==="object")b.outerHTML=a.outerHTML;else if(c!=="input"||a.type!=="checkbox"&&a.type!=="radio"){if(c==="option")b.selected=a.defaultSelected;else if(c==="input"||c==="textarea")b.defaultValue=a.defaultValue}else a.checked&&(b.defaultChecked=b.checked=a.checked),b.value!==a.value&&(b.value=a.value);b.removeAttribute(f.expando)}}function bj(a,b){if(b.nodeType===1&&!!f.hasData(a)){var c,d,e,g=f._data(a),h=f._data(b,g),i=g.events;if(i){delete h.handle,h.events={};for(c in i)for(d=0,e=i[c].length;d<e;d++)f.event.add(b,c+(i[c][d].namespace?".":"")+i[c][d].namespace,i[c][d],i[c][d].data)}h.data&&(h.data=f.extend({},h.data))}}function bi(a,b){return f.nodeName(a,"table")?a.getElementsByTagName("tbody")[0]||a.appendChild(a.ownerDocument.createElement("tbody")):a}function U(a){var b=V.split("|"),c=a.createDocumentFragment();if(c.createElement)while(b.length)c.createElement(b.pop());return c}function T(a,b,c){b=b||0;if(f.isFunction(b))return f.grep(a,function(a,d){var e=!!b.call(a,d,a);return e===c});if(b.nodeType)return f.grep(a,function(a,d){return a===b===c});if(typeof b=="string"){var d=f.grep(a,function(a){return a.nodeType===1});if(O.test(b))return f.filter(b,d,!c);b=f.filter(b,d)}return f.grep(a,function(a,d){return f.inArray(a,b)>=0===c})}function S(a){return!a||!a.parentNode||a.parentNode.nodeType===11}function K(){return!0}function J(){return!1}function n(a,b,c){var d=b+"defer",e=b+"queue",g=b+"mark",h=f._data(a,d);h&&(c==="queue"||!f._data(a,e))&&(c==="mark"||!f._data(a,g))&&setTimeout(function(){!f._data(a,e)&&!f._data(a,g)&&(f.removeData(a,d,!0),h.fire())},0)}function m(a){for(var b in a){if(b==="data"&&f.isEmptyObject(a[b]))continue;if(b!=="toJSON")return!1}return!0}function l(a,c,d){if(d===b&&a.nodeType===1){var e="data-"+c.replace(k,"-$1").toLowerCase();d=a.getAttribute(e);if(typeof d=="string"){try{d=d==="true"?!0:d==="false"?!1:d==="null"?null:f.isNumeric(d)?parseFloat(d):j.test(d)?f.parseJSON(d):d}catch(g){}f.data(a,c,d)}else d=b}return d}function h(a){var b=g[a]={},c,d;a=a.split(/\s+/);for(c=0,d=a.length;c<d;c++)b[a[c]]=!0;return b}var c=a.document,d=a.navigator,e=a.location,f=function(){function J(){if(!e.isReady){try{c.documentElement.doScroll("left")}catch(a){setTimeout(J,1);return}e.ready()}}var e=function(a,b){return new e.fn.init(a,b,h)},f=a.jQuery,g=a.$,h,i=/^(?:[^#<]*(<[\w\W]+>)[^>]*$|#([\w\-]*)$)/,j=/\S/,k=/^\s+/,l=/\s+$/,m=/^<(\w+)\s*\/?>(?:<\/\1>)?$/,n=/^[\],:{}\s]*$/,o=/\\(?:["\\\/bfnrt]|u[0-9a-fA-F]{4})/g,p=/"[^"\\\n\r]*"|true|false|null|-?\d+(?:\.\d*)?(?:[eE][+\-]?\d+)?/g,q=/(?:^|:|,)(?:\s*\[)+/g,r=/(webkit)[ \/]([\w.]+)/,s=/(opera)(?:.*version)?[ \/]([\w.]+)/,t=/(msie) ([\w.]+)/,u=/(mozilla)(?:.*? rv:([\w.]+))?/,v=/-([a-z]|[0-9])/ig,w=/^-ms-/,x=function(a,b){return(b+"").toUpperCase()},y=d.userAgent,z,A,B,C=Object.prototype.toString,D=Object.prototype.hasOwnProperty,E=Array.prototype.push,F=Array.prototype.slice,G=String.prototype.trim,H=Array.prototype.indexOf,I={};e.fn=e.prototype={constructor:e,init:function(a,d,f){var g,h,j,k;if(!a)return this;if(a.nodeType){this.context=this[0]=a,this.length=1;return this}if(a==="body"&&!d&&c.body){this.context=c,this[0]=c.body,this.selector=a,this.length=1;return this}if(typeof a=="string"){a.charAt(0)!=="<"||a.charAt(a.length-1)!==">"||a.length<3?g=i.exec(a):g=[null,a,null];if(g&&(g[1]||!d)){if(g[1]){d=d instanceof e?d[0]:d,k=d?d.ownerDocument||d:c,j=m.exec(a),j?e.isPlainObject(d)?(a=[c.createElement(j[1])],e.fn.attr.call(a,d,!0)):a=[k.createElement(j[1])]:(j=e.buildFragment([g[1]],[k]),a=(j.cacheable?e.clone(j.fragment):j.fragment).childNodes);return e.merge(this,a)}h=c.getElementById(g[2]);if(h&&h.parentNode){if(h.id!==g[2])return f.find(a);this.length=1,this[0]=h}this.context=c,this.selector=a;return this}return!d||d.jquery?(d||f).find(a):this.constructor(d).find(a)}if(e.isFunction(a))return f.ready(a);a.selector!==b&&(this.selector=a.selector,this.context=a.context);return e.makeArray(a,this)},selector:"",jquery:"1.7.1",length:0,size:function(){return this.length},toArray:function(){return F.call(this,0)},get:function(a){return a==null?this.toArray():a<0?this[this.length+a]:this[a]},pushStack:function(a,b,c){var d=this.constructor();e.isArray(a)?E.apply(d,a):e.merge(d,a),d.prevObject=this,d.context=this.context,b==="find"?d.selector=this.selector+(this.selector?" ":"")+c:b&&(d.selector=this.selector+"."+b+"("+c+")");return d},each:function(a,b){return e.each(this,a,b)},ready:function(a){e.bindReady(),A.add(a);return this},eq:function(a){a=+a;return a===-1?this.slice(a):this.slice(a,a+1)},first:function(){return this.eq(0)},last:function(){return this.eq(-1)},slice:function(){return this.pushStack(F.apply(this,arguments),"slice",F.call(arguments).join(","))},map:function(a){return this.pushStack(e.map(this,function(b,c){return a.call(b,c,b)}))},end:function(){return this.prevObject||this.constructor(null)},push:E,sort:[].sort,splice:[].splice},e.fn.init.prototype=e.fn,e.extend=e.fn.extend=function(){var a,c,d,f,g,h,i=arguments[0]||{},j=1,k=arguments.length,l=!1;typeof i=="boolean"&&(l=i,i=arguments[1]||{},j=2),typeof i!="object"&&!e.isFunction(i)&&(i={}),k===j&&(i=this,--j);for(;j<k;j++)if((a=arguments[j])!=null)for(c in a){d=i[c],f=a[c];if(i===f)continue;l&&f&&(e.isPlainObject(f)||(g=e.isArray(f)))?(g?(g=!1,h=d&&e.isArray(d)?d:[]):h=d&&e.isPlainObject(d)?d:{},i[c]=e.extend(l,h,f)):f!==b&&(i[c]=f)}return i},e.extend({noConflict:function(b){a.$===e&&(a.$=g),b&&a.jQuery===e&&(a.jQuery=f);return e},isReady:!1,readyWait:1,holdReady:function(a){a?e.readyWait++:e.ready(!0)},ready:function(a){if(a===!0&&!--e.readyWait||a!==!0&&!e.isReady){if(!c.body)return setTimeout(e.ready,1);e.isReady=!0;if(a!==!0&&--e.readyWait>0)return;A.fireWith(c,[e]),e.fn.trigger&&e(c).trigger("ready").off("ready")}},bindReady:function(){if(!A){A=e.Callbacks("once memory");if(c.readyState==="complete")return setTimeout(e.ready,1);if(c.addEventListener)c.addEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),a.addEventListener("load",e.ready,!1);else if(c.attachEvent){c.attachEvent("onreadystatechange",B),a.attachEvent("onload",e.ready);var b=!1;try{b=a.frameElement==null}catch(d){}c.documentElement.doScroll&&b&&J()}}},isFunction:function(a){return e.type(a)==="function"},isArray:Array.isArray||function(a){return e.type(a)==="array"},isWindow:function(a){return a&&typeof a=="object"&&"setInterval"in a},isNumeric:function(a){return!isNaN(parseFloat(a))&&isFinite(a)},type:function(a){return a==null?String(a):I[C.call(a)]||"object"},isPlainObject:function(a){if(!a||e.type(a)!=="object"||a.nodeType||e.isWindow(a))return!1;try{if(a.constructor&&!D.call(a,"constructor")&&!D.call(a.constructor.prototype,"isPrototypeOf"))return!1}catch(c){return!1}var d;for(d in a);return d===b||D.call(a,d)},isEmptyObject:function(a){for(var b in a)return!1;return!0},error:function(a){throw new Error(a)},parseJSON:function(b){if(typeof b!="string"||!b)return null;b=e.trim(b);if(a.JSON&&a.JSON.parse)return a.JSON.parse(b);if(n.test(b.replace(o,"@").replace(p,"]").replace(q,"")))return(new Function("return "+b))();e.error("Invalid JSON: "+b)},parseXML:function(c){var d,f;try{a.DOMParser?(f=new DOMParser,d=f.parseFromString(c,"text/xml")):(d=new ActiveXObject("Microsoft.XMLDOM"),d.async="false",d.loadXML(c))}catch(g){d=b}(!d||!d.documentElement||d.getElementsByTagName("parsererror").length)&&e.error("Invalid XML: "+c);return d},noop:function(){},globalEval:function(b){b&&j.test(b)&&(a.execScript||function(b){a.eval.call(a,b)})(b)},camelCase:function(a){return a.replace(w,"ms-").replace(v,x)},nodeName:function(a,b){return a.nodeName&&a.nodeName.toUpperCase()===b.toUpperCase()},each:function(a,c,d){var f,g=0,h=a.length,i=h===b||e.isFunction(a);if(d){if(i){for(f in a)if(c.apply(a[f],d)===!1)break}else for(;g<h;)if(c.apply(a[g++],d)===!1)break}else if(i){for(f in a)if(c.call(a[f],f,a[f])===!1)break}else for(;g<h;)if(c.call(a[g],g,a[g++])===!1)break;return a},trim:G?function(a){return a==null?"":G.call(a)}:function(a){return a==null?"":(a+"").replace(k,"").replace(l,"")},makeArray:function(a,b){var c=b||[];if(a!=null){var d=e.type(a);a.length==null||d==="string"||d==="function"||d==="regexp"||e.isWindow(a)?E.call(c,a):e.merge(c,a)}return c},inArray:function(a,b,c){var d;if(b){if(H)return H.call(b,a,c);d=b.length,c=c?c<0?Math.max(0,d+c):c:0;for(;c<d;c++)if(c in b&&b[c]===a)return c}return-1},merge:function(a,c){var d=a.length,e=0;if(typeof c.length=="number")for(var f=c.length;e<f;e++)a[d++]=c[e];else while(c[e]!==b)a[d++]=c[e++];a.length=d;return a},grep:function(a,b,c){var d=[],e;c=!!c;for(var f=0,g=a.length;f<g;f++)e=!!b(a[f],f),c!==e&&d.push(a[f]);return d},map:function(a,c,d){var f,g,h=[],i=0,j=a.length,k=a instanceof e||j!==b&&typeof j=="number"&&(j>0&&a[0]&&a[j-1]||j===0||e.isArray(a));if(k)for(;i<j;i++)f=c(a[i],i,d),f!=null&&(h[h.length]=f);else for(g in a)f=c(a[g],g,d),f!=null&&(h[h.length]=f);return h.concat.apply([],h)},guid:1,proxy:function(a,c){if(typeof c=="string"){var d=a[c];c=a,a=d}if(!e.isFunction(a))return b;var f=F.call(arguments,2),g=function(){return a.apply(c,f.concat(F.call(arguments)))};g.guid=a.guid=a.guid||g.guid||e.guid++;return g},access:function(a,c,d,f,g,h){var i=a.length;if(typeof c=="object"){for(var j in c)e.access(a,j,c[j],f,g,d);return a}if(d!==b){f=!h&&f&&e.isFunction(d);for(var k=0;k<i;k++)g(a[k],c,f?d.call(a[k],k,g(a[k],c)):d,h);return a}return i?g(a[0],c):b},now:function(){return(new Date).getTime()},uaMatch:function(a){a=a.toLowerCase();var b=r.exec(a)||s.exec(a)||t.exec(a)||a.indexOf("compatible")<0&&u.exec(a)||[];return{browser:b[1]||"",version:b[2]||"0"}},sub:function(){function a(b,c){return new a.fn.init(b,c)}e.extend(!0,a,this),a.superclass=this,a.fn=a.prototype=this(),a.fn.constructor=a,a.sub=this.sub,a.fn.init=function(d,f){f&&f instanceof e&&!(f instanceof a)&&(f=a(f));return e.fn.init.call(this,d,f,b)},a.fn.init.prototype=a.fn;var b=a(c);return a},browser:{}}),e.each("Boolean Number String Function Array Date RegExp Object".split(" "),function(a,b){I["[object "+b+"]"]=b.toLowerCase()}),z=e.uaMatch(y),z.browser&&(e.browser[z.browser]=!0,e.browser.version=z.version),e.browser.webkit&&(e.browser.safari=!0),j.test(" ")&&(k=/^[\s\xA0]+/,l=/[\s\xA0]+$/),h=e(c),c.addEventListener?B=function(){c.removeEventListener("DOMContentLoaded",B,!1),e.ready()}:c.attachEvent&&(B=function(){c.readyState==="complete"&&(c.detachEvent("onreadystatechange",B),e.ready())});return e}(),g={};f.Callbacks=function(a){a=a?g[a]||h(a):{};var c=[],d=[],e,i,j,k,l,m=function(b){var d,e,g,h,i;for(d=0,e=b.length;d<e;d++)g=b[d],h=f.type(g),h==="array"?m(g):h==="function"&&(!a.unique||!o.has(g))&&c.push(g)},n=function(b,f){f=f||[],e=!a.memory||[b,f],i=!0,l=j||0,j=0,k=c.length;for(;c&&l<k;l++)if(c[l].apply(b,f)===!1&&a.stopOnFalse){e=!0;break}i=!1,c&&(a.once?e===!0?o.disable():c=[]:d&&d.length&&(e=d.shift(),o.fireWith(e[0],e[1])))},o={add:function(){if(c){var a=c.length;m(arguments),i?k=c.length:e&&e!==!0&&(j=a,n(e[0],e[1]))}return this},remove:function(){if(c){var b=arguments,d=0,e=b.length;for(;d<e;d++)for(var f=0;f<c.length;f++)if(b[d]===c[f]){i&&f<=k&&(k--,f<=l&&l--),c.splice(f--,1);if(a.unique)break}}return this},has:function(a){if(c){var b=0,d=c.length;for(;b<d;b++)if(a===c[b])return!0}return!1},empty:function(){c=[];return this},disable:function(){c=d=e=b;return this},disabled:function(){return!c},lock:function(){d=b,(!e||e===!0)&&o.disable();return this},locked:function(){return!d},fireWith:function(b,c){d&&(i?a.once||d.push([b,c]):(!a.once||!e)&&n(b,c));return this},fire:function(){o.fireWith(this,arguments);return this},fired:function(){return!!e}};return o};var i=[].slice;f.extend({Deferred:function(a){var b=f.Callbacks("once memory"),c=f.Callbacks("once memory"),d=f.Callbacks("memory"),e="pending",g={resolve:b,reject:c,notify:d},h={done:b.add,fail:c.add,progress:d.add,state:function(){return e},isResolved:b.fired,isRejected:c.fired,then:function(a,b,c){i.done(a).fail(b).progress(c);return this},always:function(){i.done.apply(i,arguments).fail.apply(i,arguments);return this},pipe:function(a,b,c){return f.Deferred(function(d){f.each({done:[a,"resolve"],fail:[b,"reject"],progress:[c,"notify"]},function(a,b){var c=b[0],e=b[1],g;f.isFunction(c)?i[a](function(){g=c.apply(this,arguments),g&&f.isFunction(g.promise)?g.promise().then(d.resolve,d.reject,d.notify):d[e+"With"](this===i?d:this,[g])}):i[a](d[e])})}).promise()},promise:function(a){if(a==null)a=h;else for(var b in h)a[b]=h[b];return a}},i=h.promise({}),j;for(j in g)i[j]=g[j].fire,i[j+"With"]=g[j].fireWith;i.done(function(){e="resolved"},c.disable,d.lock).fail(function(){e="rejected"},b.disable,d.lock),a&&a.call(i,i);return i},when:function(a){function m(a){return function(b){e[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):b,j.notifyWith(k,e)}}function l(a){return function(c){b[a]=arguments.length>1?i.call(arguments,0):c,--g||j.resolveWith(j,b)}}var b=i.call(arguments,0),c=0,d=b.length,e=Array(d),g=d,h=d,j=d<=1&&a&&f.isFunction(a.promise)?a:f.Deferred(),k=j.promise();if(d>1){for(;c<d;c++)b[c]&&b[c].promise&&f.isFunction(b[c].promise)?b[c].promise().then(l(c),j.reject,m(c)):--g;g||j.resolveWith(j,b)}else j!==a&&j.resolveWith(j,d?[a]:[]);return k}}),f.support=function(){var b,d,e,g,h,i,j,k,l,m,n,o,p,q=c.createElement("div"),r=c.documentElement;q.setAttribute("className","t"),q.innerHTML="   <link/><table></table><a href='/a' style='top:1px;float:left;opacity:.55;'>a</a><input type='checkbox'/>",d=q.getElementsByTagName("*"),e=q.getElementsByTagName("a")[0];if(!d||!d.length||!e)return{};g=c.createElement("select"),h=g.appendChild(c.createElement("option")),i=q.getElementsByTagName("input")[0],b={leadingWhitespace:q.firstChild.nodeType===3,tbody:!q.getElementsByTagName("tbody").length,htmlSerialize:!!q.getElementsByTagName("link").length,style:/top/.test(e.getAttribute("style")),hrefNormalized:e.getAttribute("href")==="/a",opacity:/^0.55/.test(e.style.opacity),cssFloat:!!e.style.cssFloat,checkOn:i.value==="on",optSelected:h.selected,getSetAttribute:q.className!=="t",enctype:!!c.createElement("form").enctype,html5Clone:c.createElement("nav").cloneNode(!0).outerHTML!=="<:nav></:nav>",submitBubbles:!0,changeBubbles:!0,focusinBubbles:!1,deleteExpando:!0,noCloneEvent:!0,inlineBlockNeedsLayout:!1,shrinkWrapBlocks:!1,reliableMarginRight:!0},i.checked=!0,b.noCloneChecked=i.cloneNode(!0).checked,g.disabled=!0,b.optDisabled=!h.disabled;try{delete q.test}catch(s){b.deleteExpando=!1}!q.addEventListener&&q.attachEvent&&q.fireEvent&&(q.attachEvent("onclick",function(){b.noCloneEvent=!1}),q.cloneNode(!0).fireEvent("onclick")),i=c.createElement("input"),i.value="t",i.setAttribute("type","radio"),b.radioValue=i.value==="t",i.setAttribute("checked","checked"),q.appendChild(i),k=c.createDocumentFragment(),k.appendChild(q.lastChild),b.checkClone=k.cloneNode(!0).cloneNode(!0).lastChild.checked,b.appendChecked=i.checked,k.removeChild(i),k.appendChild(q),q.innerHTML="",a.getComputedStyle&&(j=c.createElement("div"),j.style.width="0",j.style.marginRight="0",q.style.width="2px",q.appendChild(j),b.reliableMarginRight=(parseInt((a.getComputedStyle(j,null)||{marginRight:0}).marginRight,10)||0)===0);if(q.attachEvent)for(o in{submit:1,change:1,focusin:1})n="on"+o,p=n in q,p||(q.setAttribute(n,"return;"),p=typeof q[n]=="function"),b[o+"Bubbles"]=p;k.removeChild(q),k=g=h=j=q=i=null,f(function(){var a,d,e,g,h,i,j,k,m,n,o,r=c.getElementsByTagName("body")[0];!r||(j=1,k="position:absolute;top:0;left:0;width:1px;height:1px;margin:0;",m="visibility:hidden;border:0;",n="style='"+k+"border:5px solid #000;padding:0;'",o="<div "+n+"><div></div></div>"+"<table "+n+" cellpadding='0' cellspacing='0'>"+"<tr><td></td></tr></table>",a=c.createElement("div"),a.style.cssText=m+"width:0;height:0;position:static;top:0;margin-top:"+j+"px",r.insertBefore(a,r.firstChild),q=c.createElement("div"),a.appendChild(q),q.innerHTML="<table><tr><td style='padding:0;border:0;display:none'></td><td>t</td></tr></table>",l=q.getElementsByTagName("td"),p=l[0].offsetHeight===0,l[0].style.display="",l[1].style.display="none",b.reliableHiddenOffsets=p&&l[0].offsetHeight===0,q.innerHTML="",q.style.width=q.style.paddingLeft="1px",f.boxModel=b.boxModel=q.offsetWidth===2,typeof q.style.zoom!="undefined"&&(q.style.display="inline",q.style.zoom=1,b.inlineBlockNeedsLayout=q.offsetWidth===2,q.style.display="",q.innerHTML="<div style='width:4px;'></div>",b.shrinkWrapBlocks=q.offsetWidth!==2),q.style.cssText=k+m,q.innerHTML=o,d=q.firstChild,e=d.firstChild,h=d.nextSibling.firstChild.firstChild,i={doesNotAddBorder:e.offsetTop!==5,doesAddBorderForTableAndCells:h.offsetTop===5},e.style.position="fixed",e.style.top="20px",i.fixedPosition=e.offsetTop===20||e.offsetTop===15,e.style.position=e.style.top="",d.style.overflow="hidden",d.style.position="relative",i.subtractsBorderForOverflowNotVisible=e.offsetTop===-5,i.doesNotIncludeMarginInBodyOffset=r.offsetTop!==j,r.removeChild(a),q=a=null,f.extend(b,i))});return b}();var j=/^(?:\{.*\}|\[.*\])$/,k=/([A-Z])/g;f.extend({cache:{},uuid:0,expando:"jQuery"+(f.fn.jquery+Math.random()).replace(/\D/g,""),noData:{embed:!0,object:"clsid:D27CDB6E-AE6D-11cf-96B8-444553540000",applet:!0},hasData:function(a){a=a.nodeType?f.cache[a[f.expando]]:a[f.expando];return!!a&&!m(a)},data:function(a,c,d,e){if(!!f.acceptData(a)){var g,h,i,j=f.expando,k=typeof c=="string",l=a.nodeType,m=l?f.cache:a,n=l?a[j]:a[j]&&j,o=c==="events";if((!n||!m[n]||!o&&!e&&!m[n].data)&&k&&d===b)return;n||(l?a[j]=n=++f.uuid:n=j),m[n]||(m[n]={},l||(m[n].toJSON=f.noop));if(typeof c=="object"||typeof c=="function")e?m[n]=f.extend(m[n],c):m[n].data=f.extend(m[n].data,c);g=h=m[n],e||(h.data||(h.data={}),h=h.data),d!==b&&(h[f.camelCase(c)]=d);if(o&&!h[c])return g.events;k?(i=h[c],i==null&&(i=h[f.camelCase(c)])):i=h;return i}},removeData:function(a,b,c){if(!!f.acceptData(a)){var d,e,g,h=f.expando,i=a.nodeType,j=i?f.cache:a,k=i?a[h]:h;if(!j[k])return;if(b){d=c?j[k]:j[k].data;if(d){f.isArray(b)||(b in d?b=[b]:(b=f.camelCase(b),b in d?b=[b]:b=b.split(" ")));for(e=0,g=b.length;e<g;e++)delete d[b[e]];if(!(c?m:f.isEmptyObject)(d))return}}if(!c){delete j[k].data;if(!m(j[k]))return}f.support.deleteExpando||!j.setInterval?delete j[k]:j[k]=null,i&&(f.support.deleteExpando?delete a[h]:a.removeAttribute?a.removeAttribute(h):a[h]=null)}},_data:function(a,b,c){return f.data(a,b,c,!0)},acceptData:function(a){if(a.nodeName){var b=f.noData[a.nodeName.toLowerCase()];if(b)return b!==!0&&a.getAttribute("classid")===b}return!0}}),f.fn.extend({data:function(a,c){var d,e,g,h=null;if(typeof a=="undefined"){if(this.length){h=f.data(this[0]);if(this[0].nodeType===1&&!f._data(this[0],"parsedAttrs")){e=this[0].attributes;for(var i=0,j=e.length;i<j;i++)g=e[i].name,g.indexOf("data-")===0&&(g=f.camelCase(g.substring(5)),l(this[0],g,h[g]));f._data(this[0],"parsedAttrs",!0)}}return h}if(typeof a=="object")return this.each(function(){f.data(this,a)});d=a.split("."),d[1]=d[1]?"."+d[1]:"";if(c===b){h=this.triggerHandler("getData"+d[1]+"!",[d[0]]),h===b&&this.length&&(h=f.data(this[0],a),h=l(this[0],a,h));return h===b&&d[1]?this.data(d[0]):h}return this.each(function(){var b=f(this),e=[d[0],c];b.triggerHandler("setData"+d[1]+"!",e),f.data(this,a,c),b.triggerHandler("changeData"+d[1]+"!",e)})},removeData:function(a){return this.each(function(){f.removeData(this,a)})}}),f.extend({_mark:function(a,b){a&&(b=(b||"fx")+"mark",f._data(a,b,(f._data(a,b)||0)+1))},_unmark:function(a,b,c){a!==!0&&(c=b,b=a,a=!1);if(b){c=c||"fx";var d=c+"mark",e=a?0:(f._data(b,d)||1)-1;e?f._data(b,d,e):(f.removeData(b,d,!0),n(b,c,"mark"))}},queue:function(a,b,c){var d;if(a){b=(b||"fx")+"queue",d=f._data(a,b),c&&(!d||f.isArray(c)?d=f._data(a,b,f.makeArray(c)):d.push(c));return d||[]}},dequeue:function(a,b){b=b||"fx";var c=f.queue(a,b),d=c.shift(),e={};d==="inprogress"&&(d=c.shift()),d&&(b==="fx"&&c.unshift("inprogress"),f._data(a,b+".run",e),d.call(a,function(){f.dequeue(a,b)},e)),c.length||(f.removeData(a,b+"queue "+b+".run",!0),n(a,b,"queue"))}}),f.fn.extend({queue:function(a,c){typeof a!="string"&&(c=a,a="fx");if(c===b)return f.queue(this[0],a);return this.each(function(){var b=f.queue(this,a,c);a==="fx"&&b[0]!=="inprogress"&&f.dequeue(this,a)})},dequeue:function(a){return this.each(function(){f.dequeue(this,a)})},delay:function(a,b){a=f.fx?f.fx.speeds[a]||a:a,b=b||"fx";return this.queue(b,function(b,c){var d=setTimeout(b,a);c.stop=function(){clearTimeout(d)}})},clearQueue:function(a){return this.queue(a||"fx",[])},promise:function(a,c){function m(){--h||d.resolveWith(e,[e])}typeof a!="string"&&(c=a,a=b),a=a||"fx";var d=f.Deferred(),e=this,g=e.length,h=1,i=a+"defer",j=a+"queue",k=a+"mark",l;while(g--)if(l=f.data(e[g],i,b,!0)||(f.data(e[g],j,b,!0)||f.data(e[g],k,b,!0))&&f.data(e[g],i,f.Callbacks("once memory"),!0))h++,l.add(m);m();return d.promise()}});var o=/[\n\t\r]/g,p=/\s+/,q=/\r/g,r=/^(?:button|input)$/i,s=/^(?:button|input|object|select|textarea)$/i,t=/^a(?:rea)?$/i,u=/^(?:autofocus|autoplay|async|checked|controls|defer|disabled|hidden|loop|multiple|open|readonly|required|scoped|selected)$/i,v=f.support.getSetAttribute,w,x,y;f.fn.extend({attr:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.attr)},removeAttr:function(a){return this.each(function(){f.removeAttr(this,a)})},prop:function(a,b){return f.access(this,a,b,!0,f.prop)},removeProp:function(a){a=f.propFix[a]||a;return this.each(function(){try{this[a]=b,delete this[a]}catch(c){}})},addClass:function(a){var b,c,d,e,g,h,i;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).addClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"){b=a.split(p);for(c=0,d=this.length;c<d;c++){e=this[c];if(e.nodeType===1)if(!e.className&&b.length===1)e.className=a;else{g=" "+e.className+" ";for(h=0,i=b.length;h<i;h++)~g.indexOf(" "+b[h]+" ")||(g+=b[h]+" ");e.className=f.trim(g)}}}return this},removeClass:function(a){var c,d,e,g,h,i,j;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).removeClass(a.call(this,b,this.className))});if(a&&typeof a=="string"||a===b){c=(a||"").split(p);for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];if(g.nodeType===1&&g.className)if(a){h=(" "+g.className+" ").replace(o," ");for(i=0,j=c.length;i<j;i++)h=h.replace(" "+c[i]+" "," ");g.className=f.trim(h)}else g.className=""}}return this},toggleClass:function(a,b){var c=typeof a,d=typeof b=="boolean";if(f.isFunction(a))return this.each(function(c){f(this).toggleClass(a.call(this,c,this.className,b),b)});return this.each(function(){if(c==="string"){var e,g=0,h=f(this),i=b,j=a.split(p);while(e=j[g++])i=d?i:!h.hasClass(e),h[i?"addClass":"removeClass"](e)}else if(c==="undefined"||c==="boolean")this.className&&f._data(this,"__className__",this.className),this.className=this.className||a===!1?"":f._data(this,"__className__")||""})},hasClass:function(a){var b=" "+a+" ",c=0,d=this.length;for(;c<d;c++)if(this[c].nodeType===1&&(" "+this[c].className+" ").replace(o," ").indexOf(b)>-1)return!0;return!1},val:function(a){var c,d,e,g=this[0];{if(!!arguments.length){e=f.isFunction(a);return this.each(function(d){var g=f(this),h;if(this.nodeType===1){e?h=a.call(this,d,g.val()):h=a,h==null?h="":typeof h=="number"?h+="":f.isArray(h)&&(h=f.map(h,function(a){return a==null?"":a+""})),c=f.valHooks[this.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[this.type];if(!c||!("set"in c)||c.set(this,h,"value")===b)this.value=h}})}if(g){c=f.valHooks[g.nodeName.toLowerCase()]||f.valHooks[g.type];if(c&&"get"in c&&(d=c.get(g,"value"))!==b)return d;d=g.value;return typeof d=="string"?d.replace(q,""):d==null?"":d}}}}),f.extend({valHooks:{option:{get:function(a){var b=a.attributes.value;return!b||b.specified?a.value:a.text}},select:{get:function(a){var b,c,d,e,g=a.selectedIndex,h=[],i=a.options,j=a.type==="select-one";if(g<0)return null;c=j?g:0,d=j?g+1:i.length;for(;c<d;c++){e=i[c];if(e.selected&&(f.support.optDisabled?!e.disabled:e.getAttribute("disabled")===null)&&(!e.parentNode.disabled||!f.nodeName(e.parentNode,"optgroup"))){b=f(e).val();if(j)return b;h.push(b)}}if(j&&!h.length&&i.length)return f(i[g]).val();return h},set:function(a,b){var c=f.makeArray(b);f(a).find("option").each(function(){this.selected=f.inArray(f(this).val(),c)>=0}),c.length||(a.selectedIndex=-1);return c}}},attrFn:{val:!0,css:!0,html:!0,text:!0,data:!0,width:!0,height:!0,offset:!0},attr:function(a,c,d,e){var g,h,i,j=a.nodeType;if(!!a&&j!==3&&j!==8&&j!==2){if(e&&c in f.attrFn)return f(a)[c](d);if(typeof a.getAttribute=="undefined")return f.prop(a,c,d);i=j!==1||!f.isXMLDoc(a),i&&(c=c.toLowerCase(),h=f.attrHooks[c]||(u.test(c)?x:w));if(d!==b){if(d===null){f.removeAttr(a,c);return}if(h&&"set"in h&&i&&(g=h.set(a,d,c))!==b)return g;a.setAttribute(c,""+d);return d}if(h&&"get"in h&&i&&(g=h.get(a,c))!==null)return g;g=a.getAttribute(c);return g===null?b:g}},removeAttr:function(a,b){var c,d,e,g,h=0;if(b&&a.nodeType===1){d=b.toLowerCase().split(p),g=d.length;for(;h<g;h++)e=d[h],e&&(c=f.propFix[e]||e,f.attr(a,e,""),a.removeAttribute(v?e:c),u.test(e)&&c in a&&(a[c]=!1))}},attrHooks:{type:{set:function(a,b){if(r.test(a.nodeName)&&a.parentNode)f.error("type property can't be changed");else if(!f.support.radioValue&&b==="radio"&&f.nodeName(a,"input")){var c=a.value;a.setAttribute("type",b),c&&(a.value=c);return b}}},value:{get:function(a,b){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.get(a,b);return b in a?a.value:null},set:function(a,b,c){if(w&&f.nodeName(a,"button"))return w.set(a,b,c);a.value=b}}},propFix:{tabindex:"tabIndex",readonly:"readOnly","for":"htmlFor","class":"className",maxlength:"maxLength",cellspacing:"cellSpacing",cellpadding:"cellPadding",rowspan:"rowSpan",colspan:"colSpan",usemap:"useMap",frameborder:"frameBorder",contenteditable:"contentEditable"},prop:function(a,c,d){var e,g,h,i=a.nodeType;if(!!a&&i!==3&&i!==8&&i!==2){h=i!==1||!f.isXMLDoc(a),h&&(c=f.propFix[c]||c,g=f.propHooks[c]);return d!==b?g&&"set"in g&&(e=g.set(a,d,c))!==b?e:a[c]=d:g&&"get"in g&&(e=g.get(a,c))!==null?e:a[c]}},propHooks:{tabIndex:{get:function(a){var c=a.getAttributeNode("tabindex");return c&&c.specified?parseInt(c.value,10):s.test(a.nodeName)||t.test(a.nodeName)&&a.href?0:b}}}}),f.attrHooks.tabindex=f.propHooks.tabIndex,x={get:function(a,c){var d,e=f.prop(a,c);return e===!0||typeof e!="boolean"&&(d=a.getAttributeNode(c))&&d.nodeValue!==!1?c.toLowerCase():b},set:function(a,b,c){var d;b===!1?f.removeAttr(a,c):(d=f.propFix[c]||c,d in a&&(a[d]=!0),a.setAttribute(c,c.toLowerCase()));return c}},v||(y={name:!0,id:!0},w=f.valHooks.button={get:function(a,c){var d;d=a.getAttributeNode(c);return d&&(y[c]?d.nodeValue!=="":d.specified)?d.nodeValue:b},set:function(a,b,d){var e=a.getAttributeNode(d);e||(e=c.createAttribute(d),a.setAttributeNode(e));return e.nodeValue=b+""}},f.attrHooks.tabindex.set=w.set,f.each(["width","height"],function(a,b){f.attrHooks[b]=f.extend(f.attrHooks[b],{set:function(a,c){if(c===""){a.setAttribute(b,"auto");return c}}})}),f.attrHooks.contenteditable={get:w.get,set:function(a,b,c){b===""&&(b="false"),w.set(a,b,c)}}),f.support.hrefNormalized||f.each(["href","src","width","height"],function(a,c){f.attrHooks[c]=f.extend(f.attrHooks[c],{get:function(a){var d=a.getAttribute(c,2);return d===null?b:d}})}),f.support.style||(f.attrHooks.style={get:function(a){return a.style.cssText.toLowerCase()||b},set:function(a,b){return a.style.cssText=""+b}}),f.support.optSelected||(f.propHooks.selected=f.extend(f.propHooks.selected,{get:function(a){var b=a.parentNode;b&&(b.selectedIndex,b.parentNode&&b.parentNode.selectedIndex);return null}})),f.support.enctype||(f.propFix.enctype="encoding"),f.support.checkOn||f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]={get:function(a){return a.getAttribute("value")===null?"on":a.value}}}),f.each(["radio","checkbox"],function(){f.valHooks[this]=f.extend(f.valHooks[this],{set:function(a,b){if(f.isArray(b))return a.checked=f.inArray(f(a).val(),b)>=0}})});var z=/^(?:textarea|input|select)$/i,A=/^([^\.]*)?(?:\.(.+))?$/,B=/\bhover(\.\S+)?\b/,C=/^key/,D=/^(?:mouse|contextmenu)|click/,E=/^(?:focusinfocus|focusoutblur)$/,F=/^(\w*)(?:#([\w\-]+))?(?:\.([\w\-]+))?$/,G=function(a){var b=F.exec(a);b&&(b[1]=(b[1]||"").toLowerCase(),b[3]=b[3]&&new RegExp("(?:^|\\s)"+b[3]+"(?:\\s|$)"));return b},H=function(a,b){var c=a.attributes||{};return(!b[1]||a.nodeName.toLowerCase()===b[1])&&(!b[2]||(c.id||{}).value===b[2])&&(!b[3]||b[3].test((c["class"]||{}).value))},I=function(a){return f.event.special.hover?a:a.replace(B,"mouseenter$1 mouseleave$1")};
f.event={add:function(a,c,d,e,g){var h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!(a.nodeType===3||a.nodeType===8||!c||!d||!(h=f._data(a)))){d.handler&&(p=d,d=p.handler),d.guid||(d.guid=f.guid++),j=h.events,j||(h.events=j={}),i=h.handle,i||(h.handle=i=function(a){return typeof f!="undefined"&&(!a||f.event.triggered!==a.type)?f.event.dispatch.apply(i.elem,arguments):b},i.elem=a),c=f.trim(I(c)).split(" ");for(k=0;k<c.length;k++){l=A.exec(c[k])||[],m=l[1],n=(l[2]||"").split(".").sort(),s=f.event.special[m]||{},m=(g?s.delegateType:s.bindType)||m,s=f.event.special[m]||{},o=f.extend({type:m,origType:l[1],data:e,handler:d,guid:d.guid,selector:g,quick:G(g),namespace:n.join(".")},p),r=j[m];if(!r){r=j[m]=[],r.delegateCount=0;if(!s.setup||s.setup.call(a,e,n,i)===!1)a.addEventListener?a.addEventListener(m,i,!1):a.attachEvent&&a.attachEvent("on"+m,i)}s.add&&(s.add.call(a,o),o.handler.guid||(o.handler.guid=d.guid)),g?r.splice(r.delegateCount++,0,o):r.push(o),f.event.global[m]=!0}a=null}},global:{},remove:function(a,b,c,d,e){var g=f.hasData(a)&&f._data(a),h,i,j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(!!g&&!!(o=g.events)){b=f.trim(I(b||"")).split(" ");for(h=0;h<b.length;h++){i=A.exec(b[h])||[],j=k=i[1],l=i[2];if(!j){for(j in o)f.event.remove(a,j+b[h],c,d,!0);continue}p=f.event.special[j]||{},j=(d?p.delegateType:p.bindType)||j,r=o[j]||[],m=r.length,l=l?new RegExp("(^|\\.)"+l.split(".").sort().join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null;for(n=0;n<r.length;n++)s=r[n],(e||k===s.origType)&&(!c||c.guid===s.guid)&&(!l||l.test(s.namespace))&&(!d||d===s.selector||d==="**"&&s.selector)&&(r.splice(n--,1),s.selector&&r.delegateCount--,p.remove&&p.remove.call(a,s));r.length===0&&m!==r.length&&((!p.teardown||p.teardown.call(a,l)===!1)&&f.removeEvent(a,j,g.handle),delete o[j])}f.isEmptyObject(o)&&(q=g.handle,q&&(q.elem=null),f.removeData(a,["events","handle"],!0))}},customEvent:{getData:!0,setData:!0,changeData:!0},trigger:function(c,d,e,g){if(!e||e.nodeType!==3&&e.nodeType!==8){var h=c.type||c,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s;if(E.test(h+f.event.triggered))return;h.indexOf("!")>=0&&(h=h.slice(0,-1),k=!0),h.indexOf(".")>=0&&(i=h.split("."),h=i.shift(),i.sort());if((!e||f.event.customEvent[h])&&!f.event.global[h])return;c=typeof c=="object"?c[f.expando]?c:new f.Event(h,c):new f.Event(h),c.type=h,c.isTrigger=!0,c.exclusive=k,c.namespace=i.join("."),c.namespace_re=c.namespace?new RegExp("(^|\\.)"+i.join("\\.(?:.*\\.)?")+"(\\.|$)"):null,o=h.indexOf(":")<0?"on"+h:"";if(!e){j=f.cache;for(l in j)j[l].events&&j[l].events[h]&&f.event.trigger(c,d,j[l].handle.elem,!0);return}c.result=b,c.target||(c.target=e),d=d!=null?f.makeArray(d):[],d.unshift(c),p=f.event.special[h]||{};if(p.trigger&&p.trigger.apply(e,d)===!1)return;r=[[e,p.bindType||h]];if(!g&&!p.noBubble&&!f.isWindow(e)){s=p.delegateType||h,m=E.test(s+h)?e:e.parentNode,n=null;for(;m;m=m.parentNode)r.push([m,s]),n=m;n&&n===e.ownerDocument&&r.push([n.defaultView||n.parentWindow||a,s])}for(l=0;l<r.length&&!c.isPropagationStopped();l++)m=r[l][0],c.type=r[l][1],q=(f._data(m,"events")||{})[c.type]&&f._data(m,"handle"),q&&q.apply(m,d),q=o&&m[o],q&&f.acceptData(m)&&q.apply(m,d)===!1&&c.preventDefault();c.type=h,!g&&!c.isDefaultPrevented()&&(!p._default||p._default.apply(e.ownerDocument,d)===!1)&&(h!=="click"||!f.nodeName(e,"a"))&&f.acceptData(e)&&o&&e[h]&&(h!=="focus"&&h!=="blur"||c.target.offsetWidth!==0)&&!f.isWindow(e)&&(n=e[o],n&&(e[o]=null),f.event.triggered=h,e[h](),f.event.triggered=b,n&&(e[o]=n));return c.result}},dispatch:function(c){c=f.event.fix(c||a.event);var d=(f._data(this,"events")||{})[c.type]||[],e=d.delegateCount,g=[].slice.call(arguments,0),h=!c.exclusive&&!c.namespace,i=[],j,k,l,m,n,o,p,q,r,s,t;g[0]=c,c.delegateTarget=this;if(e&&!c.target.disabled&&(!c.button||c.type!=="click")){m=f(this),m.context=this.ownerDocument||this;for(l=c.target;l!=this;l=l.parentNode||this){o={},q=[],m[0]=l;for(j=0;j<e;j++)r=d[j],s=r.selector,o[s]===b&&(o[s]=r.quick?H(l,r.quick):m.is(s)),o[s]&&q.push(r);q.length&&i.push({elem:l,matches:q})}}d.length>e&&i.push({elem:this,matches:d.slice(e)});for(j=0;j<i.length&&!c.isPropagationStopped();j++){p=i[j],c.currentTarget=p.elem;for(k=0;k<p.matches.length&&!c.isImmediatePropagationStopped();k++){r=p.matches[k];if(h||!c.namespace&&!r.namespace||c.namespace_re&&c.namespace_re.test(r.namespace))c.data=r.data,c.handleObj=r,n=((f.event.special[r.origType]||{}).handle||r.handler).apply(p.elem,g),n!==b&&(c.result=n,n===!1&&(c.preventDefault(),c.stopPropagation()))}}return c.result},props:"attrChange attrName relatedNode srcElement altKey bubbles cancelable ctrlKey currentTarget eventPhase metaKey relatedTarget shiftKey target timeStamp view which".split(" "),fixHooks:{},keyHooks:{props:"char charCode key keyCode".split(" "),filter:function(a,b){a.which==null&&(a.which=b.charCode!=null?b.charCode:b.keyCode);return a}},mouseHooks:{props:"button buttons clientX clientY fromElement offsetX offsetY pageX pageY screenX screenY toElement".split(" "),filter:function(a,d){var e,f,g,h=d.button,i=d.fromElement;a.pageX==null&&d.clientX!=null&&(e=a.target.ownerDocument||c,f=e.documentElement,g=e.body,a.pageX=d.clientX+(f&&f.scrollLeft||g&&g.scrollLeft||0)-(f&&f.clientLeft||g&&g.clientLeft||0),a.pageY=d.clientY+(f&&f.scrollTop||g&&g.scrollTop||0)-(f&&f.clientTop||g&&g.clientTop||0)),!a.relatedTarget&&i&&(a.relatedTarget=i===a.target?d.toElement:i),!a.which&&h!==b&&(a.which=h&1?1:h&2?3:h&4?2:0);return a}},fix:function(a){if(a[f.expando])return a;var d,e,g=a,h=f.event.fixHooks[a.type]||{},i=h.props?this.props.concat(h.props):this.props;a=f.Event(g);for(d=i.length;d;)e=i[--d],a[e]=g[e];a.target||(a.target=g.srcElement||c),a.target.nodeType===3&&(a.target=a.target.parentNode),a.metaKey===b&&(a.metaKey=a.ctrlKey);return h.filter?h.filter(a,g):a},special:{ready:{setup:f.bindReady},load:{noBubble:!0},focus:{delegateType:"focusin"},blur:{delegateType:"focusout"},beforeunload:{setup:function(a,b,c){f.isWindow(this)&&(this.onbeforeunload=c)},teardown:function(a,b){this.onbeforeunload===b&&(this.onbeforeunload=null)}}},simulate:function(a,b,c,d){var e=f.extend(new f.Event,c,{type:a,isSimulated:!0,originalEvent:{}});d?f.event.trigger(e,null,b):f.event.dispatch.call(b,e),e.isDefaultPrevented()&&c.preventDefault()}},f.event.handle=f.event.dispatch,f.removeEvent=c.removeEventListener?function(a,b,c){a.removeEventListener&&a.removeEventListener(b,c,!1)}:function(a,b,c){a.detachEvent&&a.detachEvent("on"+b,c)},f.Event=function(a,b){if(!(this instanceof f.Event))return new f.Event(a,b);a&&a.type?(this.originalEvent=a,this.type=a.type,this.isDefaultPrevented=a.defaultPrevented||a.returnValue===!1||a.getPreventDefault&&a.getPreventDefault()?K:J):this.type=a,b&&f.extend(this,b),this.timeStamp=a&&a.timeStamp||f.now(),this[f.expando]=!0},f.Event.prototype={preventDefault:function(){this.isDefaultPrevented=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.preventDefault?a.preventDefault():a.returnValue=!1)},stopPropagation:function(){this.isPropagationStopped=K;var a=this.originalEvent;!a||(a.stopPropagation&&a.stopPropagation(),a.cancelBubble=!0)},stopImmediatePropagation:function(){this.isImmediatePropagationStopped=K,this.stopPropagation()},isDefaultPrevented:J,isPropagationStopped:J,isImmediatePropagationStopped:J},f.each({mouseenter:"mouseover",mouseleave:"mouseout"},function(a,b){f.event.special[a]={delegateType:b,bindType:b,handle:function(a){var c=this,d=a.relatedTarget,e=a.handleObj,g=e.selector,h;if(!d||d!==c&&!f.contains(c,d))a.type=e.origType,h=e.handler.apply(this,arguments),a.type=b;return h}}}),f.support.submitBubbles||(f.event.special.submit={setup:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.add(this,"click._submit keypress._submit",function(a){var c=a.target,d=f.nodeName(c,"input")||f.nodeName(c,"button")?c.form:b;d&&!d._submit_attached&&(f.event.add(d,"submit._submit",function(a){this.parentNode&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("submit",this.parentNode,a,!0)}),d._submit_attached=!0)})},teardown:function(){if(f.nodeName(this,"form"))return!1;f.event.remove(this,"._submit")}}),f.support.changeBubbles||(f.event.special.change={setup:function(){if(z.test(this.nodeName)){if(this.type==="checkbox"||this.type==="radio")f.event.add(this,"propertychange._change",function(a){a.originalEvent.propertyName==="checked"&&(this._just_changed=!0)}),f.event.add(this,"click._change",function(a){this._just_changed&&!a.isTrigger&&(this._just_changed=!1,f.event.simulate("change",this,a,!0))});return!1}f.event.add(this,"beforeactivate._change",function(a){var b=a.target;z.test(b.nodeName)&&!b._change_attached&&(f.event.add(b,"change._change",function(a){this.parentNode&&!a.isSimulated&&!a.isTrigger&&f.event.simulate("change",this.parentNode,a,!0)}),b._change_attached=!0)})},handle:function(a){var b=a.target;if(this!==b||a.isSimulated||a.isTrigger||b.type!=="radio"&&b.type!=="checkbox")return a.handleObj.handler.apply(this,arguments)},teardown:function(){f.event.remove(this,"._change");return z.test(this.nodeName)}}),f.support.focusinBubbles||f.each({focus:"focusin",blur:"focusout"},function(a,b){var d=0,e=function(a){f.event.simulate(b,a.target,f.event.fix(a),!0)};f.event.special[b]={setup:function(){d++===0&&c.addEventListener(a,e,!0)},teardown:function(){--d===0&&c.removeEventListener(a,e,!0)}}}),f.fn.extend({on:function(a,c,d,e,g){var h,i;if(typeof a=="object"){typeof c!="string"&&(d=c,c=b);for(i in a)this.on(i,c,d,a[i],g);return this}d==null&&e==null?(e=c,d=c=b):e==null&&(typeof c=="string"?(e=d,d=b):(e=d,d=c,c=b));if(e===!1)e=J;else if(!e)return this;g===1&&(h=e,e=function(a){f().off(a);return h.apply(this,arguments)},e.guid=h.guid||(h.guid=f.guid++));return this.each(function(){f.event.add(this,a,e,d,c)})},one:function(a,b,c,d){return this.on.call(this,a,b,c,d,1)},off:function(a,c,d){if(a&&a.preventDefault&&a.handleObj){var e=a.handleObj;f(a.delegateTarget).off(e.namespace?e.type+"."+e.namespace:e.type,e.selector,e.handler);return this}if(typeof a=="object"){for(var g in a)this.off(g,c,a[g]);return this}if(c===!1||typeof c=="function")d=c,c=b;d===!1&&(d=J);return this.each(function(){f.event.remove(this,a,d,c)})},bind:function(a,b,c){return this.on(a,null,b,c)},unbind:function(a,b){return this.off(a,null,b)},live:function(a,b,c){f(this.context).on(a,this.selector,b,c);return this},die:function(a,b){f(this.context).off(a,this.selector||"**",b);return this},delegate:function(a,b,c,d){return this.on(b,a,c,d)},undelegate:function(a,b,c){return arguments.length==1?this.off(a,"**"):this.off(b,a,c)},trigger:function(a,b){return this.each(function(){f.event.trigger(a,b,this)})},triggerHandler:function(a,b){if(this[0])return f.event.trigger(a,b,this[0],!0)},toggle:function(a){var b=arguments,c=a.guid||f.guid++,d=0,e=function(c){var e=(f._data(this,"lastToggle"+a.guid)||0)%d;f._data(this,"lastToggle"+a.guid,e+1),c.preventDefault();return b[e].apply(this,arguments)||!1};e.guid=c;while(d<b.length)b[d++].guid=c;return this.click(e)},hover:function(a,b){return this.mouseenter(a).mouseleave(b||a)}}),f.each("blur focus focusin focusout load resize scroll unload click dblclick mousedown mouseup mousemove mouseover mouseout mouseenter mouseleave change select submit keydown keypress keyup error contextmenu".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a,c){c==null&&(c=a,a=null);return arguments.length>0?this.on(b,null,a,c):this.trigger(b)},f.attrFn&&(f.attrFn[b]=!0),C.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.keyHooks),D.test(b)&&(f.event.fixHooks[b]=f.event.mouseHooks)}),function(){function x(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}if(j.nodeType===1){g||(j[d]=c,j.sizset=h);if(typeof b!="string"){if(j===b){k=!0;break}}else if(m.filter(b,[j]).length>0){k=j;break}}j=j[a]}e[h]=k}}}function w(a,b,c,e,f,g){for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=e[h];if(j){var k=!1;j=j[a];while(j){if(j[d]===c){k=e[j.sizset];break}j.nodeType===1&&!g&&(j[d]=c,j.sizset=h);if(j.nodeName.toLowerCase()===b){k=j;break}j=j[a]}e[h]=k}}}var a=/((?:\((?:\([^()]+\)|[^()]+)+\)|\[(?:\[[^\[\]]*\]|['"][^'"]*['"]|[^\[\]'"]+)+\]|\\.|[^ >+~,(\[\\]+)+|[>+~])(\s*,\s*)?((?:.|\r|\n)*)/g,d="sizcache"+(Math.random()+"").replace(".",""),e=0,g=Object.prototype.toString,h=!1,i=!0,j=/\\/g,k=/\r\n/g,l=/\W/;[0,0].sort(function(){i=!1;return 0});var m=function(b,d,e,f){e=e||[],d=d||c;var h=d;if(d.nodeType!==1&&d.nodeType!==9)return[];if(!b||typeof b!="string")return e;var i,j,k,l,n,q,r,t,u=!0,v=m.isXML(d),w=[],x=b;do{a.exec(""),i=a.exec(x);if(i){x=i[3],w.push(i[1]);if(i[2]){l=i[3];break}}}while(i);if(w.length>1&&p.exec(b))if(w.length===2&&o.relative[w[0]])j=y(w[0]+w[1],d,f);else{j=o.relative[w[0]]?[d]:m(w.shift(),d);while(w.length)b=w.shift(),o.relative[b]&&(b+=w.shift()),j=y(b,j,f)}else{!f&&w.length>1&&d.nodeType===9&&!v&&o.match.ID.test(w[0])&&!o.match.ID.test(w[w.length-1])&&(n=m.find(w.shift(),d,v),d=n.expr?m.filter(n.expr,n.set)[0]:n.set[0]);if(d){n=f?{expr:w.pop(),set:s(f)}:m.find(w.pop(),w.length===1&&(w[0]==="~"||w[0]==="+")&&d.parentNode?d.parentNode:d,v),j=n.expr?m.filter(n.expr,n.set):n.set,w.length>0?k=s(j):u=!1;while(w.length)q=w.pop(),r=q,o.relative[q]?r=w.pop():q="",r==null&&(r=d),o.relative[q](k,r,v)}else k=w=[]}k||(k=j),k||m.error(q||b);if(g.call(k)==="[object Array]")if(!u)e.push.apply(e,k);else if(d&&d.nodeType===1)for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&(k[t]===!0||k[t].nodeType===1&&m.contains(d,k[t]))&&e.push(j[t]);else for(t=0;k[t]!=null;t++)k[t]&&k[t].nodeType===1&&e.push(j[t]);else s(k,e);l&&(m(l,h,e,f),m.uniqueSort(e));return e};m.uniqueSort=function(a){if(u){h=i,a.sort(u);if(h)for(var b=1;b<a.length;b++)a[b]===a[b-1]&&a.splice(b--,1)}return a},m.matches=function(a,b){return m(a,null,null,b)},m.matchesSelector=function(a,b){return m(b,null,null,[a]).length>0},m.find=function(a,b,c){var d,e,f,g,h,i;if(!a)return[];for(e=0,f=o.order.length;e<f;e++){h=o.order[e];if(g=o.leftMatch[h].exec(a)){i=g[1],g.splice(1,1);if(i.substr(i.length-1)!=="\\"){g[1]=(g[1]||"").replace(j,""),d=o.find[h](g,b,c);if(d!=null){a=a.replace(o.match[h],"");break}}}}d||(d=typeof b.getElementsByTagName!="undefined"?b.getElementsByTagName("*"):[]);return{set:d,expr:a}},m.filter=function(a,c,d,e){var f,g,h,i,j,k,l,n,p,q=a,r=[],s=c,t=c&&c[0]&&m.isXML(c[0]);while(a&&c.length){for(h in o.filter)if((f=o.leftMatch[h].exec(a))!=null&&f[2]){k=o.filter[h],l=f[1],g=!1,f.splice(1,1);if(l.substr(l.length-1)==="\\")continue;s===r&&(r=[]);if(o.preFilter[h]){f=o.preFilter[h](f,s,d,r,e,t);if(!f)g=i=!0;else if(f===!0)continue}if(f)for(n=0;(j=s[n])!=null;n++)j&&(i=k(j,f,n,s),p=e^i,d&&i!=null?p?g=!0:s[n]=!1:p&&(r.push(j),g=!0));if(i!==b){d||(s=r),a=a.replace(o.match[h],"");if(!g)return[];break}}if(a===q)if(g==null)m.error(a);else break;q=a}return s},m.error=function(a){throw new Error("Syntax error, unrecognized expression: "+a)};var n=m.getText=function(a){var b,c,d=a.nodeType,e="";if(d){if(d===1||d===9){if(typeof a.textContent=="string")return a.textContent;if(typeof a.innerText=="string")return a.innerText.replace(k,"");for(a=a.firstChild;a;a=a.nextSibling)e+=n(a)}else if(d===3||d===4)return a.nodeValue}else for(b=0;c=a[b];b++)c.nodeType!==8&&(e+=n(c));return e},o=m.selectors={order:["ID","NAME","TAG"],match:{ID:/#((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,CLASS:/\.((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)/,NAME:/\[name=['"]*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)['"]*\]/,ATTR:/\[\s*((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)\s*(?:(\S?=)\s*(?:(['"])(.*?)\3|(#?(?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)*)|)|)\s*\]/,TAG:/^((?:[\w\u00c0-\uFFFF\*\-]|\\.)+)/,CHILD:/:(only|nth|last|first)-child(?:\(\s*(even|odd|(?:[+\-]?\d+|(?:[+\-]?\d*)?n\s*(?:[+\-]\s*\d+)?))\s*\))?/,POS:/:(nth|eq|gt|lt|first|last|even|odd)(?:\((\d*)\))?(?=[^\-]|$)/,PSEUDO:/:((?:[\w\u00c0-\uFFFF\-]|\\.)+)(?:\((['"]?)((?:\([^\)]+\)|[^\(\)]*)+)\2\))?/},leftMatch:{},attrMap:{"class":"className","for":"htmlFor"},attrHandle:{href:function(a){return a.getAttribute("href")},type:function(a){return a.getAttribute("type")}},relative:{"+":function(a,b){var c=typeof b=="string",d=c&&!l.test(b),e=c&&!d;d&&(b=b.toLowerCase());for(var f=0,g=a.length,h;f<g;f++)if(h=a[f]){while((h=h.previousSibling)&&h.nodeType!==1);a[f]=e||h&&h.nodeName.toLowerCase()===b?h||!1:h===b}e&&m.filter(b,a,!0)},">":function(a,b){var c,d=typeof b=="string",e=0,f=a.length;if(d&&!l.test(b)){b=b.toLowerCase();for(;e<f;e++){c=a[e];if(c){var g=c.parentNode;a[e]=g.nodeName.toLowerCase()===b?g:!1}}}else{for(;e<f;e++)c=a[e],c&&(a[e]=d?c.parentNode:c.parentNode===b);d&&m.filter(b,a,!0)}},"":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("parentNode",b,f,a,d,c)},"~":function(a,b,c){var d,f=e++,g=x;typeof b=="string"&&!l.test(b)&&(b=b.toLowerCase(),d=b,g=w),g("previousSibling",b,f,a,d,c)}},find:{ID:function(a,b,c){if(typeof b.getElementById!="undefined"&&!c){var d=b.getElementById(a[1]);return d&&d.parentNode?[d]:[]}},NAME:function(a,b){if(typeof b.getElementsByName!="undefined"){var c=[],d=b.getElementsByName(a[1]);for(var e=0,f=d.length;e<f;e++)d[e].getAttribute("name")===a[1]&&c.push(d[e]);return c.length===0?null:c}},TAG:function(a,b){if(typeof b.getElementsByTagName!="undefined")return b.getElementsByTagName(a[1])}},preFilter:{CLASS:function(a,b,c,d,e,f){a=" "+a[1].replace(j,"")+" ";if(f)return a;for(var g=0,h;(h=b[g])!=null;g++)h&&(e^(h.className&&(" "+h.className+" ").replace(/[\t\n\r]/g," ").indexOf(a)>=0)?c||d.push(h):c&&(b[g]=!1));return!1},ID:function(a){return a[1].replace(j,"")},TAG:function(a,b){return a[1].replace(j,"").toLowerCase()},CHILD:function(a){if(a[1]==="nth"){a[2]||m.error(a[0]),a[2]=a[2].replace(/^\+|\s*/g,"");var b=/(-?)(\d*)(?:n([+\-]?\d*))?/.exec(a[2]==="even"&&"2n"||a[2]==="odd"&&"2n+1"||!/\D/.test(a[2])&&"0n+"+a[2]||a[2]);a[2]=b[1]+(b[2]||1)-0,a[3]=b[3]-0}else a[2]&&m.error(a[0]);a[0]=e++;return a},ATTR:function(a,b,c,d,e,f){var g=a[1]=a[1].replace(j,"");!f&&o.attrMap[g]&&(a[1]=o.attrMap[g]),a[4]=(a[4]||a[5]||"").replace(j,""),a[2]==="~="&&(a[4]=" "+a[4]+" ");return a},PSEUDO:function(b,c,d,e,f){if(b[1]==="not")if((a.exec(b[3])||"").length>1||/^\w/.test(b[3]))b[3]=m(b[3],null,null,c);else{var g=m.filter(b[3],c,d,!0^f);d||e.push.apply(e,g);return!1}else if(o.match.POS.test(b[0])||o.match.CHILD.test(b[0]))return!0;return b},POS:function(a){a.unshift(!0);return a}},filters:{enabled:function(a){return a.disabled===!1&&a.type!=="hidden"},disabled:function(a){return a.disabled===!0},checked:function(a){return a.checked===!0},selected:function(a){a.parentNode&&a.parentNode.selectedIndex;return a.selected===!0},parent:function(a){return!!a.firstChild},empty:function(a){return!a.firstChild},has:function(a,b,c){return!!m(c[3],a).length},header:function(a){return/h\d/i.test(a.nodeName)},text:function(a){var b=a.getAttribute("type"),c=a.type;return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"text"===c&&(b===c||b===null)},radio:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"radio"===a.type},checkbox:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"checkbox"===a.type},file:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"file"===a.type},password:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"password"===a.type},submit:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"submit"===a.type},image:function(a){return a.nodeName.toLowerCase()==="input"&&"image"===a.type},reset:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return(b==="input"||b==="button")&&"reset"===a.type},button:function(a){var b=a.nodeName.toLowerCase();return b==="input"&&"button"===a.type||b==="button"},input:function(a){return/input|select|textarea|button/i.test(a.nodeName)},focus:function(a){return a===a.ownerDocument.activeElement}},setFilters:{first:function(a,b){return b===0},last:function(a,b,c,d){return b===d.length-1},even:function(a,b){return b%2===0},odd:function(a,b){return b%2===1},lt:function(a,b,c){return b<c[3]-0},gt:function(a,b,c){return b>c[3]-0},nth:function(a,b,c){return c[3]-0===b},eq:function(a,b,c){return c[3]-0===b}},filter:{PSEUDO:function(a,b,c,d){var e=b[1],f=o.filters[e];if(f)return f(a,c,b,d);if(e==="contains")return(a.textContent||a.innerText||n([a])||"").indexOf(b[3])>=0;if(e==="not"){var g=b[3];for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)if(g[h]===a)return!1;return!0}m.error(e)},CHILD:function(a,b){var c,e,f,g,h,i,j,k=b[1],l=a;switch(k){case"only":case"first":while(l=l.previousSibling)if(l.nodeType===1)return!1;if(k==="first")return!0;l=a;case"last":while(l=l.nextSibling)if(l.nodeType===1)return!1;return!0;case"nth":c=b[2],e=b[3];if(c===1&&e===0)return!0;f=b[0],g=a.parentNode;if(g&&(g[d]!==f||!a.nodeIndex)){i=0;for(l=g.firstChild;l;l=l.nextSibling)l.nodeType===1&&(l.nodeIndex=++i);g[d]=f}j=a.nodeIndex-e;return c===0?j===0:j%c===0&&j/c>=0}},ID:function(a,b){return a.nodeType===1&&a.getAttribute("id")===b},TAG:function(a,b){return b==="*"&&a.nodeType===1||!!a.nodeName&&a.nodeName.toLowerCase()===b},CLASS:function(a,b){return(" "+(a.className||a.getAttribute("class"))+" ").indexOf(b)>-1},ATTR:function(a,b){var c=b[1],d=m.attr?m.attr(a,c):o.attrHandle[c]?o.attrHandle[c](a):a[c]!=null?a[c]:a.getAttribute(c),e=d+"",f=b[2],g=b[4];return d==null?f==="!=":!f&&m.attr?d!=null:f==="="?e===g:f==="*="?e.indexOf(g)>=0:f==="~="?(" "+e+" ").indexOf(g)>=0:g?f==="!="?e!==g:f==="^="?e.indexOf(g)===0:f==="$="?e.substr(e.length-g.length)===g:f==="|="?e===g||e.substr(0,g.length+1)===g+"-":!1:e&&d!==!1},POS:function(a,b,c,d){var e=b[2],f=o.setFilters[e];if(f)return f(a,c,b,d)}}},p=o.match.POS,q=function(a,b){return"\\"+(b-0+1)};for(var r in o.match)o.match[r]=new RegExp(o.match[r].source+/(?![^\[]*\])(?![^\(]*\))/.source),o.leftMatch[r]=new RegExp(/(^(?:.|\r|\n)*?)/.source+o.match[r].source.replace(/\\(\d+)/g,q));var s=function(a,b){a=Array.prototype.slice.call(a,0);if(b){b.push.apply(b,a);return b}return a};try{Array.prototype.slice.call(c.documentElement.childNodes,0)[0].nodeType}catch(t){s=function(a,b){var c=0,d=b||[];if(g.call(a)==="[object Array]")Array.prototype.push.apply(d,a);else if(typeof a.length=="number")for(var e=a.length;c<e;c++)d.push(a[c]);else for(;a[c];c++)d.push(a[c]);return d}}var u,v;c.documentElement.compareDocumentPosition?u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(!a.compareDocumentPosition||!b.compareDocumentPosition)return a.compareDocumentPosition?-1:1;return a.compareDocumentPosition(b)&4?-1:1}:(u=function(a,b){if(a===b){h=!0;return 0}if(a.sourceIndex&&b.sourceIndex)return a.sourceIndex-b.sourceIndex;var c,d,e=[],f=[],g=a.parentNode,i=b.parentNode,j=g;if(g===i)return v(a,b);if(!g)return-1;if(!i)return 1;while(j)e.unshift(j),j=j.parentNode;j=i;while(j)f.unshift(j),j=j.parentNode;c=e.length,d=f.length;for(var k=0;k<c&&k<d;k++)if(e[k]!==f[k])return v(e[k],f[k]);return k===c?v(a,f[k],-1):v(e[k],b,1)},v=function(a,b,c){if(a===b)return c;var d=a.nextSibling;while(d){if(d===b)return-1;d=d.nextSibling}return 1}),function(){var a=c.createElement("div"),d="script"+(new Date).getTime(),e=c.documentElement;a.innerHTML="<a name='"+d+"'/>",e.insertBefore(a,e.firstChild),c.getElementById(d)&&(o.find.ID=function(a,c,d){if(typeof c.getElementById!="undefined"&&!d){var e=c.getElementById(a[1]);return e?e.id===a[1]||typeof e.getAttributeNode!="undefined"&&e.getAttributeNode("id").nodeValue===a[1]?[e]:b:[]}},o.filter.ID=function(a,b){var c=typeof a.getAttributeNode!="undefined"&&a.getAttributeNode("id");return a.nodeType===1&&c&&c.nodeValue===b}),e.removeChild(a),e=a=null}(),function(){var a=c.createElement("div");a.appendChild(c.createComment("")),a.getElementsByTagName("*").length>0&&(o.find.TAG=function(a,b){var c=b.getElementsByTagName(a[1]);if(a[1]==="*"){var d=[];for(var e=0;c[e];e++)c[e].nodeType===1&&d.push(c[e]);c=d}return c}),a.innerHTML="<a href='#'></a>",a.firstChild&&typeof a.firstChild.getAttribute!="undefined"&&a.firstChild.getAttribute("href")!=="#"&&(o.attrHandle.href=function(a){return a.getAttribute("href",2)}),a=null}(),c.querySelectorAll&&function(){var a=m,b=c.createElement("div"),d="__sizzle__";b.innerHTML="<p class='TEST'></p>";if(!b.querySelectorAll||b.querySelectorAll(".TEST").length!==0){m=function(b,e,f,g){e=e||c;if(!g&&!m.isXML(e)){var h=/^(\w+$)|^\.([\w\-]+$)|^#([\w\-]+$)/.exec(b);if(h&&(e.nodeType===1||e.nodeType===9)){if(h[1])return s(e.getElementsByTagName(b),f);if(h[2]&&o.find.CLASS&&e.getElementsByClassName)return s(e.getElementsByClassName(h[2]),f)}if(e.nodeType===9){if(b==="body"&&e.body)return s([e.body],f);if(h&&h[3]){var i=e.getElementById(h[3]);if(!i||!i.parentNode)return s([],f);if(i.id===h[3])return s([i],f)}try{return s(e.querySelectorAll(b),f)}catch(j){}}else if(e.nodeType===1&&e.nodeName.toLowerCase()!=="object"){var k=e,l=e.getAttribute("id"),n=l||d,p=e.parentNode,q=/^\s*[+~]/.test(b);l?n=n.replace(/'/g,"\\$&"):e.setAttribute("id",n),q&&p&&(e=e.parentNode);try{if(!q||p)return s(e.querySelectorAll("[id='"+n+"'] "+b),f)}catch(r){}finally{l||k.removeAttribute("id")}}}return a(b,e,f,g)};for(var e in a)m[e]=a[e];b=null}}(),function(){var a=c.documentElement,b=a.matchesSelector||a.mozMatchesSelector||a.webkitMatchesSelector||a.msMatchesSelector;if(b){var d=!b.call(c.createElement("div"),"div"),e=!1;try{b.call(c.documentElement,"[test!='']:sizzle")}catch(f){e=!0}m.matchesSelector=function(a,c){c=c.replace(/\=\s*([^'"\]]*)\s*\]/g,"='$1']");if(!m.isXML(a))try{if(e||!o.match.PSEUDO.test(c)&&!/!=/.test(c)){var f=b.call(a,c);if(f||!d||a.document&&a.document.nodeType!==11)return f}}catch(g){}return m(c,null,null,[a]).length>0}}}(),function(){var a=c.createElement("div");a.innerHTML="<div class='test e'></div><div class='test'></div>";if(!!a.getElementsByClassName&&a.getElementsByClassName("e").length!==0){a.lastChild.className="e";if(a.getElementsByClassName("e").length===1)return;o.order.splice(1,0,"CLASS"),o.find.CLASS=function(a,b,c){if(typeof b.getElementsByClassName!="undefined"&&!c)return b.getElementsByClassName(a[1])},a=null}}(),c.documentElement.contains?m.contains=function(a,b){return a!==b&&(a.contains?a.contains(b):!0)}:c.documentElement.compareDocumentPosition?m.contains=function(a,b){return!!(a.compareDocumentPosition(b)&16)}:m.contains=function(){return!1},m.isXML=function(a){var b=(a?a.ownerDocument||a:0).documentElement;return b?b.nodeName!=="HTML":!1};var y=function(a,b,c){var d,e=[],f="",g=b.nodeType?[b]:b;while(d=o.match.PSEUDO.exec(a))f+=d[0],a=a.replace(o.match.PSEUDO,"");a=o.relative[a]?a+"*":a;for(var h=0,i=g.length;h<i;h++)m(a,g[h],e,c);return m.filter(f,e)};m.attr=f.attr,m.selectors.attrMap={},f.find=m,f.expr=m.selectors,f.expr[":"]=f.expr.filters,f.unique=m.uniqueSort,f.text=m.getText,f.isXMLDoc=m.isXML,f.contains=m.contains}();var L=/Until$/,M=/^(?:parents|prevUntil|prevAll)/,N=/,/,O=/^.[^:#\[\.,]*$/,P=Array.prototype.slice,Q=f.expr.match.POS,R={children:!0,contents:!0,next:!0,prev:!0};f.fn.extend({find:function(a){var b=this,c,d;if(typeof a!="string")return f(a).filter(function(){for(c=0,d=b.length;c<d;c++)if(f.contains(b[c],this))return!0});var e=this.pushStack("","find",a),g,h,i;for(c=0,d=this.length;c<d;c++){g=e.length,f.find(a,this[c],e);if(c>0)for(h=g;h<e.length;h++)for(i=0;i<g;i++)if(e[i]===e[h]){e.splice(h--,1);break}}return e},has:function(a){var b=f(a);return this.filter(function(){for(var a=0,c=b.length;a<c;a++)if(f.contains(this,b[a]))return!0})},not:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!1),"not",a)},filter:function(a){return this.pushStack(T(this,a,!0),"filter",a)},is:function(a){return!!a&&(typeof a=="string"?Q.test(a)?f(a,this.context).index(this[0])>=0:f.filter(a,this).length>0:this.filter(a).length>0)},closest:function(a,b){var c=[],d,e,g=this[0];if(f.isArray(a)){var h=1;while(g&&g.ownerDocument&&g!==b){for(d=0;d<a.length;d++)f(g).is(a[d])&&c.push({selector:a[d],elem:g,level:h});g=g.parentNode,h++}return c}var i=Q.test(a)||typeof a!="string"?f(a,b||this.context):0;for(d=0,e=this.length;d<e;d++){g=this[d];while(g){if(i?i.index(g)>-1:f.find.matchesSelector(g,a)){c.push(g);break}g=g.parentNode;if(!g||!g.ownerDocument||g===b||g.nodeType===11)break}}c=c.length>1?f.unique(c):c;return this.pushStack(c,"closest",a)},index:function(a){if(!a)return this[0]&&this[0].parentNode?this.prevAll().length:-1;if(typeof a=="string")return f.inArray(this[0],f(a));return f.inArray(a.jquery?a[0]:a,this)},add:function(a,b){var c=typeof a=="string"?f(a,b):f.makeArray(a&&a.nodeType?[a]:a),d=f.merge(this.get(),c);return this.pushStack(S(c[0])||S(d[0])?d:f.unique(d))},andSelf:function(){return this.add(this.prevObject)}}),f.each({parent:function(a){var b=a.parentNode;return b&&b.nodeType!==11?b:null},parents:function(a){return f.dir(a,"parentNode")},parentsUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"parentNode",c)},next:function(a){return f.nth(a,2,"nextSibling")},prev:function(a){return f.nth(a,2,"previousSibling")},nextAll:function(a){return f.dir(a,"nextSibling")},prevAll:function(a){return f.dir(a,"previousSibling")},nextUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"nextSibling",c)},prevUntil:function(a,b,c){return f.dir(a,"previousSibling",c)},siblings:function(a){return f.sibling(a.parentNode.firstChild,a)},children:function(a){return f.sibling(a.firstChild)},contents:function(a){return f.nodeName(a,"iframe")?a.contentDocument||a.contentWindow.document:f.makeArray(a.childNodes)}},function(a,b){f.fn[a]=function(c,d){var e=f.map(this,b,c);L.test(a)||(d=c),d&&typeof d=="string"&&(e=f.filter(d,e)),e=this.length>1&&!R[a]?f.unique(e):e,(this.length>1||N.test(d))&&M.test(a)&&(e=e.reverse());return this.pushStack(e,a,P.call(arguments).join(","))}}),f.extend({filter:function(a,b,c){c&&(a=":not("+a+")");return b.length===1?f.find.matchesSelector(b[0],a)?[b[0]]:[]:f.find.matches(a,b)},dir:function(a,c,d){var e=[],g=a[c];while(g&&g.nodeType!==9&&(d===b||g.nodeType!==1||!f(g).is(d)))g.nodeType===1&&e.push(g),g=g[c];return e},nth:function(a,b,c,d){b=b||1;var e=0;for(;a;a=a[c])if(a.nodeType===1&&++e===b)break;return a},sibling:function(a,b){var c=[];for(;a;a=a.nextSibling)a.nodeType===1&&a!==b&&c.push(a);return c}});var V="abbr|article|aside|audio|canvas|datalist|details|figcaption|figure|footer|header|hgroup|mark|meter|nav|output|progress|section|summary|time|video",W=/ jQuery\d+="(?:\d+|null)"/g,X=/^\s+/,Y=/<(?!area|br|col|embed|hr|img|input|link|meta|param)(([\w:]+)[^>]*)\/>/ig,Z=/<([\w:]+)/,$=/<tbody/i,_=/<|&#?\w+;/,ba=/<(?:script|style)/i,bb=/<(?:script|object|embed|option|style)/i,bc=new RegExp("<(?:"+V+")","i"),bd=/checked\s*(?:[^=]|=\s*.checked.)/i,be=/\/(java|ecma)script/i,bf=/^\s*<!(?:\[CDATA\[|\-\-)/,bg={option:[1,"<select multiple='multiple'>","</select>"],legend:[1,"<fieldset>","</fieldset>"],thead:[1,"<table>","</table>"],tr:[2,"<table><tbody>","</tbody></table>"],td:[3,"<table><tbody><tr>","</tr></tbody></table>"],col:[2,"<table><tbody></tbody><colgroup>","</colgroup></table>"],area:[1,"<map>","</map>"],_default:[0,"",""]},bh=U(c);bg.optgroup=bg.option,bg.tbody=bg.tfoot=bg.colgroup=bg.caption=bg.thead,bg.th=bg.td,f.support.htmlSerialize||(bg._default=[1,"div<div>","</div>"]),f.fn.extend({text:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c.text(a.call(this,b,c.text()))});if(typeof a!="object"&&a!==b)return this.empty().append((this[0]&&this[0].ownerDocument||c).createTextNode(a));return f.text(this)},wrapAll:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapAll(a.call(this,b))});if(this[0]){var b=f(a,this[0].ownerDocument).eq(0).clone(!0);this[0].parentNode&&b.insertBefore(this[0]),b.map(function(){var a=this;while(a.firstChild&&a.firstChild.nodeType===1)a=a.firstChild;return a}).append(this)}return this},wrapInner:function(a){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){f(this).wrapInner(a.call(this,b))});return this.each(function(){var b=f(this),c=b.contents();c.length?c.wrapAll(a):b.append(a)})},wrap:function(a){var b=f.isFunction(a);return this.each(function(c){f(this).wrapAll(b?a.call(this,c):a)})},unwrap:function(){return this.parent().each(function(){f.nodeName(this,"body")||f(this).replaceWith(this.childNodes)}).end()},append:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.appendChild(a)})},prepend:function(){return this.domManip(arguments,!0,function(a){this.nodeType===1&&this.insertBefore(a,this.firstChild)})},before:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this)});if(arguments.length){var a=f.clean(arguments);a.push.apply(a,this.toArray());return this.pushStack(a,"before",arguments)}},after:function(){if(this[0]&&this[0].parentNode)return this.domManip(arguments,!1,function(a){this.parentNode.insertBefore(a,this.nextSibling)});if(arguments.length){var a=this.pushStack(this,"after",arguments);a.push.apply(a,f.clean(arguments));return a}},remove:function(a,b){for(var c=0,d;(d=this[c])!=null;c++)if(!a||f.filter(a,[d]).length)!b&&d.nodeType===1&&(f.cleanData(d.getElementsByTagName("*")),f.cleanData([d])),d.parentNode&&d.parentNode.removeChild(d);return this},empty:function()
{for(var a=0,b;(b=this[a])!=null;a++){b.nodeType===1&&f.cleanData(b.getElementsByTagName("*"));while(b.firstChild)b.removeChild(b.firstChild)}return this},clone:function(a,b){a=a==null?!1:a,b=b==null?a:b;return this.map(function(){return f.clone(this,a,b)})},html:function(a){if(a===b)return this[0]&&this[0].nodeType===1?this[0].innerHTML.replace(W,""):null;if(typeof a=="string"&&!ba.test(a)&&(f.support.leadingWhitespace||!X.test(a))&&!bg[(Z.exec(a)||["",""])[1].toLowerCase()]){a=a.replace(Y,"<$1></$2>");try{for(var c=0,d=this.length;c<d;c++)this[c].nodeType===1&&(f.cleanData(this[c].getElementsByTagName("*")),this[c].innerHTML=a)}catch(e){this.empty().append(a)}}else f.isFunction(a)?this.each(function(b){var c=f(this);c.html(a.call(this,b,c.html()))}):this.empty().append(a);return this},replaceWith:function(a){if(this[0]&&this[0].parentNode){if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this),d=c.html();c.replaceWith(a.call(this,b,d))});typeof a!="string"&&(a=f(a).detach());return this.each(function(){var b=this.nextSibling,c=this.parentNode;f(this).remove(),b?f(b).before(a):f(c).append(a)})}return this.length?this.pushStack(f(f.isFunction(a)?a():a),"replaceWith",a):this},detach:function(a){return this.remove(a,!0)},domManip:function(a,c,d){var e,g,h,i,j=a[0],k=[];if(!f.support.checkClone&&arguments.length===3&&typeof j=="string"&&bd.test(j))return this.each(function(){f(this).domManip(a,c,d,!0)});if(f.isFunction(j))return this.each(function(e){var g=f(this);a[0]=j.call(this,e,c?g.html():b),g.domManip(a,c,d)});if(this[0]){i=j&&j.parentNode,f.support.parentNode&&i&&i.nodeType===11&&i.childNodes.length===this.length?e={fragment:i}:e=f.buildFragment(a,this,k),h=e.fragment,h.childNodes.length===1?g=h=h.firstChild:g=h.firstChild;if(g){c=c&&f.nodeName(g,"tr");for(var l=0,m=this.length,n=m-1;l<m;l++)d.call(c?bi(this[l],g):this[l],e.cacheable||m>1&&l<n?f.clone(h,!0,!0):h)}k.length&&f.each(k,bp)}return this}}),f.buildFragment=function(a,b,d){var e,g,h,i,j=a[0];b&&b[0]&&(i=b[0].ownerDocument||b[0]),i.createDocumentFragment||(i=c),a.length===1&&typeof j=="string"&&j.length<512&&i===c&&j.charAt(0)==="<"&&!bb.test(j)&&(f.support.checkClone||!bd.test(j))&&(f.support.html5Clone||!bc.test(j))&&(g=!0,h=f.fragments[j],h&&h!==1&&(e=h)),e||(e=i.createDocumentFragment(),f.clean(a,i,e,d)),g&&(f.fragments[j]=h?e:1);return{fragment:e,cacheable:g}},f.fragments={},f.each({appendTo:"append",prependTo:"prepend",insertBefore:"before",insertAfter:"after",replaceAll:"replaceWith"},function(a,b){f.fn[a]=function(c){var d=[],e=f(c),g=this.length===1&&this[0].parentNode;if(g&&g.nodeType===11&&g.childNodes.length===1&&e.length===1){e[b](this[0]);return this}for(var h=0,i=e.length;h<i;h++){var j=(h>0?this.clone(!0):this).get();f(e[h])[b](j),d=d.concat(j)}return this.pushStack(d,a,e.selector)}}),f.extend({clone:function(a,b,c){var d,e,g,h=f.support.html5Clone||!bc.test("<"+a.nodeName)?a.cloneNode(!0):bo(a);if((!f.support.noCloneEvent||!f.support.noCloneChecked)&&(a.nodeType===1||a.nodeType===11)&&!f.isXMLDoc(a)){bk(a,h),d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)e[g]&&bk(d[g],e[g])}if(b){bj(a,h);if(c){d=bl(a),e=bl(h);for(g=0;d[g];++g)bj(d[g],e[g])}}d=e=null;return h},clean:function(a,b,d,e){var g;b=b||c,typeof b.createElement=="undefined"&&(b=b.ownerDocument||b[0]&&b[0].ownerDocument||c);var h=[],i;for(var j=0,k;(k=a[j])!=null;j++){typeof k=="number"&&(k+="");if(!k)continue;if(typeof k=="string")if(!_.test(k))k=b.createTextNode(k);else{k=k.replace(Y,"<$1></$2>");var l=(Z.exec(k)||["",""])[1].toLowerCase(),m=bg[l]||bg._default,n=m[0],o=b.createElement("div");b===c?bh.appendChild(o):U(b).appendChild(o),o.innerHTML=m[1]+k+m[2];while(n--)o=o.lastChild;if(!f.support.tbody){var p=$.test(k),q=l==="table"&&!p?o.firstChild&&o.firstChild.childNodes:m[1]==="<table>"&&!p?o.childNodes:[];for(i=q.length-1;i>=0;--i)f.nodeName(q[i],"tbody")&&!q[i].childNodes.length&&q[i].parentNode.removeChild(q[i])}!f.support.leadingWhitespace&&X.test(k)&&o.insertBefore(b.createTextNode(X.exec(k)[0]),o.firstChild),k=o.childNodes}var r;if(!f.support.appendChecked)if(k[0]&&typeof (r=k.length)=="number")for(i=0;i<r;i++)bn(k[i]);else bn(k);k.nodeType?h.push(k):h=f.merge(h,k)}if(d){g=function(a){return!a.type||be.test(a.type)};for(j=0;h[j];j++)if(e&&f.nodeName(h[j],"script")&&(!h[j].type||h[j].type.toLowerCase()==="text/javascript"))e.push(h[j].parentNode?h[j].parentNode.removeChild(h[j]):h[j]);else{if(h[j].nodeType===1){var s=f.grep(h[j].getElementsByTagName("script"),g);h.splice.apply(h,[j+1,0].concat(s))}d.appendChild(h[j])}}return h},cleanData:function(a){var b,c,d=f.cache,e=f.event.special,g=f.support.deleteExpando;for(var h=0,i;(i=a[h])!=null;h++){if(i.nodeName&&f.noData[i.nodeName.toLowerCase()])continue;c=i[f.expando];if(c){b=d[c];if(b&&b.events){for(var j in b.events)e[j]?f.event.remove(i,j):f.removeEvent(i,j,b.handle);b.handle&&(b.handle.elem=null)}g?delete i[f.expando]:i.removeAttribute&&i.removeAttribute(f.expando),delete d[c]}}}});var bq=/alpha\([^)]*\)/i,br=/opacity=([^)]*)/,bs=/([A-Z]|^ms)/g,bt=/^-?\d+(?:px)?$/i,bu=/^-?\d/,bv=/^([\-+])=([\-+.\de]+)/,bw={position:"absolute",visibility:"hidden",display:"block"},bx=["Left","Right"],by=["Top","Bottom"],bz,bA,bB;f.fn.css=function(a,c){if(arguments.length===2&&c===b)return this;return f.access(this,a,c,!0,function(a,c,d){return d!==b?f.style(a,c,d):f.css(a,c)})},f.extend({cssHooks:{opacity:{get:function(a,b){if(b){var c=bz(a,"opacity","opacity");return c===""?"1":c}return a.style.opacity}}},cssNumber:{fillOpacity:!0,fontWeight:!0,lineHeight:!0,opacity:!0,orphans:!0,widows:!0,zIndex:!0,zoom:!0},cssProps:{"float":f.support.cssFloat?"cssFloat":"styleFloat"},style:function(a,c,d,e){if(!!a&&a.nodeType!==3&&a.nodeType!==8&&!!a.style){var g,h,i=f.camelCase(c),j=a.style,k=f.cssHooks[i];c=f.cssProps[i]||i;if(d===b){if(k&&"get"in k&&(g=k.get(a,!1,e))!==b)return g;return j[c]}h=typeof d,h==="string"&&(g=bv.exec(d))&&(d=+(g[1]+1)*+g[2]+parseFloat(f.css(a,c)),h="number");if(d==null||h==="number"&&isNaN(d))return;h==="number"&&!f.cssNumber[i]&&(d+="px");if(!k||!("set"in k)||(d=k.set(a,d))!==b)try{j[c]=d}catch(l){}}},css:function(a,c,d){var e,g;c=f.camelCase(c),g=f.cssHooks[c],c=f.cssProps[c]||c,c==="cssFloat"&&(c="float");if(g&&"get"in g&&(e=g.get(a,!0,d))!==b)return e;if(bz)return bz(a,c)},swap:function(a,b,c){var d={};for(var e in b)d[e]=a.style[e],a.style[e]=b[e];c.call(a);for(e in b)a.style[e]=d[e]}}),f.curCSS=f.css,f.each(["height","width"],function(a,b){f.cssHooks[b]={get:function(a,c,d){var e;if(c){if(a.offsetWidth!==0)return bC(a,b,d);f.swap(a,bw,function(){e=bC(a,b,d)});return e}},set:function(a,b){if(!bt.test(b))return b;b=parseFloat(b);if(b>=0)return b+"px"}}}),f.support.opacity||(f.cssHooks.opacity={get:function(a,b){return br.test((b&&a.currentStyle?a.currentStyle.filter:a.style.filter)||"")?parseFloat(RegExp.$1)/100+"":b?"1":""},set:function(a,b){var c=a.style,d=a.currentStyle,e=f.isNumeric(b)?"alpha(opacity="+b*100+")":"",g=d&&d.filter||c.filter||"";c.zoom=1;if(b>=1&&f.trim(g.replace(bq,""))===""){c.removeAttribute("filter");if(d&&!d.filter)return}c.filter=bq.test(g)?g.replace(bq,e):g+" "+e}}),f(function(){f.support.reliableMarginRight||(f.cssHooks.marginRight={get:function(a,b){var c;f.swap(a,{display:"inline-block"},function(){b?c=bz(a,"margin-right","marginRight"):c=a.style.marginRight});return c}})}),c.defaultView&&c.defaultView.getComputedStyle&&(bA=function(a,b){var c,d,e;b=b.replace(bs,"-$1").toLowerCase(),(d=a.ownerDocument.defaultView)&&(e=d.getComputedStyle(a,null))&&(c=e.getPropertyValue(b),c===""&&!f.contains(a.ownerDocument.documentElement,a)&&(c=f.style(a,b)));return c}),c.documentElement.currentStyle&&(bB=function(a,b){var c,d,e,f=a.currentStyle&&a.currentStyle[b],g=a.style;f===null&&g&&(e=g[b])&&(f=e),!bt.test(f)&&bu.test(f)&&(c=g.left,d=a.runtimeStyle&&a.runtimeStyle.left,d&&(a.runtimeStyle.left=a.currentStyle.left),g.left=b==="fontSize"?"1em":f||0,f=g.pixelLeft+"px",g.left=c,d&&(a.runtimeStyle.left=d));return f===""?"auto":f}),bz=bA||bB,f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.hidden=function(a){var b=a.offsetWidth,c=a.offsetHeight;return b===0&&c===0||!f.support.reliableHiddenOffsets&&(a.style&&a.style.display||f.css(a,"display"))==="none"},f.expr.filters.visible=function(a){return!f.expr.filters.hidden(a)});var bD=/%20/g,bE=/\[\]$/,bF=/\r?\n/g,bG=/#.*$/,bH=/^(.*?):[ \t]*([^\r\n]*)\r?$/mg,bI=/^(?:color|date|datetime|datetime-local|email|hidden|month|number|password|range|search|tel|text|time|url|week)$/i,bJ=/^(?:about|app|app\-storage|.+\-extension|file|res|widget):$/,bK=/^(?:GET|HEAD)$/,bL=/^\/\//,bM=/\?/,bN=/<script\b[^<]*(?:(?!<\/script>)<[^<]*)*<\/script>/gi,bO=/^(?:select|textarea)/i,bP=/\s+/,bQ=/([?&])_=[^&]*/,bR=/^([\w\+\.\-]+:)(?:\/\/([^\/?#:]*)(?::(\d+))?)?/,bS=f.fn.load,bT={},bU={},bV,bW,bX=["*/"]+["*"];try{bV=e.href}catch(bY){bV=c.createElement("a"),bV.href="",bV=bV.href}bW=bR.exec(bV.toLowerCase())||[],f.fn.extend({load:function(a,c,d){if(typeof a!="string"&&bS)return bS.apply(this,arguments);if(!this.length)return this;var e=a.indexOf(" ");if(e>=0){var g=a.slice(e,a.length);a=a.slice(0,e)}var h="GET";c&&(f.isFunction(c)?(d=c,c=b):typeof c=="object"&&(c=f.param(c,f.ajaxSettings.traditional),h="POST"));var i=this;f.ajax({url:a,type:h,dataType:"html",data:c,complete:function(a,b,c){c=a.responseText,a.isResolved()&&(a.done(function(a){c=a}),i.html(g?f("<div>").append(c.replace(bN,"")).find(g):c)),d&&i.each(d,[c,b,a])}});return this},serialize:function(){return f.param(this.serializeArray())},serializeArray:function(){return this.map(function(){return this.elements?f.makeArray(this.elements):this}).filter(function(){return this.name&&!this.disabled&&(this.checked||bO.test(this.nodeName)||bI.test(this.type))}).map(function(a,b){var c=f(this).val();return c==null?null:f.isArray(c)?f.map(c,function(a,c){return{name:b.name,value:a.replace(bF,"\r\n")}}):{name:b.name,value:c.replace(bF,"\r\n")}}).get()}}),f.each("ajaxStart ajaxStop ajaxComplete ajaxError ajaxSuccess ajaxSend".split(" "),function(a,b){f.fn[b]=function(a){return this.on(b,a)}}),f.each(["get","post"],function(a,c){f[c]=function(a,d,e,g){f.isFunction(d)&&(g=g||e,e=d,d=b);return f.ajax({type:c,url:a,data:d,success:e,dataType:g})}}),f.extend({getScript:function(a,c){return f.get(a,b,c,"script")},getJSON:function(a,b,c){return f.get(a,b,c,"json")},ajaxSetup:function(a,b){b?b_(a,f.ajaxSettings):(b=a,a=f.ajaxSettings),b_(a,b);return a},ajaxSettings:{url:bV,isLocal:bJ.test(bW[1]),global:!0,type:"GET",contentType:"application/x-www-form-urlencoded",processData:!0,async:!0,accepts:{xml:"application/xml, text/xml",html:"text/html",text:"text/plain",json:"application/json, text/javascript","*":bX},contents:{xml:/xml/,html:/html/,json:/json/},responseFields:{xml:"responseXML",text:"responseText"},converters:{"* text":a.String,"text html":!0,"text json":f.parseJSON,"text xml":f.parseXML},flatOptions:{context:!0,url:!0}},ajaxPrefilter:bZ(bT),ajaxTransport:bZ(bU),ajax:function(a,c){function w(a,c,l,m){if(s!==2){s=2,q&&clearTimeout(q),p=b,n=m||"",v.readyState=a>0?4:0;var o,r,u,w=c,x=l?cb(d,v,l):b,y,z;if(a>=200&&a<300||a===304){if(d.ifModified){if(y=v.getResponseHeader("Last-Modified"))f.lastModified[k]=y;if(z=v.getResponseHeader("Etag"))f.etag[k]=z}if(a===304)w="notmodified",o=!0;else try{r=cc(d,x),w="success",o=!0}catch(A){w="parsererror",u=A}}else{u=w;if(!w||a)w="error",a<0&&(a=0)}v.status=a,v.statusText=""+(c||w),o?h.resolveWith(e,[r,w,v]):h.rejectWith(e,[v,w,u]),v.statusCode(j),j=b,t&&g.trigger("ajax"+(o?"Success":"Error"),[v,d,o?r:u]),i.fireWith(e,[v,w]),t&&(g.trigger("ajaxComplete",[v,d]),--f.active||f.event.trigger("ajaxStop"))}}typeof a=="object"&&(c=a,a=b),c=c||{};var d=f.ajaxSetup({},c),e=d.context||d,g=e!==d&&(e.nodeType||e instanceof f)?f(e):f.event,h=f.Deferred(),i=f.Callbacks("once memory"),j=d.statusCode||{},k,l={},m={},n,o,p,q,r,s=0,t,u,v={readyState:0,setRequestHeader:function(a,b){if(!s){var c=a.toLowerCase();a=m[c]=m[c]||a,l[a]=b}return this},getAllResponseHeaders:function(){return s===2?n:null},getResponseHeader:function(a){var c;if(s===2){if(!o){o={};while(c=bH.exec(n))o[c[1].toLowerCase()]=c[2]}c=o[a.toLowerCase()]}return c===b?null:c},overrideMimeType:function(a){s||(d.mimeType=a);return this},abort:function(a){a=a||"abort",p&&p.abort(a),w(0,a);return this}};h.promise(v),v.success=v.done,v.error=v.fail,v.complete=i.add,v.statusCode=function(a){if(a){var b;if(s<2)for(b in a)j[b]=[j[b],a[b]];else b=a[v.status],v.then(b,b)}return this},d.url=((a||d.url)+"").replace(bG,"").replace(bL,bW[1]+"//"),d.dataTypes=f.trim(d.dataType||"*").toLowerCase().split(bP),d.crossDomain==null&&(r=bR.exec(d.url.toLowerCase()),d.crossDomain=!(!r||r[1]==bW[1]&&r[2]==bW[2]&&(r[3]||(r[1]==="http:"?80:443))==(bW[3]||(bW[1]==="http:"?80:443)))),d.data&&d.processData&&typeof d.data!="string"&&(d.data=f.param(d.data,d.traditional)),b$(bT,d,c,v);if(s===2)return!1;t=d.global,d.type=d.type.toUpperCase(),d.hasContent=!bK.test(d.type),t&&f.active++===0&&f.event.trigger("ajaxStart");if(!d.hasContent){d.data&&(d.url+=(bM.test(d.url)?"&":"?")+d.data,delete d.data),k=d.url;if(d.cache===!1){var x=f.now(),y=d.url.replace(bQ,"$1_="+x);d.url=y+(y===d.url?(bM.test(d.url)?"&":"?")+"_="+x:"")}}(d.data&&d.hasContent&&d.contentType!==!1||c.contentType)&&v.setRequestHeader("Content-Type",d.contentType),d.ifModified&&(k=k||d.url,f.lastModified[k]&&v.setRequestHeader("If-Modified-Since",f.lastModified[k]),f.etag[k]&&v.setRequestHeader("If-None-Match",f.etag[k])),v.setRequestHeader("Accept",d.dataTypes[0]&&d.accepts[d.dataTypes[0]]?d.accepts[d.dataTypes[0]]+(d.dataTypes[0]!=="*"?", "+bX+"; q=0.01":""):d.accepts["*"]);for(u in d.headers)v.setRequestHeader(u,d.headers[u]);if(d.beforeSend&&(d.beforeSend.call(e,v,d)===!1||s===2)){v.abort();return!1}for(u in{success:1,error:1,complete:1})v[u](d[u]);p=b$(bU,d,c,v);if(!p)w(-1,"No Transport");else{v.readyState=1,t&&g.trigger("ajaxSend",[v,d]),d.async&&d.timeout>0&&(q=setTimeout(function(){v.abort("timeout")},d.timeout));try{s=1,p.send(l,w)}catch(z){if(s<2)w(-1,z);else throw z}}return v},param:function(a,c){var d=[],e=function(a,b){b=f.isFunction(b)?b():b,d[d.length]=encodeURIComponent(a)+"="+encodeURIComponent(b)};c===b&&(c=f.ajaxSettings.traditional);if(f.isArray(a)||a.jquery&&!f.isPlainObject(a))f.each(a,function(){e(this.name,this.value)});else for(var g in a)ca(g,a[g],c,e);return d.join("&").replace(bD,"+")}}),f.extend({active:0,lastModified:{},etag:{}});var cd=f.now(),ce=/(\=)\?(&|$)|\?\?/i;f.ajaxSetup({jsonp:"callback",jsonpCallback:function(){return f.expando+"_"+cd++}}),f.ajaxPrefilter("json jsonp",function(b,c,d){var e=b.contentType==="application/x-www-form-urlencoded"&&typeof b.data=="string";if(b.dataTypes[0]==="jsonp"||b.jsonp!==!1&&(ce.test(b.url)||e&&ce.test(b.data))){var g,h=b.jsonpCallback=f.isFunction(b.jsonpCallback)?b.jsonpCallback():b.jsonpCallback,i=a[h],j=b.url,k=b.data,l="$1"+h+"$2";b.jsonp!==!1&&(j=j.replace(ce,l),b.url===j&&(e&&(k=k.replace(ce,l)),b.data===k&&(j+=(/\?/.test(j)?"&":"?")+b.jsonp+"="+h))),b.url=j,b.data=k,a[h]=function(a){g=[a]},d.always(function(){a[h]=i,g&&f.isFunction(i)&&a[h](g[0])}),b.converters["script json"]=function(){g||f.error(h+" was not called");return g[0]},b.dataTypes[0]="json";return"script"}}),f.ajaxSetup({accepts:{script:"text/javascript, application/javascript, application/ecmascript, application/x-ecmascript"},contents:{script:/javascript|ecmascript/},converters:{"text script":function(a){f.globalEval(a);return a}}}),f.ajaxPrefilter("script",function(a){a.cache===b&&(a.cache=!1),a.crossDomain&&(a.type="GET",a.global=!1)}),f.ajaxTransport("script",function(a){if(a.crossDomain){var d,e=c.head||c.getElementsByTagName("head")[0]||c.documentElement;return{send:function(f,g){d=c.createElement("script"),d.async="async",a.scriptCharset&&(d.charset=a.scriptCharset),d.src=a.url,d.onload=d.onreadystatechange=function(a,c){if(c||!d.readyState||/loaded|complete/.test(d.readyState))d.onload=d.onreadystatechange=null,e&&d.parentNode&&e.removeChild(d),d=b,c||g(200,"success")},e.insertBefore(d,e.firstChild)},abort:function(){d&&d.onload(0,1)}}}});var cf=a.ActiveXObject?function(){for(var a in ch)ch[a](0,1)}:!1,cg=0,ch;f.ajaxSettings.xhr=a.ActiveXObject?function(){return!this.isLocal&&ci()||cj()}:ci,function(a){f.extend(f.support,{ajax:!!a,cors:!!a&&"withCredentials"in a})}(f.ajaxSettings.xhr()),f.support.ajax&&f.ajaxTransport(function(c){if(!c.crossDomain||f.support.cors){var d;return{send:function(e,g){var h=c.xhr(),i,j;c.username?h.open(c.type,c.url,c.async,c.username,c.password):h.open(c.type,c.url,c.async);if(c.xhrFields)for(j in c.xhrFields)h[j]=c.xhrFields[j];c.mimeType&&h.overrideMimeType&&h.overrideMimeType(c.mimeType),!c.crossDomain&&!e["X-Requested-With"]&&(e["X-Requested-With"]="XMLHttpRequest");try{for(j in e)h.setRequestHeader(j,e[j])}catch(k){}h.send(c.hasContent&&c.data||null),d=function(a,e){var j,k,l,m,n;try{if(d&&(e||h.readyState===4)){d=b,i&&(h.onreadystatechange=f.noop,cf&&delete ch[i]);if(e)h.readyState!==4&&h.abort();else{j=h.status,l=h.getAllResponseHeaders(),m={},n=h.responseXML,n&&n.documentElement&&(m.xml=n),m.text=h.responseText;try{k=h.statusText}catch(o){k=""}!j&&c.isLocal&&!c.crossDomain?j=m.text?200:404:j===1223&&(j=204)}}}catch(p){e||g(-1,p)}m&&g(j,k,m,l)},!c.async||h.readyState===4?d():(i=++cg,cf&&(ch||(ch={},f(a).unload(cf)),ch[i]=d),h.onreadystatechange=d)},abort:function(){d&&d(0,1)}}}});var ck={},cl,cm,cn=/^(?:toggle|show|hide)$/,co=/^([+\-]=)?([\d+.\-]+)([a-z%]*)$/i,cp,cq=[["height","marginTop","marginBottom","paddingTop","paddingBottom"],["width","marginLeft","marginRight","paddingLeft","paddingRight"],["opacity"]],cr;f.fn.extend({show:function(a,b,c){var d,e;if(a||a===0)return this.animate(cu("show",3),a,b,c);for(var g=0,h=this.length;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=d.style.display,!f._data(d,"olddisplay")&&e==="none"&&(e=d.style.display=""),e===""&&f.css(d,"display")==="none"&&f._data(d,"olddisplay",cv(d.nodeName)));for(g=0;g<h;g++){d=this[g];if(d.style){e=d.style.display;if(e===""||e==="none")d.style.display=f._data(d,"olddisplay")||""}}return this},hide:function(a,b,c){if(a||a===0)return this.animate(cu("hide",3),a,b,c);var d,e,g=0,h=this.length;for(;g<h;g++)d=this[g],d.style&&(e=f.css(d,"display"),e!=="none"&&!f._data(d,"olddisplay")&&f._data(d,"olddisplay",e));for(g=0;g<h;g++)this[g].style&&(this[g].style.display="none");return this},_toggle:f.fn.toggle,toggle:function(a,b,c){var d=typeof a=="boolean";f.isFunction(a)&&f.isFunction(b)?this._toggle.apply(this,arguments):a==null||d?this.each(function(){var b=d?a:f(this).is(":hidden");f(this)[b?"show":"hide"]()}):this.animate(cu("toggle",3),a,b,c);return this},fadeTo:function(a,b,c,d){return this.filter(":hidden").css("opacity",0).show().end().animate({opacity:b},a,c,d)},animate:function(a,b,c,d){function g(){e.queue===!1&&f._mark(this);var b=f.extend({},e),c=this.nodeType===1,d=c&&f(this).is(":hidden"),g,h,i,j,k,l,m,n,o;b.animatedProperties={};for(i in a){g=f.camelCase(i),i!==g&&(a[g]=a[i],delete a[i]),h=a[g],f.isArray(h)?(b.animatedProperties[g]=h[1],h=a[g]=h[0]):b.animatedProperties[g]=b.specialEasing&&b.specialEasing[g]||b.easing||"swing";if(h==="hide"&&d||h==="show"&&!d)return b.complete.call(this);c&&(g==="height"||g==="width")&&(b.overflow=[this.style.overflow,this.style.overflowX,this.style.overflowY],f.css(this,"display")==="inline"&&f.css(this,"float")==="none"&&(!f.support.inlineBlockNeedsLayout||cv(this.nodeName)==="inline"?this.style.display="inline-block":this.style.zoom=1))}b.overflow!=null&&(this.style.overflow="hidden");for(i in a)j=new f.fx(this,b,i),h=a[i],cn.test(h)?(o=f._data(this,"toggle"+i)||(h==="toggle"?d?"show":"hide":0),o?(f._data(this,"toggle"+i,o==="show"?"hide":"show"),j[o]()):j[h]()):(k=co.exec(h),l=j.cur(),k?(m=parseFloat(k[2]),n=k[3]||(f.cssNumber[i]?"":"px"),n!=="px"&&(f.style(this,i,(m||1)+n),l=(m||1)/j.cur()*l,f.style(this,i,l+n)),k[1]&&(m=(k[1]==="-="?-1:1)*m+l),j.custom(l,m,n)):j.custom(l,h,""));return!0}var e=f.speed(b,c,d);if(f.isEmptyObject(a))return this.each(e.complete,[!1]);a=f.extend({},a);return e.queue===!1?this.each(g):this.queue(e.queue,g)},stop:function(a,c,d){typeof a!="string"&&(d=c,c=a,a=b),c&&a!==!1&&this.queue(a||"fx",[]);return this.each(function(){function h(a,b,c){var e=b[c];f.removeData(a,c,!0),e.stop(d)}var b,c=!1,e=f.timers,g=f._data(this);d||f._unmark(!0,this);if(a==null)for(b in g)g[b]&&g[b].stop&&b.indexOf(".run")===b.length-4&&h(this,g,b);else g[b=a+".run"]&&g[b].stop&&h(this,g,b);for(b=e.length;b--;)e[b].elem===this&&(a==null||e[b].queue===a)&&(d?e[b](!0):e[b].saveState(),c=!0,e.splice(b,1));(!d||!c)&&f.dequeue(this,a)})}}),f.each({slideDown:cu("show",1),slideUp:cu("hide",1),slideToggle:cu("toggle",1),fadeIn:{opacity:"show"},fadeOut:{opacity:"hide"},fadeToggle:{opacity:"toggle"}},function(a,b){f.fn[a]=function(a,c,d){return this.animate(b,a,c,d)}}),f.extend({speed:function(a,b,c){var d=a&&typeof a=="object"?f.extend({},a):{complete:c||!c&&b||f.isFunction(a)&&a,duration:a,easing:c&&b||b&&!f.isFunction(b)&&b};d.duration=f.fx.off?0:typeof d.duration=="number"?d.duration:d.duration in f.fx.speeds?f.fx.speeds[d.duration]:f.fx.speeds._default;if(d.queue==null||d.queue===!0)d.queue="fx";d.old=d.complete,d.complete=function(a){f.isFunction(d.old)&&d.old.call(this),d.queue?f.dequeue(this,d.queue):a!==!1&&f._unmark(this)};return d},easing:{linear:function(a,b,c,d){return c+d*a},swing:function(a,b,c,d){return(-Math.cos(a*Math.PI)/2+.5)*d+c}},timers:[],fx:function(a,b,c){this.options=b,this.elem=a,this.prop=c,b.orig=b.orig||{}}}),f.fx.prototype={update:function(){this.options.step&&this.options.step.call(this.elem,this.now,this),(f.fx.step[this.prop]||f.fx.step._default)(this)},cur:function(){if(this.elem[this.prop]!=null&&(!this.elem.style||this.elem.style[this.prop]==null))return this.elem[this.prop];var a,b=f.css(this.elem,this.prop);return isNaN(a=parseFloat(b))?!b||b==="auto"?0:b:a},custom:function(a,c,d){function h(a){return e.step(a)}var e=this,g=f.fx;this.startTime=cr||cs(),this.end=c,this.now=this.start=a,this.pos=this.state=0,this.unit=d||this.unit||(f.cssNumber[this.prop]?"":"px"),h.queue=this.options.queue,h.elem=this.elem,h.saveState=function(){e.options.hide&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop)===b&&f._data(e.elem,"fxshow"+e.prop,e.start)},h()&&f.timers.push(h)&&!cp&&(cp=setInterval(g.tick,g.interval))},show:function(){var a=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop);this.options.orig[this.prop]=a||f.style(this.elem,this.prop),this.options.show=!0,a!==b?this.custom(this.cur(),a):this.custom(this.prop==="width"||this.prop==="height"?1:0,this.cur()),f(this.elem).show()},hide:function(){this.options.orig[this.prop]=f._data(this.elem,"fxshow"+this.prop)||f.style(this.elem,this.prop),this.options.hide=!0,this.custom(this.cur(),0)},step:function(a){var b,c,d,e=cr||cs(),g=!0,h=this.elem,i=this.options;if(a||e>=i.duration+this.startTime){this.now=this.end,this.pos=this.state=1,this.update(),i.animatedProperties[this.prop]=!0;for(b in i.animatedProperties)i.animatedProperties[b]!==!0&&(g=!1);if(g){i.overflow!=null&&!f.support.shrinkWrapBlocks&&f.each(["","X","Y"],function(a,b){h.style["overflow"+b]=i.overflow[a]}),i.hide&&f(h).hide();if(i.hide||i.show)for(b in i.animatedProperties)f.style(h,b,i.orig[b]),f.removeData(h,"fxshow"+b,!0),f.removeData(h,"toggle"+b,!0);d=i.complete,d&&(i.complete=!1,d.call(h))}return!1}i.duration==Infinity?this.now=e:(c=e-this.startTime,this.state=c/i.duration,this.pos=f.easing[i.animatedProperties[this.prop]](this.state,c,0,1,i.duration),this.now=this.start+(this.end-this.start)*this.pos),this.update();return!0}},f.extend(f.fx,{tick:function(){var a,b=f.timers,c=0;for(;c<b.length;c++)a=b[c],!a()&&b[c]===a&&b.splice(c--,1);b.length||f.fx.stop()},interval:13,stop:function(){clearInterval(cp),cp=null},speeds:{slow:600,fast:200,_default:400},step:{opacity:function(a){f.style(a.elem,"opacity",a.now)},_default:function(a){a.elem.style&&a.elem.style[a.prop]!=null?a.elem.style[a.prop]=a.now+a.unit:a.elem[a.prop]=a.now}}}),f.each(["width","height"],function(a,b){f.fx.step[b]=function(a){f.style(a.elem,b,Math.max(0,a.now)+a.unit)}}),f.expr&&f.expr.filters&&(f.expr.filters.animated=function(a){return f.grep(f.timers,function(b){return a===b.elem}).length});var cw=/^t(?:able|d|h)$/i,cx=/^(?:body|html)$/i;"getBoundingClientRect"in c.documentElement?f.fn.offset=function(a){var b=this[0],c;if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);try{c=b.getBoundingClientRect()}catch(d){}var e=b.ownerDocument,g=e.documentElement;if(!c||!f.contains(g,b))return c?{top:c.top,left:c.left}:{top:0,left:0};var h=e.body,i=cy(e),j=g.clientTop||h.clientTop||0,k=g.clientLeft||h.clientLeft||0,l=i.pageYOffset||f.support.boxModel&&g.scrollTop||h.scrollTop,m=i.pageXOffset||f.support.boxModel&&g.scrollLeft||h.scrollLeft,n=c.top+l-j,o=c.left+m-k;return{top:n,left:o}}:f.fn.offset=function(a){var b=this[0];if(a)return this.each(function(b){f.offset.setOffset(this,a,b)});if(!b||!b.ownerDocument)return null;if(b===b.ownerDocument.body)return f.offset.bodyOffset(b);var c,d=b.offsetParent,e=b,g=b.ownerDocument,h=g.documentElement,i=g.body,j=g.defaultView,k=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l=b.offsetTop,m=b.offsetLeft;while((b=b.parentNode)&&b!==i&&b!==h){if(f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed")break;c=j?j.getComputedStyle(b,null):b.currentStyle,l-=b.scrollTop,m-=b.scrollLeft,b===d&&(l+=b.offsetTop,m+=b.offsetLeft,f.support.doesNotAddBorder&&(!f.support.doesAddBorderForTableAndCells||!cw.test(b.nodeName))&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),e=d,d=b.offsetParent),f.support.subtractsBorderForOverflowNotVisible&&c.overflow!=="visible"&&(l+=parseFloat(c.borderTopWidth)||0,m+=parseFloat(c.borderLeftWidth)||0),k=c}if(k.position==="relative"||k.position==="static")l+=i.offsetTop,m+=i.offsetLeft;f.support.fixedPosition&&k.position==="fixed"&&(l+=Math.max(h.scrollTop,i.scrollTop),m+=Math.max(h.scrollLeft,i.scrollLeft));return{top:l,left:m}},f.offset={bodyOffset:function(a){var b=a.offsetTop,c=a.offsetLeft;f.support.doesNotIncludeMarginInBodyOffset&&(b+=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c+=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0);return{top:b,left:c}},setOffset:function(a,b,c){var d=f.css(a,"position");d==="static"&&(a.style.position="relative");var e=f(a),g=e.offset(),h=f.css(a,"top"),i=f.css(a,"left"),j=(d==="absolute"||d==="fixed")&&f.inArray("auto",[h,i])>-1,k={},l={},m,n;j?(l=e.position(),m=l.top,n=l.left):(m=parseFloat(h)||0,n=parseFloat(i)||0),f.isFunction(b)&&(b=b.call(a,c,g)),b.top!=null&&(k.top=b.top-g.top+m),b.left!=null&&(k.left=b.left-g.left+n),"using"in b?b.using.call(a,k):e.css(k)}},f.fn.extend({position:function(){if(!this[0])return null;var a=this[0],b=this.offsetParent(),c=this.offset(),d=cx.test(b[0].nodeName)?{top:0,left:0}:b.offset();c.top-=parseFloat(f.css(a,"marginTop"))||0,c.left-=parseFloat(f.css(a,"marginLeft"))||0,d.top+=parseFloat(f.css(b[0],"borderTopWidth"))||0,d.left+=parseFloat(f.css(b[0],"borderLeftWidth"))||0;return{top:c.top-d.top,left:c.left-d.left}},offsetParent:function(){return this.map(function(){var a=this.offsetParent||c.body;while(a&&!cx.test(a.nodeName)&&f.css(a,"position")==="static")a=a.offsetParent;return a})}}),f.each(["Left","Top"],function(a,c){var d="scroll"+c;f.fn[d]=function(c){var e,g;if(c===b){e=this[0];if(!e)return null;g=cy(e);return g?"pageXOffset"in g?g[a?"pageYOffset":"pageXOffset"]:f.support.boxModel&&g.document.documentElement[d]||g.document.body[d]:e[d]}return this.each(function(){g=cy(this),g?g.scrollTo(a?f(g).scrollLeft():c,a?c:f(g).scrollTop()):this[d]=c})}}),f.each(["Height","Width"],function(a,c){var d=c.toLowerCase();f.fn["inner"+c]=function(){var a=this[0];return a?a.style?parseFloat(f.css(a,d,"padding")):this[d]():null},f.fn["outer"+c]=function(a){var b=this[0];return b?b.style?parseFloat(f.css(b,d,a?"margin":"border")):this[d]():null},f.fn[d]=function(a){var e=this[0];if(!e)return a==null?null:this;if(f.isFunction(a))return this.each(function(b){var c=f(this);c[d](a.call(this,b,c[d]()))});if(f.isWindow(e)){var g=e.document.documentElement["client"+c],h=e.document.body;return e.document.compatMode==="CSS1Compat"&&g||h&&h["client"+c]||g}if(e.nodeType===9)return Math.max(e.documentElement["client"+c],e.body["scroll"+c],e.documentElement["scroll"+c],e.body["offset"+c],e.documentElement["offset"+c]);if(a===b){var i=f.css(e,d),j=parseFloat(i);return f.isNumeric(j)?j:i}return this.css(d,typeof a=="string"?a:a+"px")}}),a.jQuery=a.$=f,typeof define=="function"&&define.amd&&define.amd.jQuery&&define("jquery",[],function(){return f})})(window);
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## Version 8.4

We've got the new [demo page][]! The obvious new feature is the new look, but
apart from that it's got smarter: by presenting languages in groups it avoids
running 10000 highlighting attempts after first load which was slowing it down
and giving bad overall impression. It is now also being generated from test
code snippets so the authors of new languages don't have to update both tests
and the demo page with the same thing.

Other notable changes:

- The `template_comment` class is gone in favor of the more general `comment`.
- Number parsing unified and improved across languages.
- C++, Java and C# now use unified grammar to highlight titles in
  function/method definitions.
- The browser build is now usable as an AMD module, there's no separate build
  target for that anymore.
- OCaml has got a [comprehensive overhaul][ocaml] by [Mickaël Delahaye][].
- Clojure's data structures and literals are now highlighted outside of lists
  and we can now highlight Clojure's REPL sessions.

New languages:

- *AspectJ* by [Hakan Özler][]
- *STEP Part 21* by [Adam Joseph Cook][]
- *SML* derived by [Edwin Dalorzo][] from OCaml definition
- *Mercury* by [mucaho][]
- *Smali* by [Dennis Titze][]
- *Verilog* by [Jon Evans][]
- *Stata* by [Brian Quistorff][]

[Hakan Özler]: https://github.com/ozlerhakan
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[demo page]: https://highlightjs.org/static/demo/
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev
[Edwin Dalorzo]: https://github.com/edalorzo
[mucaho]: https://github.com/mucaho
[Dennis Titze]: https://github.com/titze
[Jon Evans]: https://github.com/craftyjon
[Brian Quistorff]: https://github.com/bquistorff
[ocaml]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/pull/608#issue-46190207
[Mickaël Delahaye]: https://github.com/polazarus


## Version 8.3

We streamlined our tool chain, it is now based entirely on node.js instead of
being a mix of node.js, Python and Java. The build script options and arguments
remained the same, and we've noted all the changes in the [documentation][b].
Apart from reducing complexity, the new build script is also faster from not
having to start Java machine repeatedly. The credits for the work go to [Jeremy
Hull][].

Some notable fixes:

- PHP and JavaScript mixed in HTML now live happily with each other.
- JavaScript regexes now understand ES6 flags "u" and "y".
- `throw` keyword is no longer detected as a method name in Java.
- Fixed parsing of numbers and symbols in Clojure thanks to [input from Ivan
  Kleshnin][ik].

New languages in this release:

- *Less* by [Max Mikhailov][]
- *Stylus* by [Bryant Williams][]
- *Tcl* by [Radek Liska][]
- *Puppet* by [Jose Molina Colmenero][]
- *Processing* by [Erik Paluka][]
- *Twig* templates by [Luke Holder][]
- *PowerShell* by [David Mohundro][], based on [the work of Nicholas
  Blumhardt][ps]
- *XL* by [Christophe de Dinechin][]
- *LiveScript* by [Taneli Vatanen][] and [Jen Evers-Corvina][]
- *ERB* (Ruby in HTML) by [Lucas Mazza][]
- *Roboconf* by [Vincent Zurczak][]

[b]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://twitter.com/IvanKleshnin/status/514041599484231680
[Max Mikhailov]: https://github.com/seven-phases-max
[Bryant Williams]: https://github.com/scien
[Radek Liska]: https://github.com/Nindaleth
[Jose Molina Colmenero]: https://github.com/Moliholy
[Erik Paluka]: https://github.com/paluka
[Luke Holder]: https://github.com/lukeholder
[David Mohundro]: https://github.com/drmohundro
[ps]: https://github.com/OctopusDeploy/Library/blob/master/app/shared/presentation/highlighting/powershell.js
[Christophe de Dinechin]: https://github.com/c3d
[Taneli Vatanen]: https://github.com/Daiz-
[Jen Evers-Corvina]: https://github.com/sevvie
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza
[Vincent Zurczak]: https://github.com/vincent-zurczak

## Version 8.2

We've finally got [real tests][test] and [continuous testing on Travis][ci]
thanks to [Jeremy Hull][] and [Chris Eidhof][]. The tests designed to cover
everything: language detection, correct parsing of individual language features
and various special cases. This is a very important change that gives us
confidence in extending language definitions and refactoring library core.

We're going to redesign the old [demo/test suite][demo] into an interactive
demo web app. If you're confident front-end developer or designer and want to
help us with it, drop a comment into [the issue][#542] on GitHub.

[test]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/tree/master/test
[demo]: https://highlightjs.org/static/test.html
[#542]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/issues/542
[ci]: https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof

As usually there's a handful of new languages in this release:

- *Groovy* by [Guillaume Laforge][]
- *Dart* by [Maxim Dikun][]
- *Dust* by [Michael Allen][]
- *Scheme* by [JP Verkamp][]
- *G-Code* by [Adam Joseph Cook][]
- *Q* from Kx Systems by [Sergey Vidyuk][]

[Guillaume Laforge]: https://github.com/glaforge
[Maxim Dikun]: https://github.com/dikmax
[Michael Allen]: https://github.com/bfui
[JP Verkamp]: https://github.com/jpverkamp
[Adam Joseph Cook]: https://github.com/adamjcook
[Sergey Vidyuk]: https://github.com/sv

Other improvements:

- [Erik Osheim][] heavily reworked Scala definitions making it richer.
- [Lucas Mazza][] fixed Ruby hashes highlighting
- Lisp variants (Lisp, Clojure and Scheme) are unified in regard to naming
  the first symbol in parentheses: it's "keyword" in general case and also
  "built_in" for built-in functions in Clojure and Scheme.

[Erik Osheim]: https://github.com/non
[Lucas Mazza]: https://github.com/lucasmazza

## Version 8.1

New languages:

- *Gherkin* by [Sam Pikesley][]
- *Elixir* by [Josh Adams][]
- *NSIS* by [Jan T. Sott][]
- *VIM script* by [Jun Yang][]
- *Protocol Buffers* by [Dan Tao][]
- *Nix* by [Domen Kožar][]
- *x86asm* by [innocenat][]
- *Cap’n Proto* and *Thrift* by [Oleg Efimov][]
- *Monkey* by [Arthur Bikmullin][]
- *TypeScript* by [Panu Horsmalahti][]
- *Nimrod* by [Flaviu Tamas][]
- *Gradle* by [Damian Mee][]
- *Haxe* by [Christopher Kaster][]
- *Swift* by [Chris Eidhof][] and [Nate Cook][]

New styles:

- *Kimbie*, light and dark variants by [Jan T. Sott][]
- *Color brewer* by [Fabrício Tavares de Oliveira][]
- *Codepen.io embed* by [Justin Perry][]
- *Hybrid* by [Nic West][]

[Sam Pikesley]: https://github.com/pikesley
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Josh Adams]: https://github.com/knewter
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg
[Jun Yang]: https://github.com/harttle
[Dan Tao]: https://github.com/dtao
[Domen Kožar]: https://github.com/iElectric
[innocenat]: https://github.com/innocenat
[Oleg Efimov]: https://github.com/Sannis
[Arthur Bikmullin]: https://github.com/devolonter
[Panu Horsmalahti]: https://github.com/panuhorsmalahti
[Flaviu Tamas]: https://github.com/flaviut
[Damian Mee]: https://github.com/chester1000
[Christopher Kaster]: http://christopher.kaster.ws
[Fabrício Tavares de Oliveira]: https://github.com/fabriciotav
[Justin Perry]: https://github.com/ourmaninamsterdam
[Nic West]: https://github.com/nicwest
[Chris Eidhof]: https://github.com/chriseidhof
[Nate Cook]: https://github.com/natecook1000

Other improvements:

- The README is heavily reworked and brought up to date by [Jeremy Hull][].
- Added [`listLanguages()`][ll] method in the API.
- Improved C/C++/C# detection.
- Added a bunch of new language aliases, documented the existing ones. Thanks to
  [Sindre Sorhus][] for background research.
- Added phrasal English words to boost relevance in comments.
- Many improvements to SQL definition made by [Heiko August][],
  [Nikolay Lisienko][] and [Travis Odom][].
- The shorter `lang-` prefix for language names in HTML classes supported
  alongside `language-`. Thanks to [Jeff Escalante][].
- Ruby's got support for interactive console sessions. Thanks to
  [Pascal Hurni][].
- Added built-in functions for R language. Thanks to [Artem A. Klevtsov][].
- Rust's got definition for lifetime parameters and improved string syntax.
  Thanks to [Roman Shmatov][].
- Various improvements to Objective-C definition by [Matt Diephouse][].
- Fixed highlighting of generics in Java.

[ll]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#listlanguages
[Sindre Sorhus]: https://github.com/sindresorhus
[Heiko August]: https://github.com/auge8472
[Nikolay Lisienko]: https://github.com/neor-ru
[Travis Odom]: https://github.com/Burstaholic
[Jeff Escalante]: https://github.com/jenius
[Pascal Hurni]: https://github.com/phurni
[Jiyin Yiyong]: https://github.com/jiyinyiyong
[Artem A. Klevtsov]: https://github.com/unikum
[Roman Shmatov]: https://github.com/shmatov
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Matt Diephouse]: https://github.com/mdiep


## Version 8.0

This new major release is quite a big overhaul bringing both new features and
some backwards incompatible changes. However, chances are that the majority of
users won't be affected by the latter: the basic scenario described in the
README is left intact.

Here's what did change in an incompatible way:

- We're now prefixing all classes located in [CSS classes reference][cr] with
  `hljs-`, by default, because some class names would collide with other
  people's stylesheets. If you were using an older version, you might still want
  the previous behavior, but still want to upgrade. To suppress this new
  behavior, you would initialize like so:

  ```html
  <script type="text/javascript">
    hljs.configure({classPrefix: ''});
    hljs.initHighlightingOnLoad();
  </script>
  ```

- `tabReplace` and `useBR` that were used in different places are also unified
  into the global options object and are to be set using `configure(options)`.
  This function is documented in our [API docs][]. Also note that these
  parameters are gone from `highlightBlock` and `fixMarkup` which are now also
  rely on `configure`.

- We removed public-facing (though undocumented) object `hljs.LANGUAGES` which
  was used to register languages with the library in favor of two new methods:
  `registerLanguage` and `getLanguage`. Both are documented in our [API docs][].

- Result returned from `highlight` and `highlightAuto` no longer contains two
  separate attributes contributing to relevance score, `relevance` and
  `keyword_count`. They are now unified in `relevance`.

Another technically compatible change that nonetheless might need attention:

- The structure of the NPM package was refactored, so if you had installed it
  locally, you'll have to update your paths. The usual `require('highlight.js')`
  works as before. This is contributed by [Dmitry Smolin][].

New features:

- Languages now can be recognized by multiple names like "js" for JavaScript or
  "html" for, well, HTML (which earlier insisted on calling it "xml"). These
  aliases can be specified in the class attribute of the code container in your
  HTML as well as in various API calls. For now there are only a few very common
  aliases but we'll expand it in the future. All of them are listed in the
  [class reference][cr].

- Language detection can now be restricted to a subset of languages relevant in
  a given context — a web page or even a single highlighting call. This is
  especially useful for node.js build that includes all the known languages.
  Another example is a StackOverflow-style site where users specify languages
  as tags rather than in the markdown-formatted code snippets. This is
  documented in the [API reference][] (see methods `highlightAuto` and
  `configure`).

- Language definition syntax streamlined with [variants][] and
  [beginKeywords][].

New languages and styles:

- *Oxygene* by [Carlo Kok][]
- *Mathematica* by [Daniel Kvasnička][]
- *Autohotkey* by [Seongwon Lee][]
- *Atelier* family of styles in 10 variants by [Bram de Haan][]
- *Paraíso* styles by [Jan T. Sott][]

Miscellaneous improvements:

- Highlighting `=>` prompts in Clojure.
- [Jeremy Hull][] fixed a lot of styles for consistency.
- Finally, highlighting PHP and HTML [mixed in peculiar ways][php-html].
- Objective C and C# now properly highlight titles in method definition.
- Big overhaul of relevance counting for a number of languages. Please do report
  bugs about mis-detection of non-trivial code snippets!

[API reference]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html

[cr]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[api docs]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html
[variants]: https://groups.google.com/d/topic/highlightjs/VoGC9-1p5vk/discussion
[beginKeywords]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/6c7fdea002eb3949577a85b3f7930137c7c3038d
[php-html]: https://twitter.com/highlightjs/status/408890903017689088

[Carlo Kok]: https://github.com/carlokok
[Bram de Haan]: https://github.com/atelierbram
[Daniel Kvasnička]: https://github.com/dkvasnicka
[Dmitry Smolin]: https://github.com/dimsmol
[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Seongwon Lee]: https://github.com/dlimpid
[Jan T. Sott]: https://github.com/idleberg


## Version 7.5

A catch-up release dealing with some of the accumulated contributions. This one
is probably will be the last before the 8.0 which will be slightly backwards
incompatible regarding some advanced use-cases.

One outstanding change in this version is the addition of 6 languages to the
[hosted script][d]: Markdown, ObjectiveC, CoffeeScript, Apache, Nginx and
Makefile. It now weighs about 6K more but we're going to keep it under 30K.

New languages:

- OCaml by [Mehdi Dogguy][mehdid] and [Nicolas Braud-Santoni][nbraud]
- [LiveCode Server][lcs] by [Ralf Bitter][revig]
- Scilab by [Sylvestre Ledru][sylvestre]
- basic support for Makefile by [Ivan Sagalaev][isagalaev]

Improvements:

- Ruby's got support for characters like `?A`, `?1`, `?\012` etc. and `%r{..}`
  regexps.
- Clojure now allows a function call in the beginning of s-expressions
  `(($filter "myCount") (arr 1 2 3 4 5))`.
- Haskell's got new keywords and now recognizes more things like pragmas,
  preprocessors, modules, containers, FFIs etc. Thanks to [Zena Treep][treep]
  for the implementation and to [Jeremy Hull][sourrust] for guiding it.
- Miscellaneous fixes in PHP, Brainfuck, SCSS, Asciidoc, CMake, Python and F#.

[mehdid]: https://github.com/mehdid
[nbraud]: https://github.com/nbraud
[revig]: https://github.com/revig
[lcs]: http://livecode.com/developers/guides/server/
[sylvestre]: https://github.com/sylvestre
[isagalaev]: https://github.com/isagalaev
[treep]: https://github.com/treep
[sourrust]: https://github.com/sourrust
[d]: http://highlightjs.org/download/


## New core developers

The latest long period of almost complete inactivity in the project coincided
with growing interest to it led to a decision that now seems completely obvious:
we need more core developers.

So without further ado let me welcome to the core team two long-time
contributors: [Jeremy Hull][] and [Oleg
Efimov][].

Hope now we'll be able to work through stuff faster!

P.S. The historical commit is [here][1] for the record.

[Jeremy Hull]: https://github.com/sourrust
[Oleg Efimov]: https://github.com/sannis
[1]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commit/f3056941bda56d2b72276b97bc0dd5f230f2473f


## Version 7.4

This long overdue version is a snapshot of the current source tree with all the
changes that happened during the past year. Sorry for taking so long!

Along with the changes in code highlight.js has finally got its new home at
<http://highlightjs.org/>, moving from its cradle on Software Maniacs which it
outgrew a long time ago. Be sure to report any bugs about the site to
<mailto:info@highlightjs.org>.

On to what's new…

New languages:

- Handlebars templates by [Robin Ward][]
- Oracle Rules Language by [Jason Jacobson][]
- F# by [Joans Follesø][]
- AsciiDoc and Haml by [Dan Allen][]
- Lasso by [Eric Knibbe][]
- SCSS by [Kurt Emch][]
- VB.NET by [Poren Chiang][]
- Mizar by [Kelley van Evert][]

[Robin Ward]: https://github.com/eviltrout
[Jason Jacobson]: https://github.com/jayce7
[Joans Follesø]: https://github.com/follesoe
[Dan Allen]: https://github.com/mojavelinux
[Eric Knibbe]: https://github.com/EricFromCanada
[Kurt Emch]: https://github.com/kemch
[Poren Chiang]: https://github.com/rschiang
[Kelley van Evert]: https://github.com/kelleyvanevert

New style themes:

- Monokai Sublime by [noformnocontent][]
- Railscasts by [Damien White][]
- Obsidian by [Alexander Marenin][]
- Docco by [Simon Madine][]
- Mono Blue by [Ivan Sagalaev][] (uses a single color hue for everything)
- Foundation by [Dan Allen][]

[noformnocontent]: http://nn.mit-license.org/
[Damien White]: https://github.com/visoft
[Alexander Marenin]: https://github.com/ioncreature
[Simon Madine]: https://github.com/thingsinjars
[Ivan Sagalaev]: https://github.com/isagalaev

Other notable changes:

- Corrected many corner cases in CSS.
- Dropped Python 2 version of the build tool.
- Implemented building for the AMD format.
- Updated Rust keywords (thanks to [Dmitry Medvinsky][]).
- Literal regexes can now be used in language definitions.
- CoffeeScript highlighting is now significantly more robust and rich due to
  input from [Cédric Néhémie][].

[Dmitry Medvinsky]: https://github.com/dmedvinsky
[Cédric Néhémie]: https://github.com/abe33


## Version 7.3

- Since this version highlight.js no longer works in IE version 8 and older.
  It's made it possible to reduce the library size and dramatically improve code
  readability and made it easier to maintain. Time to go forward!

- New languages: AppleScript (by [Nathan Grigg][ng] and [Dr. Drang][dd]) and
  Brainfuck (by [Evgeny Stepanischev][bolk]).

- Improvements to existing languages:

    - interpreter prompt in Python (`>>>` and `...`)
    - @-properties and classes in CoffeeScript
    - E4X in JavaScript (by [Oleg Efimov][oe])
    - new keywords in Perl (by [Kirk Kimmel][kk])
    - big Ruby syntax update (by [Vasily Polovnyov][vast])
    - small fixes in Bash

- Also Oleg Efimov did a great job of moving all the docs for language and style
  developers and contributors from the old wiki under the source code in the
  "docs" directory. Now these docs are nicely presented at
  <http://highlightjs.readthedocs.org/>.

[ng]: https://github.com/nathan11g
[dd]: https://github.com/drdrang
[bolk]: https://github.com/bolknote
[oe]: https://github.com/Sannis
[kk]: https://github.com/kimmel
[vast]: https://github.com/vast


## Version 7.2

A regular bug-fix release without any significant new features. Enjoy!


## Version 7.1

A Summer crop:

- [Marc Fornos][mf] made the definition for Clojure along with the matching
  style Rainbow (which, of course, works for other languages too).
- CoffeeScript support continues to improve getting support for regular
  expressions.
- Yoshihide Jimbo ported to highlight.js [five Tomorrow styles][tm] from the
  [project by Chris Kempson][tm0].
- Thanks to [Casey Duncun][cd] the library can now be built in the popular
  [AMD format][amd].
- And last but not least, we've got a fair number of correctness and consistency
  fixes, including a pretty significant refactoring of Ruby.

[mf]: https://github.com/mfornos
[tm]: http://jmblog.github.com/color-themes-for-highlightjs/
[tm0]: https://github.com/ChrisKempson/Tomorrow-Theme
[cd]: https://github.com/caseman
[amd]: http://requirejs.org/docs/whyamd.html


## Version 7.0

The reason for the new major version update is a global change of keyword syntax
which resulted in the library getting smaller once again. For example, the
hosted build is 2K less than at the previous version while supporting two new
languages.

Notable changes:

- The library now works not only in a browser but also with [node.js][]. It is
  installable with `npm install highlight.js`. [API][] docs are available on our
  wiki.

- The new unique feature (apparently) among syntax highlighters is highlighting
  *HTTP* headers and an arbitrary language in the request body. The most useful
  languages here are *XML* and *JSON* both of which highlight.js does support.
  Here's [the detailed post][p] about the feature.

- Two new style themes: a dark "south" *[Pojoaque][]* by Jason Tate and an
  emulation of*XCode* IDE by [Angel Olloqui][ao].

- Three new languages: *D* by [Aleksandar Ružičić][ar], *R* by [Joe Cheng][jc]
  and *GLSL* by [Sergey Tikhomirov][st].

- *Nginx* syntax has become a million times smaller and more universal thanks to
  remaking it in a more generic manner that doesn't require listing all the
  directives in the known universe.

- Function titles are now highlighted in *PHP*.

- *Haskell* and *VHDL* were significantly reworked to be more rich and correct
  by their respective maintainers [Jeremy Hull][sr] and [Igor Kalnitsky][ik].

And last but not least, many bugs have been fixed around correctness and
language detection.

Overall highlight.js currently supports 51 languages and 20 style themes.

[node.js]: http://nodejs.org/
[api]: http://softwaremaniacs.org/wiki/doku.php/highlight.js:api
[p]: http://softwaremaniacs.org/blog/2012/05/10/http-and-json-in-highlight-js/en/
[pojoaque]: http://web-cms-designs.com/ftopict-10-pojoaque-style-for-highlight-js-code-highlighter.html
[ao]: https://github.com/angelolloqui
[ar]: https://github.com/raleksandar
[jc]: https://github.com/jcheng5
[st]: https://github.com/tikhomirov
[sr]: https://github.com/sourrust
[ik]: https://github.com/ikalnitsky


## Version 6.2

A lot of things happened in highlight.js since the last version! We've got nine
new contributors, the discussion group came alive, and the main branch on GitHub
now counts more than 350 followers. Here are most significant results coming
from all this activity:

- 5 (five!) new languages: Rust, ActionScript, CoffeeScript, MatLab and
  experimental support for markdown. Thanks go to [Andrey Vlasovskikh][av],
  [Alexander Myadzel][am], [Dmytrii Nagirniak][dn], [Oleg Efimov][oe], [Denis
  Bardadym][db] and [John Crepezzi][jc].

- 2 new style themes: Monokai by [Luigi Maselli][lm] and stylistic imitation of
  another well-known highlighter Google Code Prettify by [Aahan Krish][ak].

- A vast number of [correctness fixes and code refactorings][log], mostly made
  by [Oleg Efimov][oe] and [Evgeny Stepanischev][es].

[av]: https://github.com/vlasovskikh
[am]: https://github.com/myadzel
[dn]: https://github.com/dnagir
[oe]: https://github.com/Sannis
[db]: https://github.com/btd
[jc]: https://github.com/seejohnrun
[lm]: http://grigio.org/
[ak]: https://github.com/geekpanth3r
[es]: https://github.com/bolknote
[log]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/commits/


## Version 6.1 — Solarized

[Jeremy Hull][jh] has implemented my dream feature — a port of [Solarized][]
style theme famous for being based on the intricate color theory to achieve
correct contrast and color perception. It is now available for highlight.js in
both variants — light and dark.

This version also adds a new original style Arta. Its author pumbur maintains a
[heavily modified fork of highlight.js][pb] on GitHub.

[jh]: https://github.com/sourrust
[solarized]: http://ethanschoonover.com/solarized
[pb]: https://github.com/pumbur/highlight.js


## Version 6.0

New major version of the highlighter has been built on a significantly
refactored syntax. Due to this it's even smaller than the previous one while
supporting more languages!

New languages are:

- Haskell by [Jeremy Hull][sourrust]
- Erlang in two varieties — module and REPL — made collectively by [Nikolay
  Zakharov][desh], [Dmitry Kovega][arhibot] and [Sergey Ignatov][ignatov]
- Objective C by [Valerii Hiora][vhbit]
- Vala by [Antono Vasiljev][antono]
- Go by [Stephan Kountso][steplg]

[sourrust]: https://github.com/sourrust
[desh]: http://desh.su/
[arhibot]: https://github.com/arhibot
[ignatov]: https://github.com/ignatov
[vhbit]: https://github.com/vhbit
[antono]: https://github.com/antono
[steplg]: https://github.com/steplg

Also this version is marginally faster and fixes a number of small long-standing
bugs.

Developer overview of the new language syntax is available in a [blog post about
recent beta release][beta].

[beta]: http://softwaremaniacs.org/blog/2011/04/25/highlight-js-60-beta/en/

P.S. New version is not yet available on a Yandex CDN, so for now you have to
download [your own copy][d].

[d]: /soft/highlight/en/download/


## Version 5.14

Fixed bugs in HTML/XML detection and relevance introduced in previous
refactoring.

Also test.html now shows the second best result of language detection by
relevance.


## Version 5.13

Past weekend began with a couple of simple additions for existing languages but
ended up in a big code refactoring bringing along nice improvements for language
developers.

### For users

- Description of C++ has got new keywords from the upcoming [C++ 0x][] standard.
- Description of HTML has got new tags from [HTML 5][].
- CSS-styles have been unified to use consistent padding and also have lost
  pop-outs with names of detected languages.
- [Igor Kalnitsky][ik] has sent two new language descriptions: CMake & VHDL.

This makes total number of languages supported by highlight.js to reach 35.

Bug fixes:

- Custom classes on `<pre>` tags are not being overridden anymore
- More correct highlighting of code blocks inside non-`<pre>` containers:
  highlighter now doesn't insist on replacing them with its own container and
  just replaces the contents.
- Small fixes in browser compatibility and heuristics.

[c++ 0x]: http://ru.wikipedia.org/wiki/C%2B%2B0x
[html 5]: http://en.wikipedia.org/wiki/HTML5
[ik]: http://kalnitsky.org.ua/

### For developers

The most significant change is the ability to include language submodes right
under `contains` instead of defining explicit named submodes in the main array:

    contains: [
      'string',
      'number',
      {begin: '\\n', end: hljs.IMMEDIATE_RE}
    ]

This is useful for auxiliary modes needed only in one place to define parsing.
Note that such modes often don't have `className` and hence won't generate a
separate `<span>` in the resulting markup. This is similar in effect to
`noMarkup: true`. All existing languages have been refactored accordingly.

Test file test.html has at last become a real test. Now it not only puts the
detected language name under the code snippet but also tests if it matches the
expected one. Test summary is displayed right above all language snippets.


## CDN

Fine people at [Yandex][] agreed to host highlight.js on their big fast servers.
[Link up][l]!

[yandex]: http://yandex.com/
[l]: http://softwaremaniacs.org/soft/highlight/en/download/


## Version 5.10 — "Paris".

Though I'm on a vacation in Paris, I decided to release a new version with a
couple of small fixes:

- Tomas Vitvar discovered that TAB replacement doesn't always work when used
  with custom markup in code
- SQL parsing is even more rigid now and doesn't step over SmallTalk in tests


## Version 5.9

A long-awaited version is finally released.

New languages:

- Andrew Fedorov made a definition for Lua
- a long-time highlight.js contributor [Peter Leonov][pl] made a definition for
  Nginx config
- [Vladimir Moskva][vm] made a definition for TeX

[pl]: http://kung-fu-tzu.ru/
[vm]: http://fulc.ru/

Fixes for existing languages:

- [Loren Segal][ls] reworked the Ruby definition and added highlighting for
  [YARD][] inline documentation
- the definition of SQL has become more solid and now it shouldn't be overly
  greedy when it comes to language detection

[ls]: http://gnuu.org/
[yard]: http://yardoc.org/

The highlighter has become more usable as a library allowing to do highlighting
from initialization code of JS frameworks and in ajax methods (see.
readme.eng.txt).

Also this version drops support for the [WordPress][wp] plugin. Everyone is
welcome to [pick up its maintenance][p] if needed.

[wp]: http://wordpress.org/
[p]: http://bazaar.launchpad.net/~isagalaev/+junk/highlight/annotate/342/src/wp_highlight.js.php


## Version 5.8

- Jan Berkel has contributed a definition for Scala. +1 to hotness!
- All CSS-styles are rewritten to work only inside `<pre>` tags to avoid
  conflicts with host site styles.


## Version 5.7.

Fixed escaping of quotes in VBScript strings.


## Version 5.5

This version brings a small change: now .ini-files allow digits, underscores and
square brackets in key names.


## Version 5.4

Fixed small but upsetting bug in the packer which caused incorrect highlighting
of explicitly specified languages. Thanks to Andrew Fedorov for precise
diagnostics!


## Version 5.3

The version to fulfil old promises.

The most significant change is that highlight.js now preserves custom user
markup in code along with its own highlighting markup. This means that now it's
possible to use, say, links in code. Thanks to [Vladimir Dolzhenko][vd] for the
[initial proposal][1] and for making a proof-of-concept patch.

Also in this version:

- [Vasily Polovnyov][vp] has sent a GitHub-like style and has implemented
  support for CSS @-rules and Ruby symbols.
- Yura Zaripov has sent two styles: Brown Paper and School Book.
- Oleg Volchkov has sent a definition for [Parser 3][p3].

[1]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/6612/
[p3]: http://www.parser.ru/
[vp]: http://vasily.polovnyov.ru/
[vd]: http://dolzhenko.blogspot.com/


## Version 5.2

- at last it's possible to replace indentation TABs with something sensible
  (e.g. 2 or 4 spaces)
- new keywords and built-ins for 1C by Sergey Baranov
- a couple of small fixes to Apache highlighting


## Version 5.1

This is one of those nice version consisting entirely of new and shiny
contributions!

- [Vladimir Ermakov][vooon] created highlighting for AVR Assembler
- [Ruslan Keba][rukeba] created highlighting for Apache config file. Also his
  original visual style for it is now available for all highlight.js languages
  under the name "Magula".
- [Shuen-Huei Guan][drake] (aka Drake) sent new keywords for RenderMan
  languages. Also thanks go to [Konstantin Evdokimenko][ke] for his advice on
  the matter.

[vooon]: http://vehq.ru/about/
[rukeba]: http://rukeba.com/
[drake]: http://drakeguan.org/
[ke]: http://k-evdokimenko.moikrug.ru/


## Version 5.0

The main change in the new major version of highlight.js is a mechanism for
packing several languages along with the library itself into a single compressed
file. Now sites using several languages will load considerably faster because
the library won't dynamically include additional files while loading.

Also this version fixes a long-standing bug with Javascript highlighting that
couldn't distinguish between regular expressions and division operations.

And as usually there were a couple of minor correctness fixes.

Great thanks to all contributors! Keep using highlight.js.


## Version 4.3

This version comes with two contributions from [Jason Diamond][jd]:

- language definition for C# (yes! it was a long-missed thing!)
- Visual Studio-like highlighting style

Plus there are a couple of minor bug fixes for parsing HTML and XML attributes.

[jd]: http://jason.diamond.name/weblog/


## Version 4.2

The biggest news is highlighting for Lisp, courtesy of Vasily Polovnyov. It's
somewhat experimental meaning that for highlighting "keywords" it doesn't use
any pre-defined set of a Lisp dialect. Instead it tries to highlight first word
in parentheses wherever it makes sense. I'd like to ask people programming in
Lisp to confirm if it's a good idea and send feedback to [the forum][f].

Other changes:

- Smalltalk was excluded from DEFAULT_LANGUAGES to save traffic
- [Vladimir Epifanov][voldmar] has implemented javascript style switcher for
  test.html
- comments now allowed inside Ruby function definition
- [MEL][] language from [Shuen-Huei Guan][drake]
- whitespace now allowed between `<pre>` and `<code>`
- better auto-detection of C++ and PHP
- HTML allows embedded VBScript (`<% .. %>`)

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/highlightjs/
[voldmar]: http://voldmar.ya.ru/
[mel]: http://en.wikipedia.org/wiki/Maya_Embedded_Language
[drake]: http://drakeguan.org/


## Version 4.1

Languages:

- Bash from Vah
- DOS bat-files from Alexander Makarov (Sam)
- Diff files from Vasily Polovnyov
- Ini files from myself though initial idea was from Sam

Styles:

- Zenburn from Vladimir Epifanov, this is an imitation of a
  [well-known theme for Vim][zenburn].
- Ascetic from myself, as a realization of ideals of non-flashy highlighting:
  just one color in only three gradations :-)

In other news. [One small bug][bug] was fixed, built-in keywords were added for
Python and C++ which improved auto-detection for the latter (it was shame that
[my wife's blog][alenacpp] had issues with it from time to time). And lastly
thanks go to Sam for getting rid of my stylistic comments in code that were
getting in the way of [JSMin][].

[zenburn]: http://en.wikipedia.org/wiki/Zenburn
[alenacpp]: http://alenacpp.blogspot.com/
[bug]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewtopic.php?id=1823
[jsmin]: http://code.google.com/p/jsmin-php/


## Version 4.0

New major version is a result of vast refactoring and of many contributions.

Visible new features:

- Highlighting of embedded languages. Currently is implemented highlighting of
  Javascript and CSS inside HTML.
- Bundled 5 ready-made style themes!

Invisible new features:

- Highlight.js no longer pollutes global namespace. Only one object and one
  function for backward compatibility.
- Performance is further increased by about 15%.

Changing of a major version number caused by a new format of language definition
files. If you use some third-party language files they should be updated.


## Version 3.5

A very nice version in my opinion fixing a number of small bugs and slightly
increased speed in a couple of corner cases. Thanks to everybody who reports
bugs in he [forum][f] and by email!

There is also a new language — XML. A custom XML formerly was detected as HTML
and didn't highlight custom tags. In this version I tried to make custom XML to
be detected and highlighted by its own rules. Which by the way include such
things as CDATA sections and processing instructions (`<? ... ?>`).

[f]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6


## Version 3.3

[Vladimir Gubarkov][xonix] has provided an interesting and useful addition.
File export.html contains a little program that shows and allows to copy and
paste an HTML code generated by the highlighter for any code snippet. This can
be useful in situations when one can't use the script itself on a site.


[xonix]: http://xonixx.blogspot.com/


## Version 3.2 consists completely of contributions:

- Vladimir Gubarkov has described SmallTalk
- Yuri Ivanov has described 1C
- Peter Leonov has packaged the highlighter as a Firefox extension
- Vladimir Ermakov has compiled a mod for phpBB

Many thanks to you all!


## Version 3.1

Three new languages are available: Django templates, SQL and Axapta. The latter
two are sent by [Dmitri Roudakov][1]. However I've almost entirely rewrote an
SQL definition but I'd never started it be it from the ground up :-)

The engine itself has got a long awaited feature of grouping keywords
("keyword", "built-in function", "literal"). No more hacks!

[1]: http://roudakov.ru/


## Version 3.0

It is major mainly because now highlight.js has grown large and has become
modular. Now when you pass it a list of languages to highlight it will
dynamically load into a browser only those languages.

Also:

- Konstantin Evdokimenko of [RibKit][] project has created a highlighting for
  RenderMan Shading Language and RenderMan Interface Bytestream. Yay for more
  languages!
- Heuristics for C++ and HTML got better.
- I've implemented (at last) a correct handling of backslash escapes in C-like
  languages.

There is also a small backwards incompatible change in the new version. The
function initHighlighting that was used to initialize highlighting instead of
initHighlightingOnLoad a long time ago no longer works. If you by chance still
use it — replace it with the new one.

[RibKit]: http://ribkit.sourceforge.net/


## Version 2.9

Highlight.js is a parser, not just a couple of regular expressions. That said
I'm glad to announce that in the new version 2.9 has support for:

- in-string substitutions for Ruby -- `#{...}`
- strings from from numeric symbol codes (like #XX) for Delphi


## Version 2.8

A maintenance release with more tuned heuristics. Fully backwards compatible.


## Version 2.7

- Nikita Ledyaev presents highlighting for VBScript, yay!
- A couple of bugs with escaping in strings were fixed thanks to Mickle
- Ongoing tuning of heuristics

Fixed bugs were rather unpleasant so I encourage everyone to upgrade!


## Version 2.4

- Peter Leonov provides another improved highlighting for Perl
- Javascript gets a new kind of keywords — "literals". These are the words
  "true", "false" and "null"

Also highlight.js homepage now lists sites that use the library. Feel free to
add your site by [dropping me a message][mail] until I find the time to build a
submit form.

[mail]: mailto:Maniac@SoftwareManiacs.Org


## Version 2.3

This version fixes IE breakage in previous version. My apologies to all who have
already downloaded that one!


## Version 2.2

- added highlighting for Javascript
- at last fixed parsing of Delphi's escaped apostrophes in strings
- in Ruby fixed highlighting of keywords 'def' and 'class', same for 'sub' in
  Perl


## Version 2.0

- Ruby support by [Anton Kovalyov][ak]
- speed increased by orders of magnitude due to new way of parsing
- this same way allows now correct highlighting of keywords in some tricky
  places (like keyword "End" at the end of Delphi classes)

[ak]: http://anton.kovalyov.net/


## Version 1.0

Version 1.0 of javascript syntax highlighter is released!

It's the first version available with English description. Feel free to post
your comments and question to [highlight.js forum][forum]. And don't be afraid
if you find there some fancy Cyrillic letters -- it's for Russian users too :-)

[forum]: http://softwaremaniacs.org/forum/viewforum.php?id=6
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# Highlight.js

[![Build Status](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js.svg?branch=master)](https://travis-ci.org/isagalaev/highlight.js)

Highlight.js is a syntax highlighter written in JavaScript. It works in the
browser as well as on the server. It works with pretty much any markup,
doesn't depend on any framework and has automatic language detection.


## Getting Started

The bare minimum for using highlight.js on a web page is linking to the library
along with one of the styles and calling [`initHighlightingOnLoad`][1]:

```html
<link rel="stylesheet" href="/path/to/styles/default.css">
<script src="/path/to/highlight.pack.js"></script>
<script>hljs.initHighlightingOnLoad();</script>
```

This will find and highlight code inside of `<pre><code>` tags trying to detect
the language automatically. If automatic detection doesn't work for you, you can
specify the language in the class attribute:

```html
<pre><code class="html">...</code></pre>
```

The list of supported language classes is available in the [class reference][8].
Classes can also be prefixed with either `language-` or `lang-`.

To disable highlighting altogether use the `nohighlight` class:

```html
<pre><code class="nohighlight">...</code></pre>
```

## Custom Initialization

When you need a bit more control over the initialization of
highlight.js, you can use the [`highlightBlock`][2] and [`configure`][3]
functions. This allows you to control *what* to highlight and *when*.

Here's an equivalent way to calling [`initHighlightingOnLoad`][1] using jQuery:

```javascript
$(document).ready(function() {
  $('pre code').each(function(i, block) {
    hljs.highlightBlock(block);
  });
});
```

You can use any tags instead of `<pre><code>` to mark up your code. If you don't
use a container that preserve line breaks you will need to configure
highlight.js to use the `<br>` tag:

```javascript
hljs.configure({useBR: true});

$('div.code').each(function(i, block) {
  hljs.highlightBlock(block);
});
```

For other options refer to the documentation for [`configure`][3].


## Getting the Library

You can get highlight.js as a hosted or custom-build browser script or as a
server module. Head over to the [download page][4] for all the options.

Note, that the library is not supposed to work straight from the source on
GitHub, it requires building. If none of the pre-packaged options work for you
refer to the [building documentation][5].


## License

Highlight.js is released under the BSD License. See [LICENSE][10] file for
details.


## Links

The official site for the library is at <https://highlightjs.org/>.

Further in-depth documentation for the API and other topics is at
<http://highlightjs.readthedocs.org/>.

Authors and contributors are listed in the [AUTHORS.en.txt][9] file.

[1]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#inithighlightingonload
[2]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#highlightblock-block
[3]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/api.html#configure-options
[4]: https://highlightjs.org/download/
[5]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/building-testing.html
[8]: http://highlightjs.readthedocs.org/en/latest/css-classes-reference.html
[9]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/AUTHORS.en.txt
[10]: https://github.com/isagalaev/highlight.js/blob/master/LICENSE
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/*! highlight.js v9.2.0 | BSD3 License | git.io/hljslicense */
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OEBPS/Common_Content/scripts/highlight.js/LICENSE
Copyright (c) 2006, Ivan Sagalaev
All rights reserved.
Redistribution and use in source and binary forms, with or without
modification, are permitted provided that the following conditions are met:

    * Redistributions of source code must retain the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer.
    * Redistributions in binary form must reproduce the above copyright
      notice, this list of conditions and the following disclaimer in the
      documentation and/or other materials provided with the distribution.
    * Neither the name of highlight.js nor the names of its contributors 
      may be used to endorse or promote products derived from this software 
      without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND ANY
EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE
DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE REGENTS AND CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES
(INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;
LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND
ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.
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OEBPS/Common_Content/scripts/utils.js
var work = 1;

function pop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popper/,"popped");
	}
}
function unpop(entity) {
	if(entity) {
		var my_parent = entity.parentNode;
		var my_class = my_parent.className;
		my_parent.className = my_class.replace(/popped/,"popper");
	}
}

function siblings(entity){
	var r = [];
	for ( var n = entity.parentNode.firstChild; n; n = n.nextSibling ) 
		if ( n.nodeType == 1 && n != entity)
			r.push( n );		
	return r;
}

/* This activates an element and deactivates all it's siblings */
function activateElement(id) {
	var entity = document.getElementById(id);
	if(entity.className.indexOf("active") == -1) {
		entity.className = entity.className + " active";
	}
	var sibs = siblings(entity);

	for(var i=0; i < sibs.length; i++) {
		if(sibs[i].className.indexOf("active") != -1) {
			deactivateElement(sibs[i]);
		}
	}
}

function deactivateElement(entity) {
	if(entity.className.indexOf("active") != -1) {
		 entity.className = entity.className.replace(/[ ]*active/, '');
	}
}

function getCookie(name) {
	var name_c = window.location.hostname + '-' + name;

	if(document.cookie) {
		var cookies = document.cookie.split(/ *; */);
		for(var i=0; i < cookies.length; i++) {
			var current_c = cookies[i].split("=");
			if(current_c[0] == name_c) {
				return(current_c[1]);
				break;
			}
		}
	}
	return('');
}

function setCookie(name, value, expires, path) {
	name = window.location.hostname + '-' + name;

	var curCookie = name + "=" + value + 
		((expires) ? ";expires=" + expires.toGMTString() : "") + 
		((path) ? ";path=" + path : "");
	document.cookie = curCookie; 
}

function setDefLangCookie(entity) {
	setCookie('switchery', entity.options[entity.selectedIndex].value, '', '/');
}

function initSwitchery() {
	var divs = document.getElementsByTagName('div');
	for(i in divs) {
		if(typeof(divs[i].className) != 'undefined' && divs[i].className.indexOf("switchery") != -1) {
			var lang = getCookie('switchery');
			if(lang != '') {
				var entity = document.getElementById(divs[i].id + '-' + lang);
				if(entity) {
					entity.onclick();
					entity.parentNode.lastChild.value = lang;
				} else {
					divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
				}
			} else {
				divs[i].firstChild.firstChild.onclick();
			}
		}
	}

}

function showhide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("hidden") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/hidden/,"visible");
			}
			else if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	}

	return false;
}

function hide(id) {
	if(work) {
		work = 0;
		var entity = document.getElementById(id);
		if(entity) {
			var my_class = entity.className;
			if(my_class.indexOf("visible") != -1) {
				entity.className = my_class.replace(/visible/,"hidden");
			}
		}
	} else {
		work=1;
	}
}

var preventReset = 0;

function dehighlightTarget(entity) {
	if(preventReset == 0 && entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		var target = document.getElementById(id);
		if(target) {
			deactivateElement(target);
		}
		}
}

function highlightTarget(entity, norefresh) {
	if(entity) {
		var id = entity.href;
		if(id.indexOf("#") != -1) {
			id = id.substr(id.indexOf('#')+1);
		}
		activateElement(id);
		preventReset = 0;
	} 
	if(norefresh == 1) {
		preventReset=1;
	}
}





OEBPS/Common_Content/images/29.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-BlackItalic.eot


OEBPS/Common_Content/images/21.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-RegularItalic.eot


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Medium.woff


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/text/RedHatText-Regular.woff2


OEBPS/Common_Content/fonts/portal/nimbus/iconfont.ttf


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Bold.eot


OEBPS/Common_Content/images/31.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Regular.eot


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-MediumItalic.eot


OEBPS/Common_Content/images/stock-go-forward.png





OEBPS/Common_Content/images/6.png





OEBPS/Common_Content/images/14.png





OEBPS/Common_Content/images/1.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Black.woff2


OEBPS/Common_Content/images/25.png





OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/text/RedHatText-RegularItalic.woff2


OEBPS/Common_Content/fonts/redhat/display/RedHatDisplay-Black.woff


